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１ ．緒 言 
 ２ ．観測計画と隊の編成 
     ３ ．経 費 






第55次観測隊長 宮岡 宏 
1. 緒言 
2013（平成25）年度に出発した第55次南極地域観測隊（以後「第55次隊」と略記）は、2009年11月の第













































サー（暫定値）で最大氷厚 6m、積雪 2m を記録するなど海氷状況は厳しく、ラミングの進出距離は著しく減少
















































「しらせ」は昭和基地沖で予定したすべてのオペレーションを終えて 1 月 22 日に基地沖を離れ、海底地形
測量、海氷観測、ならびに氷海航行試験観測を行いつつ復路の航行を開始した。1月31日にスカルブスネス湖
沼調査チームを収容した後、越冬交代式翌日の2月2日より順次54次越冬隊30名と55次夏隊・同行者36名


























































表Ⅰ．２－１ 観測実施計画 一覧表 
１ 越冬観測 





電離層 情報通信研究機構 ①電離層の観測 ②宇宙天気予報に必要なデータ収集 
気 象 気象庁 
①地上気象観測 ②高層気象観測 ③オゾン観測 
④日射・放射量の観測  ⑤天気解析 ⑥その他の観測 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 

















































電離層 情報通信研究機構 電離層の移動観測 
海底地形調査 海上保安庁 海底地形測量 
潮 汐 海上保安庁 潮汐観測 
海洋物理・化学 文部科学省 ①海況調査 ②南極周極流及び海洋深層の観測 




































































       11日：五者連絡会議開催（しらせ） 
 2013年11月4日：昭和基地先遣隊 成田空港出発 
5日：第3回全員打合せ会（極地研） 
       5日：第143回本部総会に行動実施計画の決定、未決定隊員等の決定 
       8日：「しらせ」晴海埠頭出港 
        22日：観測隊本体 成田空港出発 
       23日：別動隊セール・ロンダーネ隊 成田空港出発 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（ヘリコプター） Brian James Miller












（ヘリコプター）  Neil Belton













































観測隊長 兼 夏隊長 宮岡 宏 
観測副隊長 兼 越冬隊長 牛尾 収輝 





総括 宮岡 宏（観測隊長兼夏隊長） 
基地活動全般・観測隊ヘリ運用 牛尾 収輝（副隊長兼越冬隊長） 
基地設営全般 勝田 豊（副隊長兼夏副隊長） 
輸送 柏木 隆宏、塚本 健二 
船上観測 髙橋 邦夫 
沿岸野外観測 工藤 栄 
基地観測全般・気象 山本 浩嗣 




モニタリング観測 増永 拓也 
建築・土木作業 佐藤 利明 
機械 上原 誠  
通信 久保田 弘 
調理 竪谷 博 
医療 町田 浩道 
野外観測支援 春日井 一人 







サブリーダ  ー 福田 洋一 
映像記録、食料、気象、環境保全 青山 雄一 
通信、機械・車両・発電機燃料 岡田 雅樹 
 
海鷹丸運営体制 
リーダ  ー 茂木 正人 
週間活動報告 茂木 正人 
研究観測 茂木 正人、北出 裕二郎、三瓶 真 
基本観測 飯田 高大、嶋田 啓資 
夏期記録担当者 
 昭和基地 ｾｰﾙ・ﾛﾝﾀﾞｰﾈ隊 海鷹丸 
公式記録* 宮岡 宏 菅沼 悠介 茂木 正人 
日誌記録 豊田 元和 菅沼 悠介 内山 香織 












   観測隊員経費    64,872千円 
観測部門経費 213,223千円 
海上輸送部門経費       3,595,164千円 
本部経費  19,186千円 






部  門 予 算 額（千円） 主要調達物品 
定常観測  
    電離層 39,141 衛星測位電波観測システム 
  気象 64,936 波長別紫外域日射系補修 
  海洋物理・化学 45,812 投下式塩分水温深度計プローブ 
海底地形調査 9,926 表面音速計 
  潮汐 7,486 潮位観測装置保守財 
  地理・地形 42,567 地上レーザースキャナ 
  地震・重力 29 重力計記録紙 
 定常観測合計 231,192  
共通 3,326 資料整理費・梱包輸送費等 
    総合計 213,223  
 
表I.3.1-2 海上輸送部門経費内訳 
部  門 予 算 額（千円） 備    考 
職員諸手当 96,660  
職員旅費(国内) 626  
外国旅費 2,917  
庁費 118,530  
糧食費 82,940  
油購入費 873,192  
諸器材購入費 31,565  
航空機修理費 1,268,677  
艦船修理費 1,104,839  
航空機購入費 0  
南極地域観測事業業務庁費 15,218  





研究観測経費    350,260千円 
設営部門経費    488,725千円 
観測事業支援経費    118,121千円 
共通経費およびその他    233,632千円 






部  門 予算額 (千円） 主要調達物品 
1. 重点研究 151,480  
南極域から探る地球温暖化  
AJ-1    南極域中層・超高層大気を通して探る地球環境
変動 
113,012 大気レーダー用記録媒体 
AJ-2   南極海生態系の応答を通して探る地球環境変
動 
18,868 植物プランクトン酸性化実験用消耗品 




2. 一般研究 119,125  
AP-9  夏季の海洋・海氷上～南極氷床上における、降
水、水蒸気、エアロゾル粒子の空気分布と水循環







   









    



















































4. モニタリング観測 65,337  
AMU  宙空圏変動のモニタリング 11,748 地磁気データ収録装置 
AMP    気水圏変動のモニタリング 17,152 凝結粒子カウンタ  ー
AMG  地殻圏変動のモニタリング 23,037 GPS観測装置 
AMB  生態系変動のモニタリング 78,80 植物プランクトン蛍光測定装置 
AMS  地球観測衛星データによる環境変動のモニタリング 5,520 バックアップ用PCシステム 
  
研究観測経費 合  計 350,260  
 
表I.3.2-2 設営部門経費内訳 
部  門 予算額 (千円) 主要調達物品 
 機械 89,680 屋外消火設備 
 燃料 83,308 W軽油、JP-5、JET A-1  
 建築・土木 42,690 第２車庫兼ヘリコプター格納庫 
 通信 10,710 無線機 
 医療 9,807 医薬品、医療機器 
 装備 20,000 個人及び共同装備 
 予備食 4,400 越冬食糧、予備食 
 環境保全・廃棄物処理 14,680 フレキシブルバッグ、地中探査レーダ  ー
 輸送 72,600 ドラム缶パレット、ヘリコプター用スチコン 






設営部門経費 合  計 488,725  
 
表I.3.2-3 観測事業支援経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 観測隊関連経費 91,345  
 訓練経費 15,311  






 南極派旅費 57,500  
 隊員保険料 150  
2. 観測事業支援経費 26,776  
 国際会議経費 500  
 公用氷保管料・輸送料 980  







 出発・帰国関連経費 3,780  
広報関係資料作成 400  
イリジウム電話通信費 1,500  
シンポジウム関係旅費 650  
センター人件費 3,500  
  
  
合 計 118,121  
 
表I.3.2-4 南極観測共通経費およびその他経費内訳 
項  目 予算額 (千円) 備   考 
1. 南極観測共通 181,432  
LAN・インテルサット 121,941 インテルサット機器 
海鷹丸関係経費 29,491  
DROMLAN経費 20,000 セルロン・先遣隊 
予備費 10,000  
2. 公募隊員人件費 39,000
3. 資料整理費 13,200  
AMP 気水圏変動のモニタリング 968  
AMU 宙空圏変動のモニタリング 280  
AMG 地殻圏変動のモニタリング 3,556  
AMB 生態系変動のモニタリング 6,072  
AMS 極域衛星データ受信 2,324  












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   １ ．夏期行動経過の概要  
   ２ ．夏期観測 
   ３ ．夏期設営作業  
   ４ ．その他の活動 
   ５ ．夏隊行動日誌 
   ６ ．観測データ・採取試料一覧 





1.夏期行動経過の概要                      観測隊長 宮岡 宏 
第 55 次南極地域観測隊の夏期間、「しらせ」で昭和基地へ向かう本隊の他、１）航空機を用いて 11 月中に
昭和基地へ入り、先行して越冬観測引き継ぎを実施する隊 2 名、２）同様に航空機を用いてセール・ロンダー
ネ山地での観測・調査を実施する隊 4 名、３）東京海洋大学の「海鷹丸」に乗船し、南大洋で船上観測を実施
する隊員・同行者 15 名、の３つの別働隊を編成して行動した。 
「しらせ」は 2013 年 11 月 27 日にフリーマントル港を出港し、東経 110 度線に沿って航走・停船観測を実施しつつ、12
月 2 日に南緯 55 度を通過した。12 月 9 日にアムンゼン湾沖の流氷縁に到着後、「大利根水路」を経由して 11 日早朝に
リュツォ・ホルム湾沖定着氷縁に達した。12 日深夜に一年氷帯に入り、13 日早朝、昭和基地西方約 20km の多年氷帯氷
縁に到着した。13 日深夜には大型雪上車等を昭和基地へ先行氷上輸送し、翌 14 日に第一便を基地へ送った。引き続
いて 4日間の優先物資空輸、観測隊ヘリによる野外観測を行った。18 日より、多年氷帯への砕氷航行を開始し、2014 年
1 月 4 日朝にオングル海峡に入り、同日 16 時 30 分、昭和基地沖に接岸した。1 月 7 日までに燃料全量を基地貯油タ
ンクに送油した。5 日深夜から氷上輸送を開始、氷上輸送 2 日目からは廃棄物を中心に基地からの持ち帰り輸
送も平行して行い、10 日朝まで実施した。1 月 12 日には本格空輸を、また 13 日より持ち帰り空輸を開始した




「しらせ」は昭和基地の全オペレーションを終えて 1 月 22 日に基地沖を離れ、船上観測および氷海性能試
験を行いつつ、復路航行を開始した。31 日に野外観測チームを収容後、2 月 2 日より順次 54 次越冬隊、55 次
夏隊・同行者の「しらせ」帰還を進め、8 日の最終便をもって完了した。12 日早朝に氷海域を離脱、海底圧力
計の設置・揚収ほかを行い、マラジョージナヤ基地沖に向け航行した。14 日に同基地沖の流氷域に到着、停留
し、15 日に基地周辺調査を予定通り完了した。16 日に「しらせ」はマラジョージナヤ基地沖約 700m の流氷域
で座礁、応急態勢が発動された。排水・警戒作業および離礁に向けた作業が続けられ、18 日に離脱、20 日より
復路航行を再開した。座礁に伴い、一部の船底観測装置が運用不能となり、当初予定していたアムンゼン湾観
測は現地の海氷状況を勘案して中止した。2 月 23 日にケープダンレー沖に進入し、海底地形調査の後、海氷状
況を確認しつつ 25 日まで係留系回収作業を行った。「しらせ」は東経 150 度線の海洋観測を行いつつ北上、3
月 10 日に南緯 55 度を通過、15 日にオーストラリア・シドニー港へ入港した。第 54 次越冬隊と第 55 次夏隊・
同行者は、17 日にシドニー空港を発ち、翌 18 日に羽田空港に全員無事に帰国した。「しらせ」は 3 月 21 日シ
ドニー出港、4 月 7 日に東京港に入港した。 
昭和基地における観測引き継ぎを効率的に行うため、DROMLAN を利用して先行派遣した 2 名は、2013 年 11
月 4 日に成田空港を出発、ケープタウン、ノボラザレフスカヤ基地を経由して 14 日に昭和基地へ到着した。日
常業務に加えて、各種観測の引き継ぎ作業を実施した。また、セール・ロンダーネ山地調査隊は、11 月 23 日
に成田空港を出発、ケープタウンから DROMLAN を利用して 29 日ベルギーのプリンセス・エリザベス（PE）基地
に到着した。約 2 週間にわたる調査後、12 月 16 日に PE 基地を発ち、翌日インド・マイトリ基地訪問後、往路
と逆ルートで 12 月 24 日に成田空港に帰国した。「海鷹丸」に乗船した別動隊は、2014 年 1 月 6 日に成田空港
を出発、翌日乗船、11 日にフリーマントル港を出港した。東経 110 度線上の海洋観測を実施し、「海鷹丸」は 2
月 5 日にホバート入港、隊員・同行者は 2 月 9 日に空路帰国した。 
 
1.1「しらせ」で昭和基地に向かう本隊 












































































期          間 日数 輸      送 輸送量（ｔ） 物　資　内　容
2013/12/14 1 先行氷上輸送 25.22 雪上車3台、ｽﾉｰﾓﾋﾞﾙ1台、道板、車輌燃料0.36t含む。





2014/1/4～6 3 貨油ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ輸送 526.72 W軽油：486.72ｔ、JP-5：40t。























































































































1.3  海鷹丸により観測を行う隊 














初期値を得ることを目的として、SBE-CTD システムにより、9 観測点で 8‐9 層の深度からサンプルを得た。ま
た、南極海における光合成生理活性に関する基礎的情報を得るために培養実験を行った。（重点） 
2) 表層漂流系の回収 
夏季における基礎生産過程の時間変化を測定するため、表層短期係留系を 2013 年 12 月 4 日に「しらせ」か
ら投入し、2014 年 1 月 18 日に海鷹丸で回収することに成功した。 
3) 深層係留系の回収 
夏季観測では得られない冬季の生態系変動を、沈降粒子フラックス観測を通して探るため、しらせにより





と環境変動との関係を把握するため、物理環境データを CTD 観測によって得た。（一般） 
5) 海洋物理・化学観測 
南極地域観測第Ⅷ期 6 か年計画にもとづき、氷縁域を含む南極海の表層から底層までの海水の海洋物理・化

























図Ⅱ.1.4-1 第 55 次昭和基地先遣隊航路と日程 
 




約 50 トンもの廃棄物の集積を実施した。 
 
1.6  情報発信・広報活動 
 南極観測による学術的成果や活動状況を広く社会や教育現場へ発信するため、現地より報道原稿を発信したほ
か、教員派遣プログラムによる同行教員２名を中心に昭和基地から TV 会議システムによる「南極授業」を計 4








2.1  重点研究観測 
2.1.1  南極域中層・超高層大気を通して探る地球環境変動 
2.1.1.1 南極昭和基地大型大気レーダー観測（AJ01-55-04S） 






















55 次で輸送した送受信モジュール、および屋外分配装置は計 21 群分あり、これらは全て 1 月下旬までに設
置され、全 55 群のうち 47 群の設置・調整が完了した。また、FAI 用を含む計 53 本の基幹ケーブルを敷設し、
全ての基幹ケーブルの敷設が完了した。55 次では新たに、特に積雪が深い地域のアンテナを嵩上げする作業を
実施した。54 次越冬期間中の積雪データを元に、50cm の基礎鋼管を 71 本、80cm の基礎鋼管を 27 本継ぎ足し
た。これらのアンテナは 54 次越冬期間中に積雪が深く、輻射器を取り外していたため、アンテナ嵩上げ時に










































   













表Ⅱ.2.1.1.2-1 55 次夏期間における極中間圏雲のライダー観測実施状況 
月日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
12           ○ - × - - - ○ × × ○ × × × × ×
01 ○ - - - - × × × - × × × ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ - - × × - - × - - × △ × ×
02 × × - × × - ×          
凡例：◎:快晴かつ中間圏雲検出 ○：晴れだが中間圏雲検出なし 
















































2.1.2.1 しらせによる停船観測（AJ02-55-01）                         真壁 竜介 
【概要】  







AJ1 (61-00.05S, 104-59.31E) 12/3 17:27 (LT)  
表層係留系の投入 投入開始期日 12/03 18:18 (UTC)  
投入終了期日 12/03 18:28 (UTC)  





2.1.2.2 南大洋東経 110 度線上の植物プランクトンの分布（AJ02-55-02）                     真壁 竜介 
【概要】  
KC1, KC2, KC3, KC4, KC5, KC6, C03, C04, C05, M03（61º43.89’S, 110º00.69E）, M04の観測点において9












































2.1.2.6 深層係留系観測（AJ02-55-06）                            真壁 竜介 
【概要】 
昨年度12月にしらせにより投入された深層係留系の回収、および同一地点への再投入を実施した。また、待










2.1.2.7 深層係留系に設置した ADCP を用いた動物プランクトンの経時的観測（AJ02-55-07）    真壁 竜介 
【概要】 















2.1.3 氷期－間氷期サイクルから見た現在と将来の地球環境                   德長 航 






















2.2.1  南極露岩域の物質循環と生物の生理応答からみた生態系遷移の観測 

























表Ⅱ.2.2.1.1-1 第 55 次夏期野外観測行動記録（AP30 関連） 









12/16 きざはし浜 南 2.4 2.9 983 快晴 20 夕方きざはし浜着、観測立ち上げ、設営 工藤・高橋・
石原・高野・
水野 
12/17 きざはし浜 南 1.2 4.5 988 薄曇り 15 同行者課題実験準備・湖沼観測準備 同上 
12/18 きざはし浜 南西 2 4.4 995 曇り 20 扇池・仏池・くわい池観測 同上 
12/19 きざはし浜 南西 1 2.7 990 曇り 20 親子池東湖盆・孫池観測 同上 
12/20 きざはし浜 北東 6～8 3.5 989 曇り 20 サンプル処理・鳥の巣湾物質循環観測 同上 
12/21 きざはし浜 南西 2～4 2.9 988 曇り 20 酸性降下物捕集器設置(雪鳥営巣地・
長池脇)、すりばち山物質循環観測 
同上 
12/22 きざはし浜 南 0～5 2.8 987 雪 1 親子池気象観測装置保守、孫池調査
(同行者課題) 
同上 
12/23 きざはし浜 南西 1～3 3.3 986 晴れ 20 親子池観測(午前)、ぼうず山山麓湖沼
観測(日帰り) 
同上 
12/24 きざはし浜 南 2～3 3.2 983 曇り 20 鳥の巣湾ルッカリー調査(教員課題) 同上 
12/25 きざはし浜 南西 1～3 2.7 988 曇り 20 徳利池・雲形池観測 同上 
12/26 きざはし浜 南西 2～4 3.1 993 快晴 20 ホノール奥岩湖沼群観測、人員交代 同上、小久保
(54) 
12/27 きざはし浜 南 1～3 3.5 991 晴れ 20 シェッゲ山麓湖沼群観測 工藤・高橋・
石原・小久保
12/28 きざはし浜 北東 3～5 0.9 998 晴れ 20 椿池方面日帰り観測・小屋の保守作業 同上 
12/29 きざはし浜 北東 4～5 2.2 985 曇り 20 孫池観測・係留系準備・地圏隊合流 同上 
12/30 きざはし浜 北東 7～8 4.7 988 晴れ 20 強風で湖沼観測待機、人員交代(夕方) 同上・水野・
高野 




1/1 きざはし浜 南 1～2 8.2 980 快晴 20 休日、滞在地移動準備 同上 
1/2 きざはし浜・雪鳥沢 北東 2～4 3.5 982 曇り 20 滞在地移動、人員加入、設営、やつで
沢物質循環観測 
同上・石原





1/4 雪鳥沢 東 2～5 2.5 993 曇り 20 ラングホブデ北湖沼群日帰り観測・水
くぐり浦ペンギンルッカリー調査(現





1/5 雪鳥沢 東 0～2 0.5 996 曇り 15 雪鳥沢気象計・微気象装置保守、測地
GPS 点検作業(依頼事項) 
同上 
1/6 雪鳥沢 西 0～2 1.8 998 霧 0.1 雪鳥池観測、微気象装置保守、やつで
沢水域調査 
同上 
1/7 雪鳥沢 南西 0～2 2 992 快晴 20 親指池日帰り観測 同上 
1/8 雪鳥沢 南西 0～2 3 994 晴れ 2(北)
～20
フライト待機・滞在地移動準備 同上 
1/9 雪鳥沢 南西 0～2 0.3 981 霧 2 フライト待機 同上 
1/10 雪鳥沢・きざはし浜 北西 0～2 1.4 989 快晴 20 滞在地移動・人員交代・サンプル処理、
係留観測準備 
工藤・小久保





1/12 スカーレン 南西 0～2 1.2 997 晴れ 20 スカーレン湖沼群観測・スカーレン大
池流域観測 
同上 
1/13 スカーレン・きざはし浜 南西 1～3 1.8 997 快晴 20 スカーレン大池流域調査・自動気象観
測機器動作確認、滞在地移動 
同上 
1/14 きざはし浜 南 2～4 6.5 987 快晴 20 丸湾大池。南池日帰り観測 同上 
1/15 きざはし浜 南西 0～1 6.4 993 快晴 20 ベルオッデン湖沼群日帰り観測 同上 
1/16 きざはし浜 北東 0～1 4.9 996 快晴 20 ストランドニッパ湖沼群日帰り観測
(午前)、長池係留系回収(午後) 
同上 
1/17 きざはし浜 南西 1～3 2.2 993 快晴 20 長池係留系設置・水中ビデオ回収、湖
沼観測 
同上 
1/18 きざはし浜 北東 0～1 1.7 987 晴れ 20 フューカ湖沼日帰り観測、長池回収機
材撤収、孫池調査 
同上 
1/19 きざはし浜 南 0～2 1.1 995 雪 20 大理池日帰り観測、滞在地移動準備 同上 
1/20 きざはし浜 北東 0～1 2 993 曇り 20 親子池観測・フライト待機 同上 











1/23 きざはし浜 北東 2～4 4.2 991 曇り 20 地蔵・如来・菩薩・くわい池観測 工藤・高橋・
石原・清水・
丸山 
1/24 きざはし浜 南西 2～4 1.2 988 曇り 20 すりばち山麓湖沼群観測 同上 
1/25 きざはし浜 南西 0～2 3.3 990 曇り 20 なまず池方面湖沼群日帰り観測(復路
徒歩で帰着) 
同上 
1/26 きざはし浜 南西 2～4 1.1 989 曇り 20 酸性降下物捕集器回収、孫池観測 同上 
1/27 きざはし浜 南西 1～3 -0.3 982 曇り 20 日帰り観測中止、菊の池方面湖沼観測 同上 
1/28 きざはし浜 北東 0～2 1.0 987 晴れ 20 日帰り観測中止、ひょうたん池方面湖
沼観測 
同上 
1/29 きざはし浜 北東 0～2 1.2 990 晴れ 20 孫池観測・環境連続観測機器回収、小
屋撤収準備 
同上 







    曇り  人員・物資移動、酸性降下物捕集器回
収(昭和基地) 
同上 
2/1 昭和基地・しらせ 北東    雪  悪天停滞 工藤・石原
2/2 昭和基地     曇り  東オングル島内水系調査 同上 
2/3 昭和基地     吹雪  悪天停滞 同上 
2/4 昭和基地     吹雪  悪天停滞 同上 













































































2.2.2 昭和基地における VLF 帯送信電波を用いた下部電離層擾乱に関する研究 













2.2.3  インフラサウンド計測による電離層-大気-海洋-雪氷-固体地球の相互作用 
2.2.3.1 インフラサウンド計測による電離層-大気-海洋-雪氷-固体地球の相互作用解明（AP36-55-01） 


















































































Pancharge 1K)1台、自動充電器(MELTEC PC-300)1台を残地した。 
 














2.2.5  しらせ航路上およびリュツォ・ホルム湾の海氷・海洋変動監視 




1)  リュツォ･ホルム湾とその周辺海氷域において、「しらせ」甲板上から電磁誘導型氷厚センサを繰出し、 
航路上の氷厚を連続計測する。  
2)  舷側設置下向きカメラおよび上部見張所設置前方カメラによる氷況の連続収録により、画像データから 
海氷厚および密接度等のデータを取得する。 
3)  一時間毎に甲板上から目視による海氷観測を行う。 
4)  航海中はADCP による流速観測データ、氷海モニタリングシステムによる各種データを取得する。 
5)  東経110 度線および東経150度上でXCTD による水温塩分分布観測を行う。  















































    
2.2.5.2 昭和基地付近定着氷の観測（AP40-55-02）          清水 大輔・澤村淳司・志賀俊成 
【概要】    
大陸沿岸定着氷に関する海氷データを取得し、年々変化を把握するため、以下の項目について観測を行なう。 
1)  船上設置型電磁誘導式氷厚センサの検定データを取得する。「しらせ」舷側の海氷上に降り、ドリルを 
用いた海氷掘削による氷厚実測、可能であれば海氷コア採取を行う。  











































2.2.6  プランクトン群集組成の変動と環境変動の関係に関する研究  








Stn. D02、D03 において IONESS、Stn. C05、KC6、D02 において RMT1+8、Stn. KC5、C02、C03、C05、KC6、




60S 以南の合計 18 地点で、CTD-RMS 観測を行った。さらに補足的に XCTD 観測を 15 点で行った。CTD-RMS









2.2.7  極限環境下の南極観測隊における医学生物学的研究  






















2.2.8   エアロゾルから見た南大洋・南極沿岸域の物質循環過程 








































































































2.3.1  しらせ砕氷航行時の船体応答および氷の崩壊挙動の観測 

















































































































C1 (70-12.80E, 67-13.10S) 位置確認は行ったが、氷状が悪いため回収できず。 
C2 (69-17.54E, 67-09.11S) 回収したが、一部測器が脱落していた。 






















図Ⅱ. 2.3.1.2-1 回収した係留系の構成 
 
2.3.3  セール・ロンダーネ地域における絶対重力観測 
2.3.3.1 セール・ロンダーネ地域における絶対重力測定 （ASP03-55-01）            菅沼 悠介 
【観測概要】 






































2.4.1  宙空圏変動のモニタリング 



























   



























2.4.2  地殻圏変動のモニタリング  





















1）パッダ： 2013 年 12 月 19 日（GNSS 社製 GPS 受信機：GEM-1） 
設定ファイル不良により、観測が停止していた。設定ファイルを変更し、無人観測を再開させた。 
2）スカルブスネスきざはし浜： 2013 年 12 月 29 日～12 月 30 日（GNSS 社製 GPS 受信機：GEM-1） 
充放電回路の故障により、2013 年 11 月の観測で停止していた。昭和基地から予備品を取り寄せ、無人
観測を再開させた 
3）ラングホブデ雪鳥沢： 2014 年１月 2 日（GNSS 社製 GPS 受信機：GEM-1） 
4）ルンドボークスヘッダ： 2014 年１月 10 日～1 月 12 日（JAVAD 社製 GPS 受信機） 






24 時間観測に関しては、1 泊 2 日（遠方地は 2 泊 3 日）以上の滞在が必要となるため、他の野外観測と合わ
せて行う等、効率よく実施できるように今後も調整して行く必要がある。無人観測システムに関しては、日帰
りによるシステム保守およびデータ回収が可能であるが、データ回収後の作動確認も含め、1 泊 2 日以上滞在
が望ましい。 
 




































「しらせ」第 5 観測室に設置されている船上重力計（Micro-G LaCoste： S-146）を 2013 年 11 月 27 日
のフリーマントル出港前から 2014 年 3 月 15 日のシドニー入港後まで連続して稼働させ、「しらせ」航路上
の相対重力値を観測した。観測中は適宜巡回を行い、システムの正常作動の確認を行った。なお、2014 年 2







出港前（フリーマントル）： ポートオーソリティー前 979,402.99 mGal 2013 年 11 月 25 日 
入港後（シドニー）： サーキュラーキ 「ー230」マーカー 979,674.29 mGal 2014 年 3 月 15 日（※「130」
マーカー値） 
【問題点・課題】 










「しらせ」第 1 観測室に設置されている船上三成分磁力計データ集約部（SFG-2006： センサ部はメイン
マストに設置）を 2013 年 11 月 27 日のフリーマントル出港から 2014 年 3 月 15 日のシドニー入港まで連続
して稼働させ、「しらせ」航路上の地磁気三成分を観測した。観測中は適宜巡回を行い、システムの正常作
動の確認を行った。なお、2014 年 2 月 16 日の「しらせ」が浅瀬へ乗り上げたことによる影響はなかった。 
また、船上三成分磁力計の船体磁場影響補正の係数算出のため、以下に示す 8 海域で「8 の字航走」を実
施した。「8 の字航走」は、船速 10 ノット程度、片回頭 365°以上、片回頭の所要時間は約 10 分、合計約 20
分で行った。 
日時（UTC）および海域 
1）2013 年 11 月 28 日 08:30～08:48 37-36S、111-48E 
2）2013 年 12 月 1 日 02:11～02:29 50-55S、110-01E 
3）2014 年 2 月 20 日 15:00～15:19 66-50S、045-27E 
4）2014 年 2 月 27 日 17:00～17:20 62-46S、089-50E 
5）2014 年 3 月 4 日 05:10～05:30 62-30S、129-48E 
6）2014 年 3 月 6 日 04:26～04:45 63-39S、148-34E 
7）2014 年 3 月 9 日 05:00～05:26 55-49S、150-48E 














平成 26 年 2 月 16 日のマラジョージナヤ基地沖での浅瀬への乗り上げにより、1 時間に 1 回、船底音響区

























「しらせ」第 3 観測室において、2013 年 11 月 27 日のフリーマントル出港前から、2014 年 3 月 15 日のシ
ドニー入港後までの間、情報収集収録サーバーを連続運用し、「しらせ」から提供される船体情報をもとに、
船上重力計、船上地磁気三成分磁力計、XCTD 等へ航海情報を配信した。合わせて、船上重力計（1 秒毎）、
船上地磁気三成分磁力計（1 秒毎）、マルチビーム直下水深（1 秒毎）、表層海水モニタリング装置（1 秒毎）、








以下の日程で、53 次および 54 次設置分の生存確認、55 次での新規設置、55 次設置分の位置決め、53 次
で設置した海底圧力計の回収を実施した。 
ア）2014 年 2 月 12 日： 55 次新規設置、53 次および 54 次設置分の生存確認 
14:16UTC 54 次設置分の生存確認（良好） 
14:19UTC 53 次設置分の生存確認（良好） 
14:43UTC 海底圧力計投入（投入位置： 66-49.95S、37-50.03E 水深： 4,492m） 
14:48UTC 距離測定 466m、沈降中を確認 
15:05UTC 距離測定 2,036m、沈降中を確認 
15:40UTC 距離測定 4,843m、着底を確認 
イ）2014 年 2 月 12 日： 55 次新規設置分位置決め（3 点測量） 
16:02UTC 1 点目測量開始（66-50.18S、37-46.35E） 
16:30UTC 2 点目測量開始（66-49.24S、37-50.99E） 
16:49UTC 3 点目測量開始（66-50.80S、37-51.21E） 
17:00UTC 位置決め作業終了 









































2.4.3  海洋生態系モニタリング  






























L01 (40-50.48S, 109-59.79E) 11/29 08:00 (LT) 
L03 (50-54.32S, 109-59.73E) 12/1 07:55 (LT) 
L04 (55-53.68S, 109-57.44E) 12/2 07:55 (LT) 
L05 (59-50.68S, 109-59.73E) 12/3 03:55 (LT) 
復路 
L06 (63-39.79S, 148-34.80E) 3/6 14:55 (LT) 
L07 (59-13.32S, 150-07.12E) 3/8 07:53 (LT) 
L08 (53-47.82S, 150-59.89E) 3/10 07:53 (LT) 

















A (68-52.51S, 38-42.67E) 2/9 08:30 (LT) 
B (68-29.96S, 38-40.51E) 2/9 14:30 (LT) 
C (68-05.50S, 38-41.39E) 2/12 07:30 (LT) 

















        

























2.5.1  電離層観測  






































































2.5.2  潮汐観測 

















    





































































2.5.3  測地観測 





















表Ⅱ.2.5.3.1-1 精密測地網測量（GNSS 測量、重力測量）の実施状況 
地区名 基準点名 






東オングル島 5501 12 月 15 日 新設 1 月 8 日 1 月 8 日  
2316 12 月 17 日 改測 － －  
5502 1 月 7 日 新設 1 月 8 日 1 月 8 日  
IAGBN － 基点 12 月 16,24,27 日 
1 月 8,8,10,15 日 
2 月 7 日 
 
ベルオッデン 2636 1 月 14 日 改測 1 月 14 日 1 月 15 日  
2637 1 月 14 日 改測 1 月 14 日 1 月 15 日  
スカーレン 109 － － 12 月 26 日 12 月 26 日  
SN1 － － 12 月 26 日 12 月 26 日  



























地区名 作業日 作業内容 
スカーレン 12 月 25 日 仮点～基準点（No.4801）の水準測量 
1 月 14 日 水位計設置、副標～仮点の水準測量 





    











































球分体 12 月 14 日 積雪   
（路線） 12 月 14 日 積雪あり 12 月 29 日  
1040 12 月 14 日 正常   
（路線） 12 月 14 日 正常 12 月 29 日  
4619 12 月 14 日 正常   
（路線） 12 月 14 日 正常 1 月 17 日  




（路線） 12 月 15 日 
一部積雪あり。 
砂まき実施 
1 月 16 日  
1030 12 月 15 日 正常   
（路線） 12 月 15 日 一部積雪あり 1 月 6 日  
4607 12 月 15 日 正常   
（路線） 12 月 15 日 正常 1 月 5 日  




（路線） 12 月 15 日 正常 1 月 4 日  
4609 12 月 15 日 正常   
（路線） 12 月 15 日 一部積雪あり 1 月 5 日  
4608 12 月 15 日 正常   
（中の瀬戸） 12 月 15 日 正常 1 月 23 日  
4610 1 月 21 日 正常   
（路線） 1 月 21 日 正常 1 月 21 日  
7 1 月 19 日 正常   
（路線） 1 月 19 日 正常 1 月 21 日  
4611 1 月 18 日 正常   
（路線） 1 月 18 日 正常 1 月 20 日 4612 は飛ばし 
4612 1 月 18 日 未確認（積雪）   
（路線） 1 月 18 日 正常 1 月 20 日 4612 は飛ばし 
4613 1 月 18 日 正常   
（路線） 1 月 18 日 正常 1 月 18 日,19 日  
4614 1 月 18 日 正常   
（路線） 1 月 18 日 正常 1 月 18 日  
9 1 月 18 日 正常   
4613 1 月 19 日 正常   
（路線） 1 月 19 日 正常 1 月 20 日  
4615 1 月 19 日 正常   
（路線） 1 月 19 日 正常 1 月 24 日  
4616 1 月 19 日 正常   
（路線） 1 月 19 日 正常 1 月 24 日,25 日  
4617 1 月 19 日 正常   
（路線） 1 月 19 日 正常 1 月 25 日 4618 は飛ばし 
4618 1 月 19 日 未確認（積雪）   
（路線） 1 月 19 日 正常 1 月 25 日 4618 は飛ばし 








    
2.5.3.5 GPS 連続観測局保守、GPS 固定観測装置保守（TG01-55-05）          植田 勲 
【計画概要・目的】 
1）GPS連続観測局保守 
GPS 連続観測局（SYOG）は、第 36 次観測隊（1994）により設置され、現在では、昭和基地の経緯度原点に
位置付けられている。座標値は ITRF2000 及び GRS80 基づいて与えられている。また、IGS（国際 GNSS 事業）
に登録されており、GNSS 衛星の軌道決定等に貢献している。 







GPS 固定観測装置（ラングホブデ）は、第 41 次観測隊（1999）により露岩地域等においてポストグレーシ
ャルリバウンドの検出を目的として設置した。その GPS 固定観測装置の保守を目的として、破損した太陽光
パネル 1 枚の交換を実施する。1 年分の観測データを回収し、観測を再開させる。 
【経過】 
1）GPS連続観測局保守 
12 月 18 日に現アンテナを撤去し、整準台の位置測定を行った。12 月 19 日に新架台を設置し、架台位置
の測定を行い、旧整準台と位置のずれがないことを確認した。DORIS とのローカルタイのための現地測量は、
お互いが直接観測不可能なため、2 点の基準点（No.3、No.5501）を経由して行った。2 点（2 経路）とした
のは、精度検証できるようにするためである。12 月 19 日に No.5501～SYOG、12 月 23 日に No.3～SYOG の観
測を行った。その後、マルチ GNSS 対応の新アンテナを設置し、受信機と管理用 PC の交換・セットアップを
行った。なお、ローカルタイのための現地測量の残りの部分、No.5501～DORIS は 1 月 30 日に、No.3～DORIS
は 1 月 31 日に実施した。 
DORIS のアンテナ交換に合わせて、1 月 31 日から GNSS 測量によるローカルタイを行った後、2 月 2 日に新
レドームの取り付けを行った。これで、SYOG の GNSS 化が完了した。 
1 月 30 日に実施された計画停電の対応を行った。2 台のうち JARE52 設置の UPS は早々にバッテリー切れ










1 月 10 日に受信機を再設置し、1 月 15 日に確認したが、同様の状況が再発したため、再度昭和基地に持
ち帰り、原因を調査した。 













































地区名 種類 基準点名 設置日 備考 
ベルオッデン 衛星画像用 2637 1 月 15 日 新設 
東オングル島 簡易空撮用 天測点 1 月 9 日 再塗装 
1 1 月 9 日 再塗装 
3 1 月 9 日 再塗装 
5 1 月 9 日 再塗装 
1025 1 月 9 日 再塗装 
1027 1 月 9 日 再塗装 
1030 1 月 8 日 再塗装 
1031 1 月 4 日 再塗装 
4607 1 月 8 日 再塗装 
4619 1 月 9 日 再塗装 





    

























地区 東オングル島 マラジョージナヤ基地 
撮影年月日 2014 年 2 月 5 日 2014 年 2 月 15 日 
撮影高度 2,600ft(792m) 基地主要部：2,600ft(792m) 
内陸空港ルート：3,500ft(1,067m) 
縮尺レベル 7,500 基地主要部：7,500 
内陸空港ルート：10,000 
地上画素寸法 14.8cm 基地主要部：14.8cm 
内陸空港ルート：20.0cm 
コース数 7 本 基地主要部：7 本 
内陸空港ルート：2 本 
写真枚数 320 枚 基地主要部：263 枚 
内陸空港ルート：46 枚 



























































防水工事 57 0 57 
B ヘリポート周辺整地工事 0 0 0 
自然エネルギー棟屋外階段工事 48 2 50 
第 2 居住棟改修工事 6 0 6 
測風塔建設工事 46 2 48 
コンクリートプラント運用 48 6 54 
補修工事 2 0 2 
コンテナヤード補修工事 22 5 27 
汚水配管架台建設工事 37 18 55 
風力発電装置建設工事（物品搬入） 8 9 17 
HF アンテナ測量 15 0 15 
大型大気レーダー観測用発電設備設置 24 18 42 
20kW 風力発電装置設置準備 2 0 2 
発電棟 1 号ボイラー交換 12 0 12 
見晴らし岩方面電源ケーブル敷設 26 8 34 
300KVA 発電装置 1 号機オーバーホール 17 31 48 




地震計室空調電源敷設 2 4 6 
夏期隊員宿舎排水管凍結対策 2 0 2 
汚水配管敷設工事 16 7 23 
自然エネルギー棟設備工事 6 0 6 
屋外消火設備の設置 2 0 2 
太陽光パネル更新 10 4 14 
各棟電気設備点検調査（見える化） 3 0 3 
各建物維持・管理 3 0 3 
電気・設備保守工事、前次隊引継 23 0 23 
車両整備 103 3 106 
昭和基地クリーンアップ作業 86 34 120 
埋立地調査 23 0 23 
環境保全 77 0 77 
パンジー 238 105 343 
輸送(貨油・空輸) 123 0 123 
道路整備 23 0 23 
資材整理（廃棄車両整理、設営準備含む） 56 14 70 
配管整備（第一・二夏期隊員宿舎間） 8 14 22 
HF アンテナ保守 22 8 30 
食品運搬 45 0 45 
オーロラレーダ用アンテナ撤去 10 0 10 
調理（夏期隊員宿舎当直業務含む） 36 181 217 
通信・LAN・多目的  81 0 81 
当直 102 0 102 
南極授業 92 0 92 
庶務 46 0 46 
















































     































2014 年 1 月 4 日昭和基地沖接岸し、翌 5 日より輸送が開始され 10 日まで氷上輸送が実施された。昨年、接
岸断念し海氷の雪面状態も悪かったため氷上輸送ができず車輌、大型物資の輸送が滞っていたが 55 次での接
岸、氷上輸送により 55 次持込物資全てが輸送された。55 次でも決して雪面は良い状態ではなかったが、海氷
上雪面の締まった 22:00 より翌朝 6:00 頃まで輸送を実施した。氷上輸送期間中は、曇天の曇空で雪面をあま
り痛めること無く、また 55 次持ち込んだ雪上車 PB300 でのブレードを使ったルートの整地により夜間の氷上
輸送では、全く問題ない雪面状態で安全に輸送ができた。物資は、全て見晴らし荷受場（しらせより約 700m）
へ輸送した。車輌、橇は、雪上車 4 台。SM652、SM653、SM601 の 3 台には 12ft 橇、PB300 には、20ft 橇を牽引
しコンテナ、大型物資を輸送した。54 次、55 次人員作業配置としては、雪上車の運転は、主に 55 次隊員、見





ーモビル（YAMAHA）の車輌。クローラダンプ、クローラフォークについては、昨年 54 次で持ち込んだ車輌で 2
年目にして昭和へ輸送された。他大型物資 Pansy 用発電機×2 機、雪上車のクレーン部×2 梱、風力発電鉄骨
材、風発制御室、クレーンマット、リターナブルパレット、12ft 橇×2、20ft リーマン橇×2、12ft コンテナ
26 基を輸送した。2 日目 1 月 6 日からは、氷上持帰り物資も平行して実施された。持込物資は、クレーンマッ
ト、12ft コンテナ 20 基。昭和基地からの持帰り物資は、廃棄物入りリターナブルパレット 24 基、廃棄物入り
12ft コンテナ 18 基。3 日目 1 月 7 日同様に持込物資、12ft コンテナ 3 基、風力発電コラム鉄骨、ブレード。
持帰り物資は、廃棄車輌クロ－ラダンプ、持帰り雪上車 SM651、空リキッドコンテナ 24 基、廃棄物入りリター
ナブルパレット 8 基、廃棄物入り 12ft コンテナ 19 基。4 日目 1 月 8 日。持込物資、鉄骨入り２０ft フラット
ラック 2 基、プロパンガスカードル 10 基、風力発電部材十字鉄骨、20ft 居住モジュール。以上で氷上輸送に
よる持込物資輸送は完了。持帰り物資は、廃棄物入り 20ft ハーフハイト 2 基、空リキッドコンテナ 20 基、廃
棄物入りリターナブルパレット 4 基、廃棄物入り 12ft コンテナ。5 日目 1 月 9 日より持帰り物資のみの氷上輸
送。持帰り物資、持帰り雪上車 SM518、SM519、廃棄車輌ミニブル、使用済みプロパンガスカードル 9 基、プロ
パンガスカードル鉄枠のみ 2 基。以上 10 日の朝をもって全ての氷上輸送（持帰り含む）を完了した。先行氷

























   
  
 












距離 積算 氷厚 積雪
↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ (m) (km) (°) (′) (″) (°) (′) (″) cm cm
S00 0 69 0 11.3 39 34 58.5 青旗 2013/4/9
100 280 101 281 153
M01 51 -51 0.2 69 0 8.2 39 35 9.2 100< 10 右曲がり。　気象雪尺方面に行かないこと 2013/4/9
150 330 152 332 104
M02 -8 8 0.3 69 0 8.9 39 35 18.4 100< 65 2013/4/9
145 325 144 324 130
M03 -2 2 0.4 69 0 9.2 39 35 30.1 100< 67 2013/4/9
140 320 142 322 156
M04 -9 9 0.5 69 0 9.4 39 35 44.1 100< 108 2013/4/9
133 313 133 313 184
M05 1 -1 0.7 69 0 8.7 39 36 0.5 100< 117 2013/4/9
134 314 134 314 227
M06 -49 49 1.0 69 0 7.9 39 36 20.8 100< 105 左曲がり 見晴らし(右)ラング(直進）)分岐旗3本 2013/4/9
84 264 85 265 173 （とっつきルート）
T01 -4 4 1.1 69 0 3.3 39 36 29.7 100< 67 2013/4/9
78 258 81 261 220
T02 5 -5 1.3 68 59 57.2 39 36 39.9 100< 70 2013/4/9
84 264 86 266 187
T03 2 -2 1.5 68 59 52.3 39 36 49.7 100< 72 2013/4/9
85 265 88 268 232
T04 -1 1 1.8 68 59 46.4 39 37 2.6 100< 56 島側にタイドクラックあり注意 2013/4/9
86 266 87 267 233
T05 -11 11 2.0 68 59 40.4 39 37 15.3 100< 60 2013/4/9
74 254 76 256 401
T06 8 -8 2.4 68 59 28.8 39 37 31.2 100< 31 岩島分岐 2013/4/9
82 262 85 265 489
T07 -1 1 2.9 68 59 15.8 39 37 56.2 100< 15 2013/4/9
80 260 84 264 477
T08 -18 18 3.4 68 59 3 39 38 20.1 100< 27 2013/4/9
63 243 65 245 447
T09 -6 6 3.8 68 58 49.1 39 38 30.8 100< 0 左斜めに進む　とっつきルート分岐 2013/4/9
59 239 995 （これよりETルート）　雪面荒れてる
ET01 -4 4 4.8 68 58 17.4 39 38 44.9 2013/12/8
55 235 999 雪面荒れてる
ET02 0 0 5.8 68 57 45.3 39 38 53.2 2013/12/8
55 235 566 雪面荒れてる
ET03 30 -30 6.4 68 57 27.1 39 38 58 2013/12/8
85 265 988
ET04 -34 34 7.4 68 57 1 39 39 49.1 2013/12/8
51 231 868
ET05 273 -273 8.2 68 56 33 39 39 51.1 氷山北側にクラック・裸氷帯 2013/12/8
325 145 936
ET06 -38 38 9.2 68 56 30.4 39 38 27.2 氷山北側にクラック・裸氷帯 2013/12/8
287 107 938
ET07 28 -28 10.1 68 56 47 39 37 16.6 氷山北側にクラック・裸氷帯 2013/12/8
315 135 1040 雪面ラフ
ET08 0 0 11.1 68 56 50.2 39 35 43.4 2013/12/8
314 134 1149 雪面ラフ　裸氷帯通過
ET09 2 -2 12.3 68 56 53.9 39 34 0.5 2013/12/8
316 136 910 雪面ラフ
ET10 -35 35 13.2 68 56 55.8 39 32 38.8 2013/12/8
281 101 1013 裸氷帯通過
ET11 37 -37 14.2 68 57 16.2 39 31 27.6 2013/12/8
319 139 938 雪面ラフ
ET12 10 -10 15.2 68 57 16.8 39 30 3.2 2013/12/8
328 148 998 雪面ラフ
ET13 -37 37 16.2 68 57 12.1 39 28 34.3 2013/12/11
291 111 1019
ET14 2 -2 17.2 68 57 28.1 39 27 14.2 2013/12/11
293 113 973
ET15 -3 3 18.1 68 57 42.2 39 25 56 2013/12/11
290 110 810
ET16 -1 1 19.0 68 57 55.1 39 24 52.6 2013/12/11
289 109 1180 氷山上を通過
ET17 -1 1 20.1 68 58 14.6 39 23 21.4 2013/12/11
289 109 1989
ET18 -4 4 22.1 68 58 48.1 39 20 48.7 2013/12/11
285 105 1995
ET19 1 -1 24.1 68 59 25.1 39 18 21.8 2013/12/11
286 106 1988
ET20 35 -35 26.1 69 0 0.7 39 15 52.9 2013/12/11
321 141 2352 53次しらせ航跡雪面ラフ
ET21 -5 5 28.5 68 59 59.2 39 12 21.3 2013/12/11
316 136 2023
ET22 2 -2 30.5 69 0 4 39 9 19.7 2013/12/11
317 137 1973
ET23 32.5 69 0 6.9 39 6 22.3 多年氷縁　1m高乱氷帯 2013/12/11
備考 測定日No

























































3.3.1 防水工事（SCS-55-01）                     佐藤 利明・坂下 大輔・丸山 毅 
【概要】 
管理棟屋根（築23年）ウレタン塗膜防水（吹付け工法）：屋根平面83㎡  立上り 7㎡ 



































    

















































本体 H9300（風向風速計除く）B860 D745  
（上部リング部 B2500 D2100） 
百葉箱建設(基礎工事含む)  





























  12/26 測風塔・百葉箱レベルコン 30バッチ 7.5m3  
  1/12   測風塔ベースコン・百葉箱基礎コン・自然エネルギー棟屋外階段基礎 22バッチ 5.5m3 
  1/14  測風塔上部基礎コン 14バッチ 3.5m3  
   合   計            66バッチ 16.5m3   （１バッチ＝０．２５ｍ３） 
上記はホッパーとラフターを使用しての打設結果。 
人員配置、配合のバケツ管理は昨年同様とした。 
砂バケツ（９分目） セメント 水 
レベルコン配合 躯体配合と同じ 
躯体配合（骨材40mm以下のみ） ２７杯 ４缶 ５０～５５Ｌ 
人員配置 プラント側  
配合を見る人(生コンかき出し)    １人 
水を入れる人           １人 
セメント、骨材を入れる人     １～２人  ローテーション 
セメント缶開ける      １～２人  ローテーション 
骨材をバケツに入れる人      ４人以上  ローテーション 
ダンプ運転手（ホッパー運搬）玉掛 ２人      ローテーション 
ラフター・バックホー       各１人 
 現場打設側  打設工       ２人～４人適宜 





























































をして、施工を行った。    
【問題点・課題】 









形式    ：垂直軸型風力発電装置 
フレーム構造：鉄鋼パイプフランジ接合（φ450㎜） 
全高    ：13 ｍ 
ロータ径  ：6.3 ｍ 
ロータ長  ：6.3 ｍ 
据付寸法  ：42㎡ 
耐風速   ：80 ｍ/ｓ 













































































3.4.5 300kVA 発電装置 1 号機オーバーホール（SME-55-05）              横田 佑輔 
【概要】 














12月24日25日28日  54次隊との打ち合わせ（人員配置等） 
 1月22日23日      54次隊との打ち合わせ（一部作業内容変更、人員変更等） 
 1月27日08:05～11:15 計画停電実施 















































































































3.6 調理・食糧   
3.6.1 夏期間の調理と食料搬入（SFS-55-01）                            竪谷 博 





























・1月5日        リーファーコンテナ輸送（氷上輸送） 
・1月6日        予備食用リーファーコンテナ設置（第1夏期隊員宿舎となり） 
・1月7日～８日  冷凍品、冷蔵品の搬入（管理棟冷凍庫、冷蔵庫 
・1月16日～17日  乾物系食料の搬入（管理棟食品倉庫） 
・1月23日        予備食の搬入（非常用物品庫） 














































   
















     

































3.9 装備・野外活動支援     
3.9.1 野外観測支援（SEQ-55-05）                               春日井 一人 
【概要】 







1月 2日 地圏氷河ＧＰＳ設置オペレーション同行支援（54次小原、徳長、増永、春日井） 




 1月 3日 ＬＡＮインテルサット岩島無線アンテナ設置同行支援（54次大越、濱田、水田、春日井） 
 1月 8日 気水圏海氷グループ 北の浦海氷コア採取同行支援（清水、澤村、星野、志賀、春日井） 
 1月10日 気水圏海氷グループ 北の浦海氷厚測定同行支援（清水、澤村、星野、志賀、春日井） 
 1月15日 気水圏海氷グループ 北の浦海氷厚測定同行支援（清水、澤村、星野、志賀、春日井） 
 1月21日～22日 ラングホブデ雪鳥沢   （54次小久保、工藤栄、春日井）  
 1月21日 生物圏気象計メンテナンス、雪鳥沢観測拠点小屋引き継ぎ 










12月 4日 安全教育「ロープワーク講習」 対象者：55次隊全員 
12月11日 安全教育「ロープワーク講習」 対象者：55次隊全員 
12月15日 装備引き継ぎ （54次小久保、春日井） 
12月16日 ライフロープ設置[基地主要部（地学棟）～第1夏宿～第2夏宿] 



































a）国内対応  8月 5日 しらせ船上06甲板へのイリジウムオープンポート2号機設置作業を実施 
9 月 16 日 国内巡航訓練時にイリジウムオープンポート 1 号機 2 号機の故障を確認 
     NW 室設置の NW プリンタ「iRC2110N」の印刷が不調との申告を受ける。 
9 月 17 日 しらせ船内全スイッチに疎通試験実施。「UPS-SW- 4KANSOKU」のみ疎通取れず。 
     極域データセンター報告済み。実運用に支障ないため、別途対応予定 
9 月 18 日 メールサーバ south4、south5 のメールアカウント作成作業を実施 
10 月 3 日 イリジウムオープンポートアンテナの交換を行い復旧。原因は送信部異常 
    本巡航中の再発に備え KDDI より予備アンテナを入手し配備 
10 月 22 日 NW プリンタ「iRC2110N」マゼンタトナーのツメ折れを確認。トナー交換で対応 
    同日メールサーバ south4 の設定作業を実施 
11 月 3 日 しらせ船上で出国前最終疎通試験実施 
b）出国後・しらせ巡航中対応 
11 月 25 日 しらせ船内 NAS サーバの立ち上げを実施 
    しらせ船内全スイッチに疎通試験実施、結果良好 
11 月 26 日 無線 AP を 3 台設置（隊員公室、NW 室、LAN・インテルサット隊員船室) 
    船室 NW にて IP アドレス付与不可問題を確認 
11 月 27 日 しらせ船内用メーリングリスト作成作業を実施 
11 月 28 日 IP アドレス付与不可問題について、一隊員の個人設置したサーバが原因と判明。 
    サーバ内の DHCP サーバ機能を OFF にし正常となる。 
12 月 1 日 NAS サーバが過負荷により停止。予備機を立ち上げ、ミラーリングを実施し対処 
12 月 2 日 メールサーバ south4 にてメール滞留する隊員続出 
    各メールクライアントソフトにて「メールをサーバに残す」を外して対処 
12 月 3 日 プロジェクトメールの追加作業を実施 
12 月 8 日 イリジウムオープンポート 2 号機のデータ使用量の集計および報告適宜実施 
12 月 10 日 観測隊長公室 100MbpsLAN スイッチ疎通不可となる。 
    調査し、一隊員が個人所有サーバに同じ固定 IP を割り当てていることを確認 
    固定 IP を DHCP 取得に切り替え復旧 
12 月 11 日 昭和基地持込用 NAS サーバ立ち上げ、しらせサーバのデータミラーリング実施 
12 月 13 日 しらせ船上 06 甲板にて WEB カメラ設置作業を実施 
c）昭和基地到着後対応 
1 月 16 日 54 次 LAN・インテルサット隊員にしらせ船内 NW の引継を実施 








LAN ポート口のない UltraBook や Macbook タイプを所有する隊員が多く、有線ケーブルが使用できず無線 LAN




カバーエリアの広い無線 AP を使用すると良い。また COREGA の無線 AP「WLAPAPGOE」は接続台数に制限があ
る点でも難がある。現時点ではプラネックスコミュニケーションの「EQN-AP300E」を推奨する。 
 また個人でサーバを立ち上げる隊員がいて、稀に設定がよくわからずに立ち上げる隊員がいたため、DHCP








 接岸後はしらせ NW と昭和 NW が接続でき、昭和基地内の IP 電話と同じ IP 電話をしらせ内に設置すること
で IP 電話による通話が可能となる。IP 電話が設置出来れば昭和基地内の隊員が所有する個人携帯の無線 IP
電話と通話可能となり利便性が向上する。56 次以降、接岸した場合に備えて IP 電話の設置を推奨する。 
 
3.10.2 しらせ～昭和基地間無線 LAN 整備運用(SISL-55-06)                       濱田 彬裕 
【概要】 
しらせ NW と昭和 NW の接続を行う。しらせ接岸可否により対応が異なり、55 次においてしらせ接岸となった
ため、しらせ～岩島～昭和基地の中継方式で接続を行う。またしらせ～見晴らし岩～昭和基地の中継方式実現
のために見晴らし岩への無線 AP 設置を行う。 
しらせ接岸不可時は蜂の巣山に無線 AP タワーを建てる予定であった。 
【実施経過】 
a）国内対応 
11 月 3 日 しらせ船上にて 06 甲板支柱の仮組訓練実施。 
b）出国後・しらせ巡航中対応 
12 月 13 日 しらせ船上 06 甲板にて支柱および八木アンテナの設置を実施。 
c）昭和基地到着後対応 
12 月 30 日 岩島にて無線 AP の立ち上げを計画するも悪天候により中止 
 1 月 3 日 岩島にて無線 AP の立ち上げを実施 
      電源コントローラへの疎通不可を確認 
  1 月 8 日 しらせ船上にてアンテナローテータを用いて岩島に指向を合わせる。 
      また 06 甲板支柱の養生等補強を実施 
     作業時に八木アンテナ用の U 字ボルトを折損し、予備アンテナの U 字ボルトを代用 
     により対処 
      管理棟と疎通試験を実施。疎通良好。しらせ⇔昭和間の IP 電話疎通良好 
1 月 9 日 しらせ船内から昭和 NW を用いてのインターネットアクセス不可の申告あり。 
      極域データセンター、54 次 LAN・インテルサット隊員にて昭和 NW の調整を実施 
      昭和 NW に新たに VLAN セグメント 34 を追加し、経路切り替えにより改善 
      しらせ方向転換に伴うアンテナの指向調整を夏庶務担当に依頼 
























3.10.3 多目的アンテナ                                     水田 裕文 














b） 衛星受信棟～レドーム間のエフレックス管、及びケーブル導入口点検 （毎月・ブリザード毎実施） 
c） レドームの外観点検、雪の吹き込み点検 （月次・ブリザード毎実施） 
d） レドーム内温度点検（毎日・ブリザード毎実施） 
2） 設備不具合対応 
a） X バンドアンテナシステム用タイミングベルトの交換（2014 年 2 月実施） 
2014 年 2 月に X バンドアンテナを駆動させるタイミングベルトに不具合が発生し、受信が出来るものの
フィードの自動回転機構が回らずレベルの低下があった。予備品のケーブルと交換し、不具合箇所を改修
し受信を再開した。交換後、X バンド、L/S バンドのタイミングベルト予備品数の報告を行った。 
3） 55次隊での変更点 
a) 節電の為 X バンド、L/S バンド受信レドーム内にサーモスイッチを導入し、レドーム内の温度が下がっ

















a） 随時点検・衛星受信棟とレドーム間のケーブル、及びケーブル導入口点検 （ブリザード毎実施） 
ア） 衛星受信棟、空調小屋のダクト雪詰まり点検 （ブリザード毎実施） 
イ） 衛星受信棟出入口、非常口、空調小屋出入口の除雪 （常時実施） 
ウ） 衛星受信設備機能点検［校正器信号折り返しによる動作確認］（常時実施） 
エ） 各計算機、WS、PC の動作確認（常時実施） 
オ） 背面小室、衛星受信棟機械室内、駆動電力増幅架電源の温度確認（常時実施） 
b） 定期点検 
ア） 11m アンテナ半年点検 （2013 年 12 月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
イ） 11m アンテナ 1 ヶ月点検 （毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量確認、角度検出器シリカゲル交換等 
ウ） S バンド受信設備 （2013 年 12 月） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 
エ） 運用管理 WS（OMS）データバックアップ （毎月実施） 
オ） 西オングルコリメーション設備点検 （2014 年 1 月実施） 
S バンドの送信レベル、周波数偏差、スプリアス強度、アンテナ機構点検、本設備を使用した 11m ア
ンテナ位相調整等 
 
3.11 観測隊ヘリコプター  


















ヘリコプターの運用および安全対策について、往路船上の 11 月 27 日に「しらせ」飛行科関係者と会合し















Antarctic Mesoscale Prediction System；http://www.mmm.ucar.edu/rt/amps/）も参考にした。以上の情











    
２．運用実績 
55 次の運用実績一覧を別表にまとめた。12 月 14 日の機体移送から 2 月 8 日の最終便までの間、野外観測
を中心に、空撮や人員輸送、2 月に入ってからの持帰り物資輸送に運用し、総飛行時数は AS 機が 57 時間 15
分、BK 機が 64 時間 17 分であった。一覧表に記した各飛行の時刻については、機長からの無線連絡による離
着陸時刻によるもので、飛行時数に関わるエンジン始動、停止時刻とは若干異なる。また、1 月 27 日にしら






強風時の基地ヘリポートにおける駐機が困難と判断した場合は、「しらせ」に一時収容した（12 月 30 日に
AS350 機のみ）。往路船上におけるしらせ飛行科との打合せで相互に確認していたことで、円滑に行うことが






















表 Ⅱ. 3.12.1-1  第 55 次観測隊ヘリコプター運用実績（AS、BK） 
日付 機体 行先・区間 目的 人数
12 月 14 日 AS,BK しらせ～昭和 機体移送 
12 月 16 日 AS しらせ～きざはし浜～昭和 生物圏 人員物資輸送 5 
  BK しらせ～きざはし浜～昭和 生物圏 人員物資輸送 




AS 東オングル島内 機体メンテナンス 
  AS 昭和～パッダ島～昭和 地圏パッダ島ピックアップ 6 
  BK 昭和～パッダ島～昭和 地圏パッダ島ピックアップ 
12 月 23 日 AS 昭和～きざはし浜～たんこぶ山 生物圏 たんこぶ山送り込み 5 
  AS 昭和～たんこぶ山～きざはし浜 生物圏 たんこぶ山ピックアップ 5 
  AS 昭和～しらせ～昭和 調理員交代、観測隊員人員移動 7 
12 月 24 日 BK 昭和～スカーレン～昭和 宙空圏、地学合同班送り込み 11 
  BK 昭和～スカーレン～昭和 宙空圏ピックアップ 4 
12 月 26 日 BK 昭和～きざはし浜～ホノール奥岩 生物圏・湖沼調査、人員交代 6 
  BK 昭和～ホノール奥岩～きざはし浜～昭和 生物圏・湖沼調査、人員交代 6 
  AS 昭和～しらせ～昭和 調理員交代、観測隊員人員移動 5 




  AS 昭和～H68～昭和 宙空圏 H68 送込み 2 
  AS 昭和～しらせ～H68～昭和 人員移動、宙空圏 H68 ピックアップ 3 
  BK 昭和～H68 ～昭和 宙空圏 H68 ピックアップ 3 
12 月 28 日 AS 昭和～しらせ～きざはし浜～つばき池～昭和 人員移動、生物圏湖沼調査送込み 5 
  AS 昭和～つばき池～きざはし浜～昭和 生物湖沼調査 4 
12 月 29 日 AS 昭和～きざはし浜～昭和 地圏送込み 3 
12 月 30 日 BK 昭和～きざはし浜 生物圏人員交代 4 
  AS 昭和～しらせ～昭和～きざはし浜～昭和 調理員交代、観測隊員人員移動 11 
  AS 昭和～しらせ 荒天予想に伴う機体移動 
1 月 1 日 AS しらせ～昭和 人員移動 1 
1 月 2 日 BK 昭和～きざはし浜～雪鳥沢～昭和 地学雪鳥沢送込み、生物圏キャンプ地移動 5 






1 月 3 日 AS 昭和～しらせ～昭和 しらせ乗員交代 7 




1 月 4 日 BK 昭和～雪鳥沢～ざくろ池～しらせ～昭和 生物湖沼調査・人員交代、地学ピックアップ 13 
  AS 昭和～オングル海峡上空～昭和 しらせ接岸空撮 1 
  AS 昭和～あけび池～雪鳥沢～昭和 生物ピックアップ 4 
1 月 7 日 BK 昭和～西オングル～昭和 宙空送込み 6 
  AS 昭和～雪鳥沢～親指池～昭和 生物湖沼調査 4 
1 月 10 日 BK 昭和～雪鳥沢～きざはし浜 生物キャンプ地移動 4 
  AS 昭和～西オングル～昭和 宙空ピックアップ 2 
  BK 昭和～雪鳥沢～ルンドボークスヘッタ～昭和 地学合同班送込み 5 
  AS 昭和～ルンドボークスヘッタ～昭和 地学合同班送込み 3 
  BK 昭和～ルンドボークスヘッタ～昭和 地学合同班送込み 2 
1 月 11 日 BK 昭和～西オングル～昭和 宙空ピックアップ 2 
  BK 昭和～スカーレン～昭和 生物移動 4 
  AS 東オングル島内 機体移動 
  BK 昭和～西オングル～昭和 宙空ピックアップ 2 
1 月 13 日 AS 昭和～ルンドボークスヘッタ～昭和 地学移動 2 
  BK 昭和～ルンドボークスヘッタ～昭和 地学移動 6 
  BK 昭和～スカーレン～きざはし浜～昭和 生物湖沼調査 4 
1 月 14 日 BK 昭和～ﾙﾝﾄﾞﾎﾞｰｸｽﾍｯﾀﾞ～ｽｶｰﾚﾝ～ﾍﾞﾙｵｯﾃﾞﾝ～昭和 生物湖沼調査、地学・測地観測 10 
  AS 昭和～ルンドボークスヘッタ～昭和 地学ピックアップ 2 




1 月 15 日 BK 昭和～ざくろ池～きざはし浜～昭和 地学・測地・潮汐観測、生物移動 11 
  AS 昭和～ざくろ池～西オングル大池～昭和 地学観測・移動 3 
  AS 昭和～西オングル大池～昭和 地学観測ピックアップ 3 










1 月 18 日 BK 昭和～西オングル～昭和 測地観測 4 








1 月 20 日 BK 昭和～西オングル～しらせ～昭和 測地観測・人員交代、人員移動 5 
1 月 21 日 BK 昭和～きざはし浜～ぬるめ池～昭和 生物湖沼調査 2 
  AS 昭和～ぬるめ池～昭和 生物湖沼調査 4 
  AS 昭和～ぬるめ池～雪鳥沢～昭和 生物湖沼調査・人員交代 4 
  BK 昭和～ぬるめ池～昭和 生物湖沼調査、人員交代 2 
1 月 22 日 AS 昭和～しらせ～雪鳥沢～昭和 人員移動 2 
  AS 昭和～きざはし浜～雪鳥沢～昭和 人員交代 8 




1 月 24 日 AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動（雪上車部品取り作業） 2 
1 月 25 日 AS 昭和～きざはし浜～たなご池～昭和 生物湖沼観測 5 
1 月 26 日 AS 昭和～とっつき岬～昭和 地圏 GPS 設置 3 
  AS 昭和～西オングル～昭和 測地人員交代 1 
  BK 昭和～西オングル～昭和 測地ピックアップ 2 
1 月 28 日 AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動 2 
1 月 30 日 AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動、持帰り物資輸送 17 
  BK 昭和～しらせ～昭和 人員移動、持帰り物資輸送 28 
1 月 31 日 BK 昭和～しらせ～昭和 持帰り物資輸送 
  AS 昭和～しらせ～昭和 持帰り物資輸送 
  AS 昭和～きざはし浜～しらせ～昭和 生物（きざはし浜）撤収 2 
  BK 昭和～きざはし浜～しらせ～昭和 生物（きざはし浜）撤収 1 
  BK 昭和～きざはし浜～しらせ～昭和 生物（きざはし浜）撤収 2 
2 月 2 日 AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動 15 
  BK 昭和～しらせ～昭和 人員移動 28 
  AS 昭和～西オングル～昭和 宙空観測 3 
  AS 昭和～とっつき岬～昭和 地圏 GPS 設置回収 2 
  AS 昭和～西オングル～昭和 宙空ピックアップ 3 
2 月 5 日 AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動 9 
  AS 昭和～雪鳥沢～しらせ～昭和 測地 GPS 再設置 2 
  AS 昭和～しらせ～昭和 東オングル島空撮、人員移動 4 
2 月 6 日 AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動 2 
2 月 7 日 AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動 3 
  AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動 2 
2 月 8 日 BK 昭和～しらせ～昭和 人員移動、持帰り物資輸送 17 
  AS 昭和～しらせ～昭和 人員移動、持帰り物資輸送 6 
  BK 昭和～しらせ ヘリ機体・機材撤収、crew ピックアップ 
  AS 昭和～しらせ ヘリ機体・機材撤収、crew ピックアップ 
2 月 15 日 AS しらせ～マラジョージナヤ基地上空 マラジョージナヤ基地空撮 2 
  BK しらせ～マラジョージナヤ基地～しらせ マラジョージナヤ基地調査 4 
 
 
3.12 情報発信  























3.13 基地管理・観測隊管理     







































































































































































    






氷域に突入した 12 月 09 日に設置、同日観測を開始し、2014 年 1 月 4 日「しらせ」の昭和基地沖へと接岸に合
わせて往路観測を終了した。復路においては 2 月 18 日に観測を再開し、以後海氷域を離脱した２月 25 日まで
観測を行った後、センサーを撤収した。 
【問題点・課題】 









4.2  公開利用研究課題 
























































































































11月22日 （金） 　 1700 成田空港集合
1820 本部・所長・隊長からの挨拶
1950 成田空港発





11月24日 （日） フリーマントル港 0900 パース日本人学校特別公開





11月27日 （水） 快晴 22.2 SSW 18 1007.0 63.0 22.2 31°54' S 0955 フリーマントル出港







11月28日 （木） 曇り 19.2 NE 16 1004.4 83.0 20.0 36°48' S 1330 航空機救難用具及び航空加工品取扱法説明
112°１8' E 1530 海洋観測事前研究会
1810 全体ミーティング
11月29日 （金） 曇り 16.2 WNW 2 994.6 73.0 13.9 41°29' S 0800 停船観測
110°00' E 1810 全体ミーティング
11月30日 （土） 曇り 7.9  17 1008.8 53.0 11.7 46°42' S 0800 停船観測
110°00' E 1330 輸送調整会議
1810 全体ミーティング
12月1日 （日） 晴れ 5.5 SW 12 1000.8 74.0 6.1 51°27' S 0800 停船観測
109°59' E 1810 全体ミーティング
12月2日 （月） 晴れ 2.5 WSW 13 996.0 66.0 3.2 56°35' S 0337 南緯５５度通過




12月3日 （火） 雪 -0.2 NNW 16 992.5 79.0 1.3 60°32' S 0400 停船観測
107°13' E 1330 しらせ大学講座
1700 停船観測
1810 全体ミーティング
12月4日 （水） 曇り 1.3 NNW 21 980.5 80.0 1.4 60°50' S 1030 ロープワーク講習会
97°23' E 1330 しらせ大学講座
1530 ヘリコプター搭乗時の留意事項説明
1810 全体ミーティング
12月5日 （木） 曇り 0.8 WSW 32 983.8 80.0 2.1 60°29' S 0900 豪気象ブイ投入
86°49' E 1030 ロープワーク講習会
1330 しらせ大学講座
1640 全体ミーティング
12月6日 (金） くもり 1.4 NW 27 986.0 92.0 1.3 60°19' S 0530 豪気象ブイ投入
77°02' E 1330 野外行動食配布
1810 全体ミーティング
12月7日 （土） 雪 0.9 N 24 987.6 90.0 0.8 60°47' S 0830 輸送調整会議
67°13' E 1330 コンクウィスキー配布
1530 安全講習(輸送・車両）
1810 全体ミーティング
12月8日 （日） 雪 -0.9 S 36 969.2 84.0 1.1 60°28' S 0800 安全講習(医療・通信・気象）
57°41' E 1400 HF無線及びイリジウム衛生携帯電話取扱説明会
1810 全体ミーティング
12月9日 （月） 晴れ 0.3 S 20 981.7 74.0 1.0 62°53' S 0800 安全講習（基地作業・夏宿全般・観測隊ヘリ）
49°23' E 1810 全体ミーティング



















46°03' E 1315 集合写真撮影（人文字５５）
1340 気象観測実習
1810 全体ミーティング
12月11日 （水） 曇り 0.9 S 11 994.5 61.0 -1.7 68°22' S 1030 ロープワーク講習会
38°55' E 1330 計画停電船上講習会
1810 全体ミーティング
2030 「しらせ」乗員との合同懇親会
12月12日 （木） 曇り 0.0 E 10 987.9 65.0 -1.7 68°25' S 1810 全体ミーティング
38°48' E   
12月13日 （金） 曇り 3.0 NNE 3 980.9 58.0 -1.7 69°00' S 1810 全体ミーティング
39°04' E 2000 先行氷上ルート確認（スノーモービル）
2100 先行氷上輸送準備開始
12月14日 （土） 曇り 2.0 NE 15 989.7 67.0 -1.7 68°59' S 0237 先行氷上輸送（雪上車3台、スノーモービル１台）開始
39°06' E 0610 先行氷上輸送昭和基地到着
0800 昭和第一便、優先物資空輸　２１便
昭和基地 昭和基地入り、物資受け入れ
12月15日 （日） 雪 1.6 NE 19 990.0 76.0 -1.7 68°59' S 0800 優先物資空輸　14便
39°06' E 昭和基地 優先物資空輸荷受。PANSY。防水工事。車両整備。
12月16日 （月） 曇り 2.9 ENE 8 982.7 44.0 -1.7 68°59' S 0800 優先物資空輸　23便
39°06' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜）
昭和基地 優先物資空輸荷受。PANSY。防水工事。車両整備。測風塔建設工事。
12月17日 （火） 曇り 3.4 NE 2 987.5 46.0 -1.7 68°59' S 0800 優先物資空輸　23便
39°06' E 観測隊ヘリ ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ物資移動（東オングル島内）
昭和基地 優先物資空輸荷受。PANSY。防水工事。車両整備。測風塔建設工事。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。
12月18日 （水） 雪 2.3 ENE 13 993.4 70.0 -1.5 69°00' S 観測隊ヘリ なし
39°05' E 昭和基地 PANSY。防水工事。車両整備。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。
12月19日 （木） 曇り 2.5 NE 19 992.8 69.0 -1.7 69°00' S 観測隊ヘリ 観測隊支援（パッダ島）、物資移動（昭和基地内）、調理支援員交代（しらせ）
39°05' E 昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。旧雪上車車輌移動。
12月20日 （金） 雪 0.7 NE 21 989.3 82.0 -1.7 69°01' S 　800 しらせヘリ定期点検
強風 39°05' E 観測隊ヘリ なし
昭和基地 PANSY。車両整備。
12月21日 （土） 雪 1.5 NE 34 986.3 88.0 -1.7 69°01' S 　800 しらせヘリ定期点検
39°05' E 観測隊ヘリ なし
昭和基地 休日日課
12月22日 （日） 雪 0.9 NNE 26 983.8 84.0 -1.7 69°01' S 0800  しらせヘリ定期点検
A.M強風 39°05' E 観測隊ヘリ なし
昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。旧雪上車車輌移動。測風塔建設工事。ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ運用。高田街道補修。
12月23日 （月） 晴れ 2.9 NE 5 988.1 71.0 -1.7 69°01' S 1300  しらせヘリ定期点検
39°07' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（たんこぶ山、スカーレン）、調理支援員交代（しらせ）
昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。高田街道補修。1夏排水管凍結防止対策。埋立廃棄物調査。防水工事。
12月24日 （火） 曇り 3.2 NNE 8 981.0 60.0 -1.7 69°01' S 観測隊ヘリ 野外観測支援（スカーレン）
39°08' E 昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。埋立廃棄物調査。防水工事。各棟見える化。
12月25日 （水） 曇り 2.1 NNE 21 985.1 70.0 -1.7 69°01' S 観測隊ヘリ なし
39°09' E 昭和基地 PANSY。埋立廃棄物調査。防水工事。測風塔建設工事。1号ﾎﾞｲﾗｰ更新。
12月26日 （木） 曇り 2.3 NE 13 993.5 71.0 -1.7 69°02' S 観測隊ヘリ  野外観測支援（きざはし浜、ﾎﾉｰﾙ奥岩)、調理支援員交代（しらせ）
39°11' E 昭和基地 PANSY。埋立廃棄物調査。1号ボイラー更新。ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ。
12月27日 （金） 晴れ 0.5 NNE 14 990.0 51.0 -1.7 69°02' S 観測隊ヘリ 野外観測支援（H66、スカーレン）
39°12' E 昭和基地 PANSY。ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作業。
12月28日 （土） 雪 0.9 NE 16 997.2 62.0 -1.7 69°02' S 観測隊ヘリ  野外観測支援（きざはし浜、つばき池）
39°13' E 昭和基地 PANSY。測風塔建設工事。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。
12月29日 （日） 曇り 1.3 ENE 14 986.5 46.0 -1.7 69°02' S 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜）
39°16' E 昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。1号ボイラー更新。ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ。ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ・道路。
12月30日 （月） 晴れ 3.0 NE 31 989.3 51.0 -1.7 69°03' S 0850 強風のため砕氷航行中止、停泊
39°17' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜）　、調理支援員交代（しらせ）
昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。1号ボイラー更新。ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ・道路。車両整備。
12月31日 （火） 曇り 2.6 NE 44 980.0 57.0 -1.7 69°03' S 観測隊ヘリ 強風のためなし
39°17' E 昭和基地 車両整備。
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1月2日 （木） 曇り 3.7 NNE 8 978.6 57.0 -1.7 69°03' S 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜、雪鳥沢、ｽｶｰﾚﾝ氷河、白瀬氷河）
39°18' E 昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。1号ボイラー更新。光学観測棟防水工事。車両整備。埋立廃棄物調査。
1月3日 （金） 雪 3.8 N 10 990.7 68.0 -1.7 69°04' S 観測隊ヘリ 調理支援員交代、輸送担当隊員帰艦、応急長輸送打ち合せ日帰り（しらせ）
39°22' E 昭和基地 PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟外部階段設置工事。1号ボイラー更新。光学観測棟防水工事。車両整備。埋立廃棄物調査。
1月4日 （土） 曇り 4.5 ENE 1 995.7 55.0 -1.7 69°00' S 1630 昭和基地沖接岸
39°36' E 1900 貨油バルク輸送開始
観測隊ヘリ 野外観測支援動（雪鳥沢、ざくろ池、あけび池、しらせ）オングル海峡上空より接岸空撮
昭和基地 PANSY。貨油ホース設置。光学観測棟防水工事。
1月5日 （日） 雪 0.6 N 10 994.7 84.0 -1.7 69°00' S 2200 氷上輸送
貨油バルク輸送
39°37' E 観測隊ヘリ 天候不良により中止
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。
1月6日 （月） 曇り 1.3 S 9 999.3 74.0 -1.7 69°00' S 2200 氷上輸送
貨油バルク輸送
39°37' E 観測隊ヘリ 天候不良につき中止
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。測風塔建設工事。光学観測棟防水工事。
1月7日 （火） 晴れ -1.3 SE 1 994.7 71.0 -1.7 69°00' S 2200 氷上輸送
貨油バルク輸送
39°37' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（西オングル島、雪鳥沢、親指池）
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。測風塔建設工事。光学観測棟防水工事。
1月8日 （水） 晴れ -1.7 N 3 992.8 69.0 -1.7 69°00' S 2200 氷上輸送
39°37' E 観測隊ヘリ 天候不良につき中止
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。測風塔建設工事。光学観測棟防水工事。汚水タンク補修。
1月9日 （木） 晴れ -0.4 SSE 2 985.6 73.0 -1.7 69°00' S 2200 氷上輸送
39°37' E 観測隊ヘリ 天候不良につき中止
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。防水工事。汚水配管架台。
1月10日 （金） 晴れ 1.4 NNW 5 985.2 65.0 -1.7 69°00' S 2200 氷上輸送
39°37' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（ルンドボークスヘッダ、きざはし浜、西オングル島）
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。測風塔建設工事。見晴し岩電源ｹｰﾌﾞﾙ敷設工事。汚水配管。車両整備。
1月11日 （土） 曇り 1.6 NE 3 992.4 73.0 -1.7 69°00' S 1530 しらせ暖機運転
39°37' E 1600 方向変換
観測隊ヘリ 野外観測支援（スカーレン、西オングル島）
昭和基地 休日日課。しらせ残置越冬私物搬出。
1月12日 （日） 曇り -0.1 NNE 6 997.5 73.0 -1.7 69°00' S 0715 本格空輸
39°36' E 1830 オペレーション会報
観測隊ヘリ なし
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ。ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ・道路。
1月13日 （月） 快晴 1.3 S 10 998.9 74.0 -1.7 69°00' S 0800 本格空輸
39°3７' E 1900 オペレーション会報
観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜、スカーレン、ルンドボークスヘッダ）
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。南極授業。測風塔建設工事。汚水配管架台。ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ・道路。
1月14日 （火） 晴れ 4.4 SSE 3 991.5 49.0 -1.7 69°00' S 0800 本格空輸
39°3７' E 1845 オペレーション会報
　 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜、スカーレン、ルンドボークスヘッダ、ベルオッ
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ・道路。ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ。




1月16日 （木） 晴れ 2.6 NNE 10 996.0 54.0 -1.7 69°00' S 0800 本格空輸






























1月20日 （月） 曇り 1.9 N 5 995.0 53.0 -1.7 68°59' S  しらせアイスオペレーション
39°3７' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（西オングル島）
昭和基地 PANSY。300KVA発電装置ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙ。汚水配管架台。食糧運搬。南極授業。
1月21日 （火） 曇り 0.1 N 6 991.9 73.0 -1.7 68°59' S  しらせアイスオペレーション
39°3７' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜、ぬるめ池、雪鳥沢）
昭和基地 休日日課。
1月22日 （水） 晴れ 2.8 NNE 12 994.5 51.0 -1.6 69°13' S 0700 砕氷航行再開
39°32' E 1000 昭和基地沖離岸
観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜、雪鳥沢、しらせ）
昭和基地 PANSY。汚水配管架台。大気レーダー用発電機設置工事。太陽光ﾊﾟﾈﾙ更新。
1月23日 （木） 曇り 3.9 S 2 990.7 48.0 -1.7 69°13' S 観測隊ヘリ 野外観測支援（西オングル島）
39°33' E 昭和基地 PANSY。汚水配管架台。大気レーダー用発電機設置工事。太陽光ﾊﾟﾈﾙ更新。
1月24日 （金） 曇り 3.3 WNW 5 990.3 50.0 -1.7 69°14' S 1630 復路砕氷航行再開
39°31' E 観測隊ヘリ 人員輸送（しらせ）
昭和基地 PANSY。汚水配管架台。大気レーダー用発電機設置工事。太陽光ﾊﾟﾈﾙ更新。南極授業。車両整備。
1月25日 （土） 曇り 1.0 N 13 985.5 66.0 -1.7 69°04' S 砕氷航行
39°22' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜、たなご池）
昭和基地 PANSY。大気レーダー用発電機設置工事。太陽光ﾊﾟﾈﾙ更新。南極授業。車両整備。補修工事。
1月26日 （日） 曇り 2.6 NE 8 990.4 66.0 -1.7 未記入 砕氷航行
観測隊ヘリ 野外観測支援（とっつき岬、西オングル島）
 昭和基地 PANSY。ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作業。




1月28日 （火） 曇り 0.4 NNE 8 983.5 62.0 -1.7 69°03' S CH故障のため運用中止
39°14' E 観測隊ヘリ 人員輸送（しらせ）
昭和基地 PANSY。南極授業。HFｱﾝﾃﾅ測量。風力発電機建設。大気レーダー用発電機設置工事。
1月29日 （水） 曇り -0.8 NNW 5 989.0 77.0 -1.7 69°02' S 砕氷航行
39°13' E 観測隊ヘリ なし
　 昭和基地 PANSY。南極授業。地震計室空調電源敷設。大気レーダー用発電機設置工事。車両整備。
1月30日 （木） 曇り 0.1 W 1 990.5 56.0 -1.7 69°02' S 観測隊ヘリ 人員輸送（しらせ）
39°11' E 昭和基地 PANSY。大気レーダー用発電機設置工事。車両整備。風力発電機建設。見晴し岩電源ｹｰﾌﾞﾙ敷設工事。
1月31日 （金） 曇り 0.6 ENE 2 993.7 72.0 -1.7 69°02' S 観測隊ヘリ 野外観測支援（きざはし浜、しらせ）
39°12' E 昭和基地 ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟ作業。






















2月3日 （月） 雪 -0.7 ENE 33 976.5 25.0 -1.7 69°01' S 1810 全体ミーティング
39°07' E 1130 砕氷航行強風の為一時停船
観測隊ヘリ なし
昭和基地 南極授業（えさん小学校）。PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ整備。




2月5日 （水） 曇り 1.9 NE 21 984.5 59.0 -1.7 69°01' S 1810 全体ミーティング
39°06' E 観測隊ヘリ 野外観測支援（雪鳥沢）、人員輸送（しらせ）
昭和基地 南極授業。PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ整備。HFｱﾝﾃﾅ測量。
2月6日 （木） 曇り 0.1 NE 22 985.8 77.0 -1.7 69°01' S 1810 全体ミーティング
39°06' E 観測隊ヘリ 人員輸送（しらせ）
昭和基地 南極授業(桐蔭学園）。PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ整備。
2月7日 （金） 雪 -1.2 NE 10 992.0 82.0 -1.7 69°01' S 1810 全体ミーティング
39°04' E 観測隊ヘリ 人員輸送（しらせ）
昭和基地 南極授業(桐蔭学園）。PANSY。自然ｴﾈﾙｷﾞｰ棟ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ整備。
2月8日 （土） 曇り -2.5 ENE 16 990.3 61.0 -1.6 68°59' S 1417 昭和最終便
39°03' E 1810 全体ミーティング
2030 越冬隊歓迎会
観測隊ヘリ 人員・物資輸送（しらせ）、昭和最終便、ﾍﾘｸﾙｰピックアップ
2月9日 （日） 雪 0.2 SE 8 978.2 76.0 -1.6 68°30' S 1810 全体ミーティング
38°39' E 　 停船観測
2月10日 （月） 曇り -0.3 ENE 13 996.8 82.0 -1.6 68°25' S 1810 全体ミーティング
38°46' E 　 　
2月11日 （火） 雪 -1.8 NE 20 992.3 80.0 -1.7 68°21' S 1810 全体ミーティング
38°48' E CH防錆作業
2月12日 （水） 雪 -1.2 E 17 988.2 78.0 -1.6 67°24' S 1810 全体ミーティング
38°09' E 海洋観測
2月13日 （木） 雪 -0.1 E 32 984.0 83.0 -1.5 66°50' S 1810 全体ミーティング
38°57' E 　 海洋観測
2月14日 （金） 曇り -1.3 E 19 981.4 59.0 -1.3 67°36' S 1810 全体ミーティング
45°46' E 　 マラジョージナヤ基地沖停泊
2月15日 （土） 曇り 0.7 ESE 15 980.0 57.0 -1.3 67°36' S 1810 全体ミーティング
45°46' E 観測隊ヘリ マラジョージナヤ基地調査・空撮
2月16日 （日） 快晴 3.8 ESE 6 977.4 34.0 -1.7 67°39' S 1810 全体ミーティング
45°48' E マラジョージナヤ基地離脱後　座礁
2月17日 （月） 晴れ 2.7 ENE 8 986.1 49.0 -1.6 67°39' S 1810 全体ミーティング
45°48' E 0905 副長より現況説明
2月18日 （火） 曇り -0.2 SSE 13 985.6 50.0 -1.7 67°36' S 1810 全体ミーティング
45°50' E 　 マラジョージナヤ基地　離礁　航行再開
2月19日 （水） 快晴 -3.0 WSW 14 974.7 57.0 -1.7 67°34' S 1810 全体ミーティング
45°46' E
2月20日 （木） 曇り -4.5 ESE 19 979.5 54.0 -1.7 67°32' S 1810 全体ミーティング
45°44' E 　
2月21日 （金） 雪 1.0 ENE 34 970.4 91.0 0.2 64°52' S 1810 全体ミーティング
52°49' E 　 時刻帯変更
2月22日 （土） 雪 2.1 ESE 24 973.4 90.0 -0.9 65°22' S 1810 全体ミーティング
61°53' E 　 　
2月23日 （日） 曇り -3.2 SE 34 976.0 63.0 -1.6 66°53' S 1810 全体ミーティング
未記入 　
2月24日 （月） 曇り -5.1 SSE 29 976.5 72.0 -1.8 67°04' S 1810 全体ミーティング
70°03' E 係留系揚収
2月25日 （火） 曇り -3.0 NNW 12 983.9 72.0 -1.7 67°06' S 1810 全体ミーティング
69°19' E 　 係留系揚収完了
時刻帯変更
2月26日 （水） 曇り 1.0 E 2 983.9 77.0 0.9 64°12' S 1810 全体ミーティング
76°03' E 　
2月27日 （木） 晴れ 0.3 S 8 982.5 70.0 0.9 63°00' S 1810 全体ミーティング
85°30' E 時刻帯変更

















3月1日 （土） 曇り 0.2 SSE 13 979.3 66.0 1.8 62°03' S 1810 全体ミーティング
104°02' E しらせ大学講座
3月2日 （日） 雪 1.5 S 21 957.3 89.0 1.5 61°40' S 1810 全体ミーティング
111°25' E しらせ大学講座
3月3日 （月） 曇り 3.6 W 14 963.4 91.0 2.2 62°04' S 1810 全体ミーティング
119°50' E しらせ大学講座
3月4日 （火） 晴れ 4.0 NE 16 983.7 81.0 2.1 62°28' S 1810 全体ミーティング
129°18' E しらせ大学講座
3月5日 （水） 曇り 0.1 SE 21 980.8 85.0 1.7 63°02' S 1810 全体ミーティング
138°31' E 娯楽大会（ビンゴゲーム）
3月6日 （木） 曇り -0.6 W 9 973.0 62.0 1.1 63°37' S 1810 全体ミーティング
147°44' E
3月7日 （金） 曇り 4.0 NW 21 997.3 86.0 2.3 61°31' S 1810 全体ミーティング
149°28' E
3月8日 （土） みぞれ 4.7 NE 21 998.3 80.0 2.2 58°54' S 1830 全体ミーティング
150°08' E 0800 停船観測
3月9日 （日） 霧 9.0 - 38 1000.0 95.0 4.8 56°02' S 1800 全体ミーティング
150°44' E 1310 南極工芸展
3月10日 （月） 雨 10.9 NNW 31 996.4 95.0 8.3 53°19' S 0800 停船観測
151°01' E
3月11日 （火） 曇り 12.1 N 21 1012.2 85.0 10.8 49°14' S 0800 停船観測
151°02' E 1546 東日本大震災三周年追悼式　黙祷
3月12日 （水） 曇り 15.7 SSW 16 1011.3 68.0 17.0 44°03' S 時刻帯変更
151°17' E
3月13日 （木） 晴れ 20.2 NW 16 1019.8 56.0 21.0 40°13' S
151°29' E
3月14日 （金） 晴れ 24.4 N 11 1016.6 77.0 24.0 36°35' S
151°30' E
3月15日 （土） 晴れ 26.0 E 6 1011.2 76.0 33°52' S 1000 シドニー入港　入国審査
151°11' E 艦上レセプション
3月16日 （日） ｰ 33°52' S 0805 退艦式
151°11' E
3月17日 （月） 快晴 23.5 SSW 10 1016.4 38.0 33°52' S
151°11' E
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2. 運営  
2.1 越冬内規・指針等                                           牛尾 収輝 









 常任 代行１ 代行２ 
越冬隊長 牛尾 山本 上原 
観測主任 山本 吉川 増永 
設営主任 上原 吉田 鯉田 
生活主任 町田 坂下 塚本 
安全主任 鯉田 春日井 吉川 




  気象：          山本 
  宙空（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ・研究観測）：吉川   
  ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ（気水圏・地圏）： 増永 
◎設営系     
  機械：        上原 
  通信：        久保田 
  調理：        竪谷 
  医療：        町田 
  環境保全：      鯉田 
  多目的ｱﾝﾃﾅ：     水田 
LAN・ｲﾝﾃﾙｻｯﾄ：       濱田 
建築・土木：     坂下 
  野外観測支援：    春日井 





















































































・管理棟  ・予備食12ft冷凍コンテナ 金田 
  管理棟全般 上原   
  １階空調機械室・受水槽室 吉田  １階エントランス・倉庫・食糧倉庫 竪谷 
  ２階医務室・医療施設 町田  ２階娯楽室・バー 塚本 
  ３階通信室・電話室・通信施設 久保田  ３階印刷室 塚本 
  ３階書庫・庶務室 塚本  ３階サロン 竪谷 




  プロパンボンベ庫 吉田   
・居住棟    
  第１居住棟 牛尾  第２居住棟 塚本 
・倉庫棟    
  １階倉庫 春日井  ２階冷蔵庫・冷凍庫 竪谷 
  設営事務室 上原   
・通路棟 金田 ・汚水処理棟 鯉田 
・発電棟    
  発電棟全般 横田   
  １階機械室 横田  １階発電機設備 横田 
  第１冷凍庫・第２冷凍庫 竪谷  ２階制御室 上原 
  ２階理髪室 宮道  ２階グリーンルーム 横田 
  ２階風呂・洗面所・脱衣所・ 
   便所・洗濯場・廊下 
横田  ２階女子便所・風呂・前室 吉田 
・旧娯楽棟 塚本 ・作業工作棟 鯉田 
・機械建築倉庫 坂下 ・電離層棟 吉川 
・旧電離棟および関連施設 吉川 ・地学棟 増永 
・気象棟および関連施設（含放球棟） 山本 ・環境科学棟 鯉田 
・観測倉庫 増永 ・観測棟（含ボンベ庫） 増永 
・清浄大気観測室 増永 ・情報処理棟 吉川 
・光学観測棟 吉川 ・衛星受信棟 水田 
・大型アンテナレドーム 水田 ・インテルサット制御室・レドーム 濱田 
・非常用物品庫 牛尾 ・小型発電機小屋 横田 
・地磁気変化計室 宮道 ・地震計室 増永 
・重力計室 増永 ・検潮儀室 増永 
・送信棟 久保田 ・第１HFレーダー小屋 宮道 
・第２HFレーダー小屋 宮道 ・新第１HFレーダー小屋 宮道 
・MFレーダー小屋 吉川 ・旧水素ガス発生器室 山本 
・RT棟 坂下 ・推薬庫 鯉田  
・非常発電棟 横田 ・風力発電制御盤小屋 上原 
・第１夏期隊員宿舎 上原 ・第２夏期隊員宿舎 金田 
・Aヘリポート待機小屋 金田 ・車庫 金田 
・焼却炉 鯉田 ・第２廃棄物保管庫 鯉田 
・焼却炉棟 鯉田 ・廃棄物集積所 鯉田 
・東部地区分電盤小屋 上原 ・西部地区分電盤小屋 上原 
・旧予備食冷凍庫（機械部品庫） 金田 ・燃料タンク 三浦  
・貯水槽 吉田 ・基地ポンプ小屋 三浦  
・焼却炉棟北赤居カブ 春日井 ・見晴らし岩ポンプ小屋 三浦 
（野外行動危険品保管）   
吉田 
・Cヘリポート管制待機小屋 三浦 
・自然エネルギー棟 ・大型大気レーダー・観測制御小屋 増田 

































































































































































































ランク 視 程 風 速 継続時間 
Ａ級 100m 未満 25m/s 以上 6 時間以上 
Ｂ級 1000m 未満 15m/s 以上 12 時間以上 







発令内容 視 程 風 速 備考 
外出禁止令 100m 未満 30m/s 以上
風速基準を 25m/s より 30m/s に変更
（2008.10.08） 







































































































































風速 30m/s 以上 
かつ 









風速 15m/s 以上 
かつ 




屋内 1 名 








屋内 1 名 



















































































































































































































































































































































図 1 第 55 次越冬隊 昭和基地消火態勢 
消火本部（昭和通信） 
指 揮： 牛 尾【記録】 
通 信： 久保田【記録】 
連絡班 








班 員：朝原  
担 架：竪谷【連絡】    
大竹 Ｈ補 
      増田 Ｈ補 
  
消火班 
班 長 ：吉田 防火/空 





























































































































③ホース係 5 名（山本、鯉田、今泉、増永、塚本）は防火衣を着装し防 A・防 B より、ホースの数及び延

















































































































本防災計画は昭和基地周辺区域につき、越冬期間中（2014 年 2 月 1 日から 2015 年 1 月 31 日）を対象とす
る。この区域内に他国の航空機等が来訪することは、これまで南極条約に基づく数回の査察の際及び観光客























表 1 昭和基地の貯油施設と貯油容量(2013 年 8 月現在) 
場 所 種   類 貯油量（kl） 設置年（隊次） 
見晴らし岩 50kl アルミタンク①JP-5 0.0 1968(10) 
 50kl アルミタンク②W 軽油 0.0 1969(11) 
 100kl アルミタンク①JP-5 44.0 1993(35) 
 100kl アルミタンク②W 軽 98.0 1994(36) 
 100kl アルミタンク③W 軽 83.0 1996(38) 
 100kl アルミタンク④W 軽 95.4 1997(39) 
 100kl アルミタンク⑤W 軽 61.0 2000(42) 
 100kl アルミタンク⑥JP-5 3.4 2005(47) 
 100kl アルミタンク⑦W 軽 3.0 2003(45) 
 100kl アルミタンク⑧W 軽 2.4 2004(46) 
 100kl アルミタンク⑨W 軽 16.9 2007(48) 
 100kl アルミタンク⑩JP-5 3.0 2008(49) 
基地主要部 25kl アルミタンク①W 軽 24.2 1997(39) 
 25kl アルミタンク②W 軽 10.5 2000(42) 
 20kl アルミタンク①W 軽 19.7 1965(7) 
 20kl アルミタンク②JP-5 14.9 1966(8) 
(車両用) 20kl アルミタンク③W 軽 8.5 1967(9) 
(非常発電棟) 10kl ステンレスタンク W 軽 8.7 1973(15) 
 20kl FRP タンク JP-5 18.4 1978(20) 





表 2 燃料油の種類とその性状および貯蔵量(2013 年 8 月現在) 
品 名 引火点 流動点 貯蔵形態 貯蔵量(kl)
Ｗ軽油（ウインター軽油） 52 -35 金属タンク 483.8 




JP-5 61 -46 金属タンク 103.9 
JET A-1 38 -47 ドラム缶 1.4 











































































本部 → 通信室に設置 
現場指揮(設営主任) → 本部と連絡をとり、現場で防災作業の指揮をとる。 
消火班・破壊班（防災作業チーム）→ 現場指揮の指示により活動する。 










 行 動 備 考 









４ 本部は報告に基づいて適切な対応を検討 本部を通信室に設置 









８ 全体で反省会を行い、報告書を作成する  





























































 行 動 備 考 

























































１．バット（トレー） 1 個  ：給油箇所の下に置いてこぼれた燃料を受ける容器 
２．油吸着マット   1 箱程度：バットやドラム缶にこぼれた燃料の拭取り用 
３．スコップ     2 本  ：燃料が染み込んだ雪を回収する作業用 
４．オープンドラム缶 2 本以上：給油箇所の下に置いてこぼれた燃料を受ける容器 
回収した「燃料が染み込んだ雪」を入れる容器  















２．油吸着マット ： こぼれた燃料の拭取り用 













The materials of the measure against leakage fuel are contained in this container. 
Tray: 1, Adsorption mat: proper quantity, Shovel: 2, Garbage bag: P/Q, Tools: one set 
 
Put the tray or open drum under the fill opening. 
If the adsorption mats are used, please put the garbage into the open drum. The 
open drum should close a lid. 

















































































分別項目 処理方法 作業者 作業場所 備考 












生 ゴ ミ 生ゴミ処理装置で炭化 















食 用 油 
ドラム缶へ投入 
廃 油 






























分 別 項 目 種  別 例 備   考 
可 燃 物 
 










吸   殻 タバコの吸殻  
ゴ  ム  類 輪ゴムなど天然ゴム製品 小さいものに限る 




そ の 他 毛髪､爪､掃除のチリ、炭など  



















合 成 繊 維 ヤッケ､衣服  
布 団 類 布団、毛布、防燃シーツ  
ダンボール ダンボール 一次処理で圧縮 
木   枠 木枠梱包材（50cm 程度） 釘付きの木枠は焼却
空 き 缶 空 き 缶 アルミ､スチール、一斗缶、大型缶  
金   属 鉄・非鉄金属 鉄、アルミ、ステンレス、銅など 
アルミホイル・ガス
抜きスプレー缶含む
複 合 物 複 合 物 家電製品、ＯＡ機器、ＰＣｹｰﾌﾞﾙなど 
２種以上の要素を
含むもの 
ゴム ･ 皮革 ゴム・皮革 ゴム長靴､革手袋など  
ガ ラ ス ガ ラ ス 空きビン、板ガラスなど  
陶   器 陶   器 茶碗、湯呑み、ガイシなど  
乾 電 池 乾 電 池 乾電池 絶縁保護する 
バッテリー バッテリー 車両用バッテリーなど 絶縁保護する 
電球･蛍光灯 電球・蛍光灯 直管、輪管、コンパクト管など 割らない 
電   線 電   線 キャプタイヤケーブルなど ＰＣｹｰﾌﾞﾙは除く 



































































360(0) ゜- 110゜ 330゜- 0゜-120゜ 












































火災 ガス爆発 ガス中毒 怪我・病気 食中毒 酒酔い  







寒冷傷害（凍傷、低体温症、凍死） 野営地崩壊 火災 ガス爆発 ガス
中毒 怪我・病気 雪上車 橇 スノーモービル  
海氷上 
タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷 海氷流出 シャーベ
ット状海氷 ウィンドスクープ 潜水 
大陸 
沿岸部 
氷河崩落 落石 タイドクラック 氷山のクレバス パドル 薄氷 シ
ャーベット状海氷 ロストポジション 潜水 
氷河上 
クレバス帯 転落 滑落 ロストポジション 
内陸 ロストポジション サスツルギ 
山脈・露岩地域 落石 土砂崩れ 雪崩 転落 滑落 潜水 
ヒューマンファクター 
生活技術 行動技術 過信 慢心 過労 ストレス 睡眠不足 性格







































































指   揮  ：越冬隊長     牛尾収輝 
本 部 員  ：観測主任・気象  山本浩嗣 
安全主任     鯉田淳（※）  
野外主任     春日井一人（※） 
設営主任     上原誠（※） 
通信       久保田弘 
医療       町田浩道 








 リーダー サブリーダー メンバー 
A 班 春日井一人（FA）※ 今泉貴嗣（気象） 水田裕文（多目的） 上原誠（機械）※ 宮道光平（モニ）





















定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数にて 15 分間交信ができない場合には副周波数の










定時交信は、主周波数 4540KHz にて行う。主周波数で 15 分間交信ができない場合には、副周波数の




















































機械    SM40 型雪上車                  2 台 
浮上型雪上車                    1台 
スノーモービル                  2台 
２トン橇                  2台 
スノーモービル用橇              2台 
道板・スリングベルト           適量 
装備     地図、ルート方位表、赤旗竿、レスキュー用共同装備、調理器具、燃料 
食糧     食糧 

































































レスキュー用ボート：2 艘(1 艘は中の瀬戸用、1 艘はレスキュー用）、新品未使用。保管場所は非常用物品庫 
(2)観測用ボート(管理部門・保管場所・用途など） 
①潮汐定常部門（2013 年 10 月現在） 
ゴムボート：2 艘（二人乗り 1、一人乗り 1）、西の浦験潮所・水位計の保守などに西の浦で夏期使用 
②生物部門（2010 年 10 月現在） 















































































































































































50cm 以下であれば、旧赤旗竿の風上 30cm ほど離して、新たに赤旗竿を設置し、地点番号の記載されている
ブタ札を移し変え、この新しい赤旗竿の高さを測定する。みずほ基地から S16 までの沿岸部では、年間の積
雪堆積量が大きいので、雪尺が 80cm 以下になったら、立て替えるのが望ましい。 
 
2.2 安全管理                            牛尾 収輝・春日井 一人・鯉田 淳 












越冬交代前の平成 26 年 1 月 20 日に行われた 54 次隊消火訓練を見学し、訓練終了後に班毎に引き継ぎを
行い、各自が担当する役割の確認を行った。2 月の消火訓練の前に各自着用する防火服・防火靴のサイズ合
わせを行った。消火班・救助係の防火服着用者の試着を行い、空気呼吸器・ヘルメット・上着・ズボン・靴















て実施し、さらに消火器取り扱い訓練、ホース延長と実際の放水までを行った。2 月 15 日、第 1 回目の訓練
として電離層棟発報想定での初期消火のために電離層棟前に集まり、受け皿に水とガソリンを入れて火をつ
けた古い交換済みの消火器を実際に使用して消火訓練した。2 月 25 日にはまず全員集合した上で各班全員の
配置及び作業を確認後、ポンプ班から順に説明しながら実際に展張し放水までを行った。全員に誰が何をや
っているかを認識させ、いざとなったら交代できるようにした。 
3 月 15 日の訓練より環境科学棟での出火を想定して初の本格消火訓練を行った。反省会では人員確認方法
についての議論と各自の持ち場での行動について再確認を行った。 
4 月 17 日の訓練では、焼却炉棟での出火想定をしたうえで他の棟にて連絡不明者を出した。訓練者の想定
外の事が起きたことに対して、冷静に行動ができていた。 






6 月 13 日の訓練では、極夜に入っているため管理棟 2 階娯楽室にて出火の想定で初期消火後、管理棟の消
火栓と、防 A・B・C のウォータップミニの使用法について全員に説明し、防 A から防 B の通路棟を使用して
使用期限の切れた防煙マスクの使用体験をした。また、管理棟での火災を想定したものであることから、昭
和通信を気象棟へ移動することを想定した（訓練では防火区画 B を気象棟に想定）。 





8 月 22 日の訓練は、第一夏期隊員宿舎での発報を想定し行った。初期消火の参加状況の確認と、夏作業準
備や夏作業時に発生するかもしれない発報や誤作動への対応を確認した。 




10 月および 11 月は日程を含め訓練の通知をせずに行った。10 月 9 日の訓練は、倉庫棟からの火災と現場








12 月および 1 月の訓練は、小型発電機小屋にて出火および不明者一人という想定で行い、56 次隊に展示
した上で、55 次隊自らも 1 月の越冬活動の最後まで基地を守り抜くという意識を持たせて訓練を実施した。




























































































































































  国内対策本部設置要請、負傷者名報告、症状報告、TV 会議システムにて医療支援を要請。  
09:57  負傷者が医務室到着（レスキュー班・春日井から無線連絡）  
10:05  症状報告（医療・町田から無線連絡） 
  意識レベル正常、血液循環正常、右足首骨折（変形が強い）。 
緊急を要するものなし、整形外科師とのＴＶ交信を要請。  
10:07 TV 会議システム映像受診（医務室 LAN・濱田から無線連絡） 
10:20 頃 国内対策本部設置完了（極地研へ電話して確認） 
＜医務室＞ 
10:10 南極観測センターに TV 会議システムで連絡し、次の内容を伝えるとともに、整形外科の専門医へ 
の連絡を依頼。南極観測センターは、国内の医療機関に連絡を実施する旨応答。 
    （連絡内容） 
     ・レントゲンの結果、左足首の複雑骨折が判明、 
     ・腰部打撲、後腹膜出血の疑いあり、 
     ・バイタルは安定、全身状態良好、意識レベルはしっかりしている。 
10:15 南極観測センターから医務室に TV 会議システムで連絡が入る。極地研に対策本部が立ち上がった 
とのこと。 
10:18 国内の医療機関より医務室に TV 会議システムで連絡が入る。治療の相談を実施し、相談の結果、 
左足首をしっかり固定することとなる。 




11:10 頃 通信手段の確認作業終了。次のとおり通信について確認された。 
   ・インマル B は、通信室と国内対策本部の双方向の通信ともに不通。 
   ・インマル FB は、通信室から国内対策本部への通信は良好だが、対策本部から通信室への通信は 
不通。 
   ・通信室のイリジウムは、通信室と国内対策本部の双方向の通信ともに不通。 























の 55 次隊での運用指針についても明確にする。 
・南極観測センター会議室の固定電話については、アナログは国際回線へ発信できる設定に、また IP 電
話はクラス A に設定にしておく必要がある。基地のインマルサット FB 宛は発信制限があるため。 






































09:55 牛尾隊長が通信室へ入り、VHF1Ch を使い宮道隊員より現場の状況を聴取 
    ＜聴取内容＞ 
    ・現地事故発生時刻（場所：S17、07:00 時を想定） 




    ・現地事故当時の気象状況 
     現地気象（7:00）晴れ 気温-26℃ 視程 30km 
    宮道隊員より南軽（低温燃料）100L の漏油が発生したことも牛尾隊長へ連絡 
10:00 牛尾隊長より昭和基地内レスキュー体制の立ち上げ連絡（想定） 
10:01 牛尾隊長より IP 電話を使い極地研本吉センター長へ事故の第一報を連絡 
    報告内容は、宮道隊員から聴取した内容と漏油に関する内容。今後の連絡先の確認（事故対策本 
部が立ち上がるまでの間は、本吉センター長携帯へ）、TV 会議システム利用を要請。 
10:12 牛尾隊長より濱田隊員に TV 会議システムの準備の指示 
10:13 濱田隊員から牛尾隊長へ TV 会議の準備完了連絡 
10:20 牛尾隊長より町田隊員（旅行隊想定）へ負傷者の状況を東葛病院へ 
    イリジウム電話を用いて連絡するように指示（このステップは、実際には旅行隊の判断で行った） 
10:2* 牛尾が本吉センター長携帯へ通信室から電話し、極地研の TV 会議システム準備状況および事故対 
策本部立ち上げ状況を確認した。また、第一報電話の際に伝え忘れた、昭和基地の現在天候情報 
を気象ホームページを参照して連絡した。 
両方とも間もなく立ち上げ完了の見込みとの連絡あり。この時、TV 会議の接続先は SYOWA HD とす 
ることも併せて伝える。 
10:23 町田隊員より、東葛病院へ負傷者の状況を説明した旨、牛尾隊長へ連絡 
10:25 濱田隊員より通信室へ、昭和基地医務室⇔東葛病院（想定）との TV 会議接続完了の連絡 
10:31 極地研⇔昭和基地医務室との TV 会議接続（昭和⇔極地研⇔東葛病院の 3 者会議） 





10:37 濱田（医務室）隊員⇔町田隊員と VHF1Ch を用い負傷者の詳細状況を確認 
    ・最も傷病の強い部位は顔面の一部でⅢ度の火傷 
    ・上腕から腕にかけての火傷 
10:41 町田隊員（医務室到着想定）⇔極地研へ負傷者の状況説明 
10:47 牛尾隊長から、極地研へ昭和レスキュー隊の旅行隊への派遣連絡（10:35 出発想定） 
    レスキューメンバー 上原、水田、宮道 
    極地研から漏油に関する環境省への報告を実施した連絡を受ける 
10:48 シナリオに沿った訓練（17 項まで）を終了 
10:50 昭和基地通信室インマル B→極地研 042-512-0776 通話試験（成功） 
10:53 極地研イリジウム→通信室イリジウム通話試験試験（成功） 
10:57 気象棟イリジウム→極地研イリジウム通話試験（成功） 
11:10 TV 会議 4 者通話試験（昭和基地医務室⇔昭和基地食堂⇔極地研⇔東葛病院）  


















た場合に、隊長等が手術室など回線接続中の場所へ出向くこととする。（←基地側の反省点 2 項） 














は、仮想であっても TV 会議システムを病院とつなぐ必要性は無いと考える。56 次隊以降の各隊の判断に
委ねる。 
・訓練時間を当初 1 時間を見込んだが、基地側としては各所配置完了から終了解散まで、1 時間 30 分を
















基地内の安全点検を強化し、以降の隊への申送りを徹底することとした。なお、9 月 15 日にさらにアルミ
板 1 枚が飛散していたことを確認した（飛散したアルミ板は計 7 枚）。  
④太陽光発電システム制御盤内浸水（8月7日） 































































月日 訓練・講習名 主な内容、特記事項 
2 月 15 日 防災訓練 初期消火活動 
2 月 25 日 防災訓練 総合（初期・本格）消火活動、放水訓練は天測点付近  
3 月 5 日 消防講習（講義） 人命最優先、国内の事故例 
3 月 6，7 日 消防講習（班別、実技） 各班の役割、消火活動用機材の使用方法確認 
3 月 7 日 野外安全行動訓練（講義） 実技訓練の事前説明 
3 月 10，12 日 野外安全行動訓練（実習） 東オングル島内 
3 月 14 日 防災訓練（講義） 総合（初期・本格）消火活動 
3 月 15 日 防災訓練（実技） 総合（初期・本格）消火活動、想定現場は環境科学棟  
3 月 17，19 日 海氷安全講習（判別、実習） タイドクラック、氷厚計測ほか 
3 月 20 日 雪上車運転講習（講義） 事前事後点検、運転 
3 月 24 日 雪上車運転講習（実技） 機械部門隊員対象 
3 月 25，26 日 雪上車運転講習（実技） 他部門隊員対象（全員） 
4 月 1 日 南極安全講習（装備編）講義 貸与品の説明、使用上の注意点 
4 月 3 日 南極安全講習（行動編）講義 ルート工作他 
4 月 4 日 南極安全講習（気象編）講義 基地付近の気象の特徴 
4 月 7 日 南極安全講習（医療編）講義 凍傷等の知識、応急手当法 
4 月 9，10 日 南極安全講習（応急手当）実技 止血法、搬送法 
4 月 14，21 日 南極安全講習（救命）実技 心肺蘇生法、AED 使用法 
4 月 15 日 第 1 回レスキュー訓練（要員） 屋内（ロープワーク、装備取扱い方） 
4 月 16 日 基地非常時国内連携訓練 
基地で重症者発生を想定、国内支援要請、TV 会議システ
ム使用、各種通信試験 
4 月 17 日 防災訓練 総合消火活動、想定現場は焼却炉棟 
4 月 17，18 日 第 1 回レスキュー訓練（全員） 屋内（ロープワーク、装備取扱い方） 
4 月 23 日 第 2 回レスキュー訓練（要員） 屋外（管理棟周辺で墜落者引き上げ法） 
4 月 24，25 日 第 2 回レスキュー訓練（全員） 屋外（管理棟周辺で墜落者引き上げ法） 
4 月 28 日 南極安全講習（事故事例研究） 事故例集の活用 
4 月 30 日 第 3 回レスキュー訓練（要員） 屋外（管理棟周辺～東部地区で総まとめ訓練） 
5 月 1，2 日 第 3 回レスキュー訓練（全員） 屋外（管理棟周辺～東部地区で総まとめ訓練） 
5 月 22 日 防災訓練 総合消火活動、少数態勢、想定現場は旧娯楽棟 
5～6 月 月水金曜 事故例集輪講 全 25 回、6 月 27 日で終了。 
6 月 13 日 消火訓練 
屋内消火器取扱い講習、防炎マスクを用いた暗い通路棟内
の歩行・避難訓練。 
7 月 16 日 消火訓練 想定現場は管理棟 1 階、本部を気象棟とし本格消火。 





9 月 30 日 
医療支援訓練、講習（高山病対策） 野外行動および医療隊員不在時への備え 
8 月 22 日 消火訓練 想定現場は第 1 夏期隊員宿舎、初期消火。 
9 月 17 日 消火訓練 想定現場は小型発電機小屋、本格消火。 
10 月 9 日 消火訓練 想定現場は倉庫棟、所在不明者あり、本格消火。 
11 月 3 日 安全対策検討会 
10 月 29 日および 11 月 1 日の負傷事故の発生に伴い、全員
で（気象日勤者 1 名除く）事故状況の詳細と再発防止のた
めの意見交換。 






12 月 15 日 消火訓練 想定現場は小型発電小屋、本格消火。 
























意発令中は 21:10 までを原則とした。 
3）外出制限発令中の火災発生への対処指針（4/24） 
発報現場が居住区の場合は初期消火のために現場に駆け付け、発報現場が居住区以外の場所で且つ夜間の









































































































1 週目：防火区画 A→管理棟玄関、発電棟廊下 




















2.3.3 居住棟当番                                         塚本 健二 
1） 清掃当番                                  
第 1 居住棟及び第 2 居住棟の清掃当番は、全員による週替わりの輪番制とした。なお、第 1 居住棟につい
ては今次隊では居住のための使用は行わないことから、同棟の廊下や共有スペースを除き、防火区画 C、出
入り口および通路棟を清掃した。 
2） ブリザード除雪当番  
非常階段等の除雪当番は週替わりの輪番制とした。 
 
















2.3.5 その他の当番                                        塚本 健二 







































表Ⅲ2.3.6.2-1  月ごとの収穫 
月 栽培と収穫 
2 月 栽培開始。 
3 月 カイワレ 520g、豆苗 320g 
4 月 カイワレ 430g、ミズナ 1370g(580g、380g、410g の 3 回収穫) 
5 月 カイワレ 320g、ミズナ 2130g 
6 月 カイワレ 1850g、ミズナ 2000g 
7 月 カイワレ 2000g、サンチュ 400g 
8 月 カイワレ 1900g、万能ネギ 350g 
9 月 カイワレ 950g、サラダ菜 1300g、チンゲンサイ 700g、ミズナ 600g 
10 月 カイワレ 1000g、バジル 100g、チンゲンサイ 700g、三つ葉 600g、リーフレタス 600g
11 月 カイワレ 2600g、バジル 50g、リーフレタス 800g、ミズナ 2500g、三つ葉 300g 
12 月 カイワレ 2000g、ミズナ 1000g、三つ葉、500g 




ダマシ捕獲は 10 月中旬より段取りを行い、10 月 26 日に採水ポイント脇へ仕掛けた。3 日に 1 回位のペー
スでワッチを行い、10 月 28 日に体長 86 ㎝、重量 8.2 ㎏のライギョダマシが釣れた。その後 11 月 5 日に体
長 91 ㎝、重量 9.8 ㎏ 1 匹と体長 148 ㎝、重量 43 ㎏のライギョダマシが釣れた。148 ㎝のライギョダマシの
胃内容物調査を実施したところ、消化途中の 25 匹の魚と 1 匹のエビが入っておりライギョダマシが生息す
る深海でも餌の豊富さが覗えた。二回の釣果で最終とし仕掛けを回収し終了した。 
 
                  





















報告する形となっている。係員は 12 名、保有ライセンスの内訳は第 1 級アマチュア無線技士 5 名、同 3
級 5 名及び同 4 級 2 名であった。ライセンス保有者は多数いたが、国内での運用経験がある隊員は僅かで
あった。 
 55 次隊が昭和基地で活動を行った期間は、太陽活動の周期がピークをやや過ぎた期間にあたっていた。






は多数いたが、交信の 95％以上はアマチュア無線に熱心な 2 名の隊員による運用であった。運用の 4 割は
モールス電信、3 割が電話による交信、その他 3 割はデジタル方式であった。デジタル方式による運用に
おいては、JT65 モードという小電力でも交信が可能なモードを 55 次隊が初めて行い、コンディションが
悪く他のモードでは交信が難しい時期においても、交信を行うことが出来た。 
イベントはこどもの日特別運用および関西アマチュア無線フェスティバル会場との南極教室を行った。
こどもの日特別運用は JARL から事前に運用依頼があったもので、5 月 5 日の昭和時間 11 時半ごろから 14
時半ごろまで行われ、昭和基地側は 8 名のオペレータにより 30 局以上の子供たちと交信を行った。関西
アマチュア無線フェスティバル会場との南極教室はアマチュア無線での運用は行わず、テレビ会議システ
ムを使用して会場の子供たちに南極観測事業の PR やアマチュア無線局の紹介を行った。 
無線業務日誌は PC 及びフリーのロギングソフトウェアを利用した。交信局には、電子交信証明書の発行
を行った。越冬期間中の総交信局数は 11,326 局、その内訳は日本国内が 6 割弱、ロシアが 1 割、その他
ドイツやイタリアなどヨーロッパとの交信が多かった。 
ウ） 設備 













3）胃袋管理                                                                      金田 祐 
a） 概要 
55 次隊は越冬隊員の人数が 24 名と少ないため、前次隊までの係をそのまま引き継ぐわけではなく統廃合
を行い、飲食系の係を一つにまとめて胃袋管理係とした。54 次隊から引き継いだのはソフトクリーム、バー、
ビール、喫茶、麺の 5 部門。係員は 14 名で、食べるのが好き・作るのが好きという面々が揃った。係とし














2015 年 1 月に 55 次で持ってきたソフトクリームは全て食した。同月に 56 次に引継ぎを行い、少々残っ

































無事に作製出来たビールは冷蔵庫で冷やして、夕食時や MWF 等のイベント時に出荷した。 
イ）その他 
1 回の作製で麦芽潰しから瓶詰、出荷までおおよそ 3 週間かかる。また、麦芽の糖化に数時間かかる為、
時間に余裕があり必ず数人で行わないと完成しない。 
味の好みはあるが、批評しながらも楽しく飲む事が出来て良かった。最後の出荷は 2014 年 12 月で、2015














作成日時 おやつ名称 作成日時 おやつ名称 
2 月 22 日 誕生日会向けケーキ 2 月 23 日 生クレープ 
3 月 2 日 抹茶タピオカミルク 3 月 9 日 南極焼き（大判焼き） 
3 月 16 日 コーヒーゼリー 3 月 23 日 誕生日会向けケーキ 3 種 
3 月 30 日 黒ゴマプリン 4 月 13 日 桜キャラメルポップコーン 
4 月 19 日 カスタードプリン 4 月 27 日 3 種のクッキー 
5 月 11 日 白玉ぜんざい 5 月 18 日 シュークリーム 
5 月 25 日 フルーツ杏仁豆腐 6 月 1 日 ぜんざい in かまくら 
6 月 7 日 マドレーヌ 6 月 29 日 ベイクドチーズケーキ 
7 月 6 日 ミルフィーユ 7 月 13 日 ミルクレープ 
7 月 20 日 ティラミス 7 月 27 日 ガトーショコラ 
8 月 3 日 サーターアンダギー 8 月 10 日 （JARE55 印押）カステラ 
8 月 17 日 梅が枝餅 8 月 24 日 ういろう 
8 月 31 日 肉まん、あんまん 9 月 7 日 シロノワール 
9 月 14 日 うなぎパイ 9 月 21 日 横浜煉瓦 
9 月 28 日 パンケーキ 10 月 5 日 ずんだもち 
10 月 12 日 黒い恋人 10 月 18 日 レーズンサンド 
10 月 26 日 堅焼きプリン 11 月 1 日 ワッフル 
11 月 9 日 シリアルバー 11 月 16 日 マスカルポーネチーズケーキ 




12 月 7 日 コーヒーゼリー 12 月 14 日 ピーチパイ、ベリーのパイ 
12 月 21 日 う無しパイ 12 月 27 日 とろけるプリン 
1 月 1 日 ワッフルと挽きたて珈琲 1 月 4 日 抹茶とレーズンバターサンド 


























































開催日 活動内容 幹事、担当 
2014/2/14(金) バレンタインデー 水田 
2014/2/22(土) 2 月の誕生日会 水田、山本 
2014/3/3(月) ひな祭り、餅つき大会 水田、山本 
2014/3/22(土) ソフトボール大会 水田、山本 
2014/3/23(日) 3 月の誕生会 水田、山本 
2014/4/13(日) お花見 今泉、朝原 
2014/4/19(土) サッカー大会 今泉、朝原 
2014/5/5(月) こどもの日（こいのぼり掲揚） 金田、三浦 
2014/5/10(土) 4、5 月の誕生日会 金田、三浦 
2014/5/24(土) 西オングル一次隊上陸地点遠足 春日井 
2014/6/7(土) 6 月誕生日会 横田、久保田
2014/6/15(土) エアホッケー大会 横田、久保田
2014/7/7(月) 七夕短冊作り 濱田、坂下 
2014/7/13(日) 日の出祭り 濱田、坂下 
2014/7/24(日) 西オングル大池遠足 春日井 
2014/8/9(土) 8 月の誕生日会 水田、三浦 





2014/9/28(日) ザクロ池遠足 春日井 
2014/10/18(土) 9、10 月の誕生日会 今泉、小保田
2014/10/25(土) 長頭山遠足 春日井 
2014/11/9(日) 紅葉狩り 朝原、濱田 
2014/12/14(日) 11、12 月の誕生日会 金田、坂下 
























































5）理髪                                                                             宮道 光平 
ア） 概要 
理髪係は、朝原、上原、大竹、春日井、久保田、鯉田、坂下、塚本、三浦、宮道、吉川、吉田の 12 名で
あった。国内にて 2013 年 11 月 6 日に「学校法人資生堂学園 資生堂美容技術専門学校」の宍倉常広氏のご
厚意で理髪訓練を受けた。4 時間にわたる訓練により、ヘアカットのみならず、ヘアカラーやパーマの基礎
を習得した。活動は、往復の「しらせ」船内でも適宜実施し、昭和基地では 2014 年 2 月 1 日～2015 年 1 月
31 日まで行った。店舗名は「Men's Salon Afternoon」と命名され、入口の扉に簡易的な看板、および広告を作製した。 
イ） 運用 









た。散髪量は髪質や生え方により大きく変動し、6 カ月間髪を伸ばした隊員 3 名を散髪した結果、散髪量は、
69g、60g、50g とバラつきがあった。 
月に一回、三面鏡の清掃およびバリカンの手入れを実施した。2014 年 8 月 10 日に建築隊員主導の下、使
用していない洗面台の撤去、および収納棚を設置した。2015 年 1 月 30 日に、理髪室内に木製の看板を設置





光源に LED を使用しているため、回転しなかった。バリカンはワイヤレス型 2 台の他、アタッチメントの種
類が豊富な旧式が 3台あり、いずれも動作は良好だった。55次隊では新規の鋏とスキ鋏を 1本ずつ持ち込み、





表Ⅲ.2.3.6.2-4 月別利用者数  表Ⅲ.2.3.6.2-5 担当者別利用者数 表Ⅲ.2.3.6.2-6 月散髪量  
 
月 利用者数(人) 担当者 利用者数(人) 月 散髪量(g）
2月 8 A 49 2月 120
3月 3 B 4 3月 95
4月 6 C 8 4月 115
5月 3 D 10 5月 60
6月 12 E 2 6月 160
7月 6 F 4 7月 60
8月 9 G 1 8月 71
9月 8 H 6 9月 64
10月 7 I 1 10月 41
11月 5 J 0 11月 111
12月 8 K 0 12月 120
1月 10 L 0 1月 335
年間合計 85 年間合計 85 年間合計 1352































8）図書・教養                                           増永 拓也 
係員は、増永、町田、今泉、濱田、水田、金田、朝原、坂下、宮道、増田、の10名であった。 










ミッドウィンター祭の期間を除き、5 月から 8 月にかけて、週 1 回のペースで南極大学を開催した。日時











 実 施 日 講 師 名 講  義  名 
第 1 回 5 月 27 日 
水田裕文 貴女もこれで夜の蝶 スナック開店までの道程 
鯉田淳 播磨国姫路 
第 2 回 6 月 3 日 
金田祐 山口 広島 島根 サイコロの旅 
今泉貴嗣 日本最東端の島「南鳥島」 
第 3 回 6 月 10 日 
宮道光平 鰻 
上原誠 よこちんの歌 
第 4 回 6 月 24 日 
朝原信長 ～小笠原の島～ 父島について 
久保田弘 食と文化のワンダーランド おおさか 
第 5 回 7 月 1 日 
三浦秀史 生まれも育ちも地元 長岡 
坂下大輔 輪島 
第 6 回 7 月 8 日 
増永拓也 東欧の民俗学 
増田拓 自炊のすすめ 
第 7 回 7 月 15 日 
横田佑輔 よこちんで～す 
町田浩道 反対なくして、成功なし 
第 8 回 7 月 22 日 
佐伯悠樹 気象大学校 
濱田彬裕 ボーラの世界 
第 9 回 7 月 29 日 
牛尾収輝 雪と氷と海 苦楽を共にして 30 年 
大竹潤 雪氷造形学 
第 10 回 8 月 5 日 
吉川康文 明るい海外生活 
吉田哲大 東日本大震災と業務の紹介 











































4 チーム食事当番（ナンキョクッキングパパ） 水田裕文 








表Ⅲ.2.3.7-3 JARE55 ミッドウィンター日程表 
  6/17（火）
前夜祭 










































































































































































































































から算出した。また、現象判別機能付視程計は目視観測の参考として用いた。昭和基地全停電により 12 月 1







観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計（静電容量型） PTB-220 気象棟内変換部に内蔵、感圧 3 センサータイプ
気温 電気式温度計（白金抵抗型） MES-39205 百葉箱内強制通風式通風筒に設置 
湿度 電気式湿度計（静電容量型） HMP-233LJM 百葉箱内強制通風式通風筒に設置、高分子薄膜型
風向・風速 風車型風向風速計（FF-11 型） MES-39207 測風塔（地上高 10.1m）に設置 
全天日射量 全天電気式日射計 MES-39233-01 気象棟西側旗台地に設置、日照計と一体型 
日照時間 太陽追尾式日照計 同上 気象棟西側旗台地に設置、日射計と一体型 
積雪の深さ 積雪計（超音波式） MES-39208 観測棟北側海岸に設置 







通風乾湿計による比較観測は、定期保守として 3 か月に 1 回行った。定期保守および百葉箱内の除雪は、
正時にかからないよう注意した上で、総合自動気象観測装置処理部で気温計と湿度計を保守にして実施し





































図Ⅲ.3.1.1.2.1.1-1 旬平均海面気圧           図Ⅲ.3.1.1.2.1.1-2 旬平均気温 
 
図Ⅲ.3.1.1.2.1.1-3 旬平均湿度               図Ⅲ.3.1.1.2.1.1-4 旬平均風速 
 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年月 要素 観測値 起日 順位 統計開始年
2014 年 2 月 月間日照時間の少ない方から 114.6 時間 月 1 位 1959 年 2 月
 月最深積雪 89]cm 2 日 月 2 位 1999 年 2 月
3 月 日最小相対湿度 18% 18 日 通年 1 位 1981 年 2 月
 月 1 位 1981 年 3 月
 日最小相対湿度 22% 19 日 通年 8 位 1981 年 2 月
 月 3 位 1981 年 3 月
 日最小相対湿度 27% 5 日 月 4 位 1981 年 3 月
 日最小相対湿度 31% 6 日 月 9 位 1981 年 3 月
 日最大風速・風向 ENE 33.4m/s 30 日 月 10 位 1957 年 3 月
 月最深積雪 80cm 31 日 月 3 位 1999 年 3 月
4 月 日最高気温の低い方から -20.9℃ 30 日 月 6 位 1957 年 4 月
 月最深積雪 87cm 6 日 月 4 位 1999 年 4 月
5 月 日最高気温の低い方から -23.7℃ 3 日 月 9 位 1957 年 5 月
 月間日照時間の多い方から 40.6h 月 3 位 1959 年 5 月
 月最深積雪 98]cm 17 日 月 2 位 1999 年 5 月
6 月 日最低気温の高い方から -6.0℃ 13 日 月 9 位 1957 年 6 月
 月最深積雪 120]cm 14 日 月 3 位 1999 年 6 月
7 月 月間日照時間の少ない方から 0.0h 通年 1 位 1959 年 2 月
 月 1 位 1959 年 7 月
 月最深積雪 117cm 29 日 月 4 位 1999 年 7 月
8 月 日最高気温の低い方から -31.6℃ 10 日 月 9 位 1957 年 8 月
 月平均気温の低い方から -22.2℃ 月 8 位 1957 年 8 月
 月最深積雪 128cm 月 3 位 1999 年 8 月
9 月 月最深積雪 128]cm 7 日 月 3 位 1999 年 9 月
10 月 日最高気温の高い方から -1.4℃ 30 日 月 7 位 1957年 10月
 月平均気温の低い方から -16.7℃ 月 2 位 1957年 10月
 月間日照時間の多い方から 306.7h 月 2 位 1959年 10月
 月最深積雪 129cm 17 日 月 4 位 1999年 10月
11 月 月最深積雪 119cm 19 日 月 5 位 1999年 11月
12 月 日最高気温の高い方から 7.8℃ 23 日 月 7 位 1957年 12月
 日最低気温の高い方から 0.5℃ 23 日 月 7 位 1957年 12月
 日最少相対湿度 32% 22 日 月 9 位 1981年 12月
 日最大風速・風向 37.9m/s 1 日 月 2 位 1957年 12月
 日最大瞬間風速・風向 46.4m/s 1 日 月 2 位 1957年 12月
 月最深積雪 122cm 5 日 月 2 位 1999年 12月
2015 年 1 月 日最高気温の低い方から -3.3℃ 30 日 月 8 位 1958 年 1 月
  日最低気温の低い方から -11.0℃ 30 日 月 8 位 1958 年 1 月
  月平均気温の低い方から -2.2℃ 月 3 位 1958 年 1 月
  日最小相対湿度 29% 5 日 月 3 位 1982 年 1 月
  日最大風速・風向 NE 41.8m/s 17 日 月 1 位 1958 年 1 月
  日最大風速・風向 ENE 35.4m/s 16 日 月 5 位 1958 年 1 月
  日最大瞬間風速・風向 ENE 51.4m/s 17 日 月 1 位 1958 年 1 月
  日最大瞬間風速・風向 ENE 45.9m/s 16 日 月 4 位 1958 年 1 月
  月間日照時間の多い方から 442.9h 月 10 位 1960 年 1 月
  月最深積雪 96cm 1 日 月 4 位 2000 年 1 月
注）1．統計方法は気象観測統計指針（気象庁）による。 
2．数値右側の符号は次のとおり。 
  「 ] 」：資料不足値。統計値を求める対象となる資料数が不足しているもの。 
3．統計開始は、月間日照時間、年間日照時間は 1959 年 2 月、日最小相対湿度は 1981 年 12 月、 
月最深積雪は 1999 年 2 月、ほかは 1957 年 2 月である。 














観測項目 測器名 感部形式 備考 
全天日射量 全天日射計 H2122 気象棟前室屋上に設置 



































電池 単三型リチウム電池 2 本 
気球 GPS ゾンデ観測 600g 気球、浮力 1800g（巻下器使用時は 1900g） 
その他 強風時に使用 気象観測用巻下器（15m） 
 
3） 観測経過 




   合計
平均
極値
2014 年    2015 年
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
飛揚回数 57 64 60 63 60 64 62 61 63 60 61 63 738
定時観測回数 56 62 60 62 60 62 62 60 62 60 62 62 730
欠測回数（※1） 1 0 1 0 4 0 0 1 1 1 2 1 12
資料欠如回数（※2） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0





回数  55 62 59 62 56 62 62 59 61 59 60 61 718
平均 hPa 11.3 11.5 11.3 13.6 12.6 10.5 9.6 10.2 11.9 12.3 12.4 11.9 11.6
平均 km 31.0 31.1 29.6 28.2 27.9 27.5 28.0 28.3 28.2 30.2 31.2 31.1 29.4
最高 hPa 5.0 5.0 5.0 7.1 6.5 6.0 5.7 5.8 5.9 5.2 5.0 5.0 5.0
最高 km 36.5 35.2 35.0 30.3 30.5 30.7 30.9 31.8 34.1 35.9 36.9 36.9 36.9
注）観測システムの仕様により、観測できる最高到達高度（気圧）は 5.0hPa までとなっている。 
※1：観測資料なし又は定時観測のうち到達気圧が 500hPa 指定気圧面未満であった回数。 
※2：定時観測のうち到達気圧が 500hPa 指定気圧面以上 150hPa 指定気圧面未満であった回数。 















カードル 単管（7 ㎥） 
54 次隊から引継 未使用 10 基・空 15 基 0 本   
55 次隊持ち込み 43 基 30 本   
（55 次隊運用数合計 68 基 30 本） 
 
55 次隊持ち帰り 38 基 30 本   
















































 2014 年 




8 4.6 5 8.2 1 4.7 9 18.0 2 43.6 1 15.9
 16 5.6 18 6.1 12 9.7 22 8.5 11 16.0 16 7.8
   27*1 507.5 22 9.0
    27 20.7
 2014 年 2015 年 




1 5.7 1 6.2 1 6.7 3 7.5 3 4.7 2 6.1
 5 11.2 10 5.8 6 8.7 7 7.6 8 4.7 10 11.4
 8 8.8 14 14.6 11 13.7 12 7.4 14 4.8 14 4.5
 16 7.8 18 10.2 16 11.5 17 35.3 28 4.6  
  21 6.3 22 18.4 22 6.2 21   

















































表Ⅲ. 3.1.1.2.3.3-1 月別オゾン全量観測日数およびオゾン反転観測日数 
 2014 年    2015 年 
  2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
全量観測日数 
(太陽光)*1 
22 25 21 3 --- --- 18 26 29 30 28 29 231
全量観測日数 
(月光)*1 
--- 1 1 4 1 5 6 0 5 --- --- --- 23
反転観測日数 
(ロング)*2 
1 0 --- --- --- --- --- 5 14 11 0 11 42
反転観測日数 
(ショート)*2 



















黒丸:2014/2/1～2015/1/31 の日代表値 細線:参照値(1994～2008年の累年平均値) 陰影:参照値の±1標準偏差











上に設置し、各観測項目について 1 秒毎のデータサンプリングで連続観測を実施した。 
 
表Ⅲ.3.1.1.2.4-1 日射放射量観測項目等一覧 
観測項目 測器 型式 備考 
全天日射量観測 精密全天日射計 Kipp＆Zonen 社製 CM-21T 防霜ファン付 
直達日射量観測 直達日射計 Kipp＆Zonen 社製 CHP-1 太陽追尾装置に搭載 
散乱日射量観測 精密全天日射計 Kipp＆Zonen 社製 CM-21T
太陽光遮蔽球付太陽追尾装置に搭載、
防霜ファン付 











































領域の大半と UV-A 領域の短波長側の波長域）の波長別紫外域日射量を 0.5nm 毎に観測した。 
d） 大気混濁度観測 
PMOD 製 PFR（Precision Filter Radiometer）（N59 号機）を太陽追尾装置に搭載し、波長別直達日射量の




10 月 21 日から散乱日射量の観測値に異常が出るようになったため、11 月 6 日に測器交換を行ったほか、
2 月 17 日、12 月 1 日、5 日、7 日の昭和基地全停電や 1 月 5 日の計画停電により欠測が生じたが、概ね順調
に観測を継続した。3 月 14 日に精密赤外放射計副器を設置し、正器と副器の 2 台による観測を開始した。12
月 27 日に精密赤外放射計および直達日射計の副器を交換し、現用正器との並行運用を開始した。1 月 2 日に
太陽追尾装置の交換および、直達日射計正器と 56 次持ち込みの直達日射計との交換を行い、1 月 4 日にデー
タロガーの交換を行った。1 月 8 日から 15 日まで紫外域日射計の現用正器と予備器の比較観測を実施し、1
月 15 日に正器を取り外し、予備器を正器とした。1 月 12 日に精密赤外放射計の正器と副器を交換し、1 月
15 日に副器を取り外し、正器のみの運用とした。 
b） 反射放射量観測 
2 月 17 日、12 月 1 日、5 日、7 日の昭和基地全停電や 1 月 5 日の計画停電により欠測が生じたが、概ね順
調に観測を継続した。11 月 29 日に下向き赤外放射量観測の精密赤外放射計副器と上向き赤外放射量観測の
精密赤外放射計の交換を行った。12 月 26 日より、56 次隊で反射日射量観測に使用する予定の精密全天日射
計と現用の全天日射量観測の精密全天日射計との比較観測を、12 月 27 日より、反射紫外域日射量観測に用
いる紫外域日射計と現用の紫外域日射量観測の紫外域日射計との比較観測を開始し、1 月 10 日に反射紫外域
日射量観測に用いる紫外域日射計を現用の反射紫外域日射量観測の測器と交換した。1 月 5 日にデータロガ
ーの交換を実施した。1 月 10 日に、56 次隊への引継ぎを兼ねて、雪面から観測面（測器感部）までの距離
の調整のため、測器の嵩上げを行った。 
c） 波長別紫外域日射量観測 





したが、観測は概ね順調だった。55 次隊で昭和基地に持ち込んだブリューワー分光光度計 MKII（091 号機）
については、2014 年 1 月 9 日に設置して比較観測を行い、2 月 1 日から 2015 年 1 月 3 日まで予備機として
運用した。4 月 5 日にマイクロメータの障害が発生してメンテナンスを実施したほか、11 月 17 日には太陽
追尾装置の障害により対応を行った。そのほか、強風時に測器を保護するため一時的に観測を停止し、外部
標準ランプによる定期点検時に観測を停止したが、観測は概ね順調だった。56 次隊で昭和基地に持ち込んだ
ブリューワー分光光度計 MKIII（209 号機）を 2015 年 1 月 3 日に設置し、1 月 31 日まで比較観測を行った。 
d） 大気混濁度観測 








a） 昭和基地における地上および高層の気象観測データ、S17 の気象ロボット観測データ 
b） 気象衛星（NOAA）から受画した雲画像 
c） 気象庁数値予報資料 























・AMPS（Antarctic Mesoscale Prediction System） 
・オーストラリア気象局作成インド洋地上天気図 

































上旬、下旬は、高気圧や気圧の尾根に覆われて晴れた日が多かった。中旬は、13 日から 18 日にかけてブ
リザードになるなど、ふぶき、地ふぶきの日が多かった。上旬は、大陸からの寒気と放射冷却により冷え込
み、日平均気温は 2 日間を除いて-20℃を下回り、旬平均気温は、-21.1℃と 5 月上旬の平年値より 9℃も低




































上旬は、発達した低気圧が接近して 2 回ブリザードとなった。1 日の日最大風速は 37.9m/s を記録し、12




上旬、中旬の旬平均気温は低く、下旬の旬平均気温はかなり低かった。日平均気温 0℃以上の日数は 1 日
と、1 月の平年値である 11.5 日に比べて少なく、期間を通じて低温だった。また、霧日数は 6 日と、1 月の
平年値である 2.2 日に比べて多かった。16 日から 17 日はブリザードとなり、17 日の日最大風速は 41.8m/s
を記録し、1 月の日最大風速の一位を更新した。日最大瞬間風速は 51.4m/s を記録し、1 月の日最大瞬間風











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































観測項目 測器名 感部形式 備考 
気圧 電気式気圧計 CVS-PTB-210 信号変換箱内に設置 
気温 電気式温度計 C-HPT S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設
湿度 電気式湿度計 CVS-HMP-155D S17 航空拠点発電機小屋屋上自然通風シェルター内に設















3.1.1.3 測地                                     増永 拓也 
3.1.1.3.1 GPS 連続観測【TG01】 
GPS 連続観測局保守、GPS 固定観測装置保守【TG01_05】 
1） 観測概要 
IGS 網GPS 観測点は、第36 次隊から連続観測が続けられている。GPS アンテナは、重力計室西方の岩盤上に
固定されたピラーに設置され、レドームで保護されたチョークリングアンテナを使用している。GPS アンテナ





した基準周波数でGPS 電波の観測を行っている。GPS 受信機は、第49 次隊よりTrimble NetRS 2 台の並列運用







































3.1.2.1 宙空圏変動のモニタリング                       吉川 康文・宮道 光平 
3.1.2.1.1 オーロラ光学観測【AMU01】  
1） 概要 
a） エレクトロンオーロライメージャ（EAI-1） 





れ、撮像データを Web 配信出来る。 
b） エレクトロンオーロライメージャ（EAI-2） 
EAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ 557.7 nm（OI）、冷却式 CCD を備え、エレクトロンオ
ーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的とする。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、
撮像データを Web 配信出来る。 
c） プロトンオーロライメージャ（PAI-1） 
PAI-1 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ 485.0 nm（Hβ）、冷却式 CCD を備え、プロトンオーロ
ラの発光強度と空間分布を捉えることを目的とする。本システムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮
像データを Web 配信出来る。 
d） プロトンオーロライメージャ（PAI-2） 
PAI-2 は、全周魚眼レンズ、発光輝線透過フィルタ 480.5 nm（Hβ background）、冷却式 CCD を備え、プ
ロトンオーロラの発光強度と空間分布を捉えることを目的とする。本システムは自動観測ソフトにより自動
運用され、撮像データを Web 配信出来る。 
e） カラーデジタルカメラ（CDC） 
全周魚眼レンズ付き一眼レフデジタルカメラを用いて、オーロラを連続的に高精細カラー撮像する。本シ
ステムは自動観測ソフトにより自動運用され、撮像データを Web 配信出来る。 
2） 経過 
a） EAI-1 
2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 181 晩分の観測を行った。5 月に後述の EAI-2 で出力異常が
発生したため、EAI-1 と EAI-2 のフィルタを交換、5 月 5 日の観測よりフィルタ波長を 427.8 nm とした。フ
ィルタ交換後の設定は露出時間を 1 秒から 7 秒に変更、その他は変更せず、インターバル 15 秒、ゲイン設
定 SuperHigh である。ソフトウェアエラーにより自動観測が途中で停止する障害が発生しデータが一部欠測
となった日は 9 晩あった。オーロラ観測期間外（10 月中旬～2 月末）は、機器の電源を OFF し、ドーム霜取
り用のヒーター温度を下げることで電力使用量節減に努めた。 
b） EAI-2 
2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 177 晩分の観測を行った。5 月に出力異常が発生したため、
EAI-1 と EAI-2 のフィルタを交換、5 月 5 日の観測よりフィルタ波長を 557.7 nm とした。フィルタ交換後の
設定は露出時間を 7 秒から 3 秒に、ゲイン設定を SuperHigh から High に変更、その他は変更せず、インタ
ーバル 15 秒である。ソフトウェアエラーにより自動観測が途中で停止する障害が発生しデータが一部欠測
となった日は 3 晩あった。オーロラ観測期間外（10 月中旬～2 月末）は、機器の電源を OFF し、ドーム霜取
り用のヒーター温度を下げることで電力使用量節減に努めた。 
c） PAI-1 
2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 182 晩分の観測を行った。ソフトウェアエラーにより自動観
測が途中で停止する障害が発生しデータが一部欠測となった日は 10 晩、人為ミスによる欠測が 2 晩あった。
オーロラ観測期間外（10 月中旬～2 月末）は、機器の電源を OFF し、ドーム霜取り用のヒーター温度を下げ
ることで電力使用量節減に努めた。 
d） PAI-2 
2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 180 晩分の観測を行った。ソフトウェアエラーにより自動観
測が途中で停止する障害が発生しデータが一部欠測となった日は 6 晩あった。オーロラ観測期間外（10 月中
旬～2 月末）は、機器の電源を OFF し、ドーム霜取り用のヒーター温度を下げることで電力使用量節減に努
めた。 
e） CDC 
55 次隊持込みの一眼レフデジタルカメラ（Nikon D3s）を使用し、2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時
を除き 180 晩分の観測を行った。ソフトウェアエラーにより自動観測が途中で停止する障害が発生しデータ
が一部欠測となった日は 6 晩あった。ブレイクアップが期待される時期にはブレイクアップ自動判定プログ
ラムにより 6 秒インターバル撮影（通常は 30 秒インターバル撮影）とした。極低温時にはアクリルドーム













3.1.2.1.2 リオメータ観測【AMU02】  
1） 概要 
a） イメージングリオメータ（IRIO） 
IRIO は、8 行×8 列のダイポールアンテナアレイを使って、38.2MHz における銀河雑音電波吸収（CNA）の





頂角約 60 度の範囲の銀河雑音電波吸収を観測している。観測周波数は 30MHz で、アンテナ直下に置かれた

































た ELF/VLF 帯電磁波はアンテナ直下のプリアンプ、観測小屋内のメインアンプで増幅された後に FM テレメ
ータ装置により昭和基地へ送信される。昭和基地で受信された信号は情報処理棟へ送られてバンドパスフィ
ルタで 9 チャンネル（350、750、1.2k、2k、4k、8k、30k、60k、95kHz）に分割されてからそれぞれ検波出





ァイル化される。一方、メインアンプ内の５チャンネルの帯域検波器の出力（350Hz, 750Hz, 1.2kHz, 2kHz, 








2 月 17 日、12 月 1,5,7 日に事故停電が発生、基地側機器類の復旧を行った。5 月 7 日、蓄電池破裂事故に
より予備系蓄電池が消失したため、太陽電池系蓄電池消耗による電圧低下により西オングルテレメトリ小屋
から昭和基地へのデータ転送が停止し、5 月 19～22 日及び 6 月 1 日～8 月 9 日の間は欠測となった。2014 年
10 月 20 日及び 2015 年 1 月 13 日（56 次隊引継ぎ）にインダクション磁力計のキャリブレーションを行い、
周波数及びレベル特性を測定した。H 成分及び D 成分に重畳していた 1MHz のノイズについては、56 次隊で
新規持込みの DC アンプに交換したところ、2015 年 1 月 13 日の測定の際にノイズが除去されていることを確
認した。 
b） 旧アンテナによるVLF/ELF帯自然電波観測 
2 月 17 日、12 月 1,5,7 日に事故停電が発生、基地側機器類の復旧を行った。5 月 7 日、蓄電池破裂事故に
より予備系蓄電池が消失したため、太陽電池系蓄電池消耗による電圧低下により西オングルテレメトリ小屋
から昭和基地へのデータ転送が停止し、5 月 19～22 日及び 6 月 1 日～8 月 9 日の間は欠測となった。負荷を
軽減する目的で新 VLF アンテナによる観測を休止したが、2015 年 1 月 10 日、風力発電機を保守したことに
より、電源供給を賄うことが可能になったため利得を変更し観測を再開した。2014 年 10 月 20 日及び 2015





2 月 17 日、12 月 1,5,7 日に事故停電が発生、基地側機器類の復旧を行った。風力発電機による蓄電池の
充電が不十分なため、観測装置が頻繁に停止したことから 5 月 22 日に同発電システムの分電盤に接続され






















いる。55 次隊現在、同システムは風力発電機 1～3 号機により構成されている。 
c） データ伝送システム 




5月 5日に機械隊員による 10kVAディーゼル発電機メンテナンスを実施した。5月 5～6日に現地宿泊して、
また 5 月 22 日、8 月 9,11,20,27 日、9 月 11 日に日帰りで太陽電池系蓄電池太陽系電源の充電作業を実施し
た。5 月 7 日に充電手順ミスにより予備系蓄電池の全 24 個が破裂、電池小屋を損壊した。5 月 8,9 日に破損
した蓄電池の回収と清掃、損壊した小屋の修繕を実施した。6 月 25 日に蓄電池の負荷を低減するため冬期に
使用しない多目的アンテナ部門のコリメーションヒータ主電源を遮断したが、11 月 25 日に再開、電源投入






風力発電機による蓄電池の充電が不十分なため観測装置が頻繁に停止したことから 5 月 22 日に同発電シ




の蓄電池 4 個を増設し、電池容量を倍増させた。異常があったシステム動作監視用データロガーLS7000 の保
守を行い、停止していた風力発電機 1 号機の制御 BOX を予備品と交換。また風力発電機 4 号機を建設し、そ





写真Ⅲ.3.1.2.1.4-2 増設した風力発電機 4 号機 
 
 
写真Ⅲ.3.1.2.1.4-3 増設した風力発電機 4 号機の設置図 
 
c） データ伝送システム 















変化観測に対する基線値が求められる。本観測は 1966 年から現在まで継続されている。 
b） 経過 
観測はフラックスゲート磁力計セオドライト型磁気儀（以下では FT 型磁気儀と略称する）を使用し、地
磁気偏角と伏角を測定した。プロトン磁力計はテラテクニカ製、PM-215 を用いた。観測は月に 1 度、地磁気
静穏日に実施した。52、53 次隊では、天測点南側のドリフトにより方位標（以下、正方位標と呼ぶ）が見
えなくなるという事例が発生していた。そのため、53 次隊（2012 年 10 月）から正方位標に加えて副方位
標を用意し、絶対観測時に正方位標との方位角差を観測している。2014 年 2 月から 2015 年 1 月の期間にお
ける地磁気絶対観測結果を表Ⅲ.3.1.2.1.5-1 に示す。観測結果の良否は 3 軸フラックスゲート磁力計（島津
製作所製、MB-162）の観測基線値を算出して、過去の値との連続性から判断した。観測結果は算出次第、観
測責任者へ電子メールでその結果を報告した。2014 年 2 月は、測定器の充電不足や、水平レベルの誤差が大
きいことから、観測結果を採用できず欠測となった。7 月 18 日に行った地磁気絶対観測では、PM-215 の測
定値が安定せず、その後 8 月にかけてセンサーケーブルなどの調査を行ったが、PM-215 不具合の原因が解明
できず、7 月と 8 月は欠測となった。9 月 17 日の地磁気絶対観測では、プロトン磁力計として PM-215 と予
備機の G-856 を使用したが、PM-215 と G-856 の測定値はどちらも安定し、正常な観測値となった。10 月 20
日に FT 型磁気儀のパネルメータバッテリを交換した。10 月は 26 日、28 日と地磁気絶対観測を 2 回実施し










全磁力 水平成分 鉛直成分 偏角 伏角 
磁気儀
(nT) (nT) (nT) (°) (′) (°) (′) 
2014/3/14 11:05 42987.0 19236.4 -38442.9 -50 36.42 -63 25.03 FT 
2014/4/16 10:56 42988.1 19232.8 -38445.8 -50 36.39 -63 25.39 FT 
2014/5/16 11:23 42988.2 19250.6 -38436.9 -50 35.54 -63 23.80 FT 
2014/6/26 10:47 42970.2 19240.1 -38421.4 -50 34.40 -63 24.00 FT 
2014/9/17 11:57 42976.9 19241.1 -38429.1 -50 41.33 -63 24.20 FT 
2014/11/14 11:57 42979.4 19250.4 -38426.0 -50 35.73 -63 23.42 FT 
2014/12/18 10:53 42971.1 19246.7 -38421.3 -50 41.27 -63 23.52 FT 
















3 軸フラックスゲート磁力計（島津製作所製 MB-162、以下 MB-162 と略称する）を用いて、地磁気 3 成分
の連続観測を行い、超高層モニタリングデータ収録システム（新 ATLAS システム）にデジタルデータ収集し
た。毎月の観測基線値算出、MB-162 のキャリブレーション、K インデックス算出ついては、以下に経過の詳細を記す。 
ア） 基線値観測 
2014 年 2 月から 2015 年 1 月までの観測基線値結果を表Ⅲ.3.1.2.1.5-2 に示す。 
 
表Ⅲ.3.1.2.1.5-2 基線観測結果 
観測時刻 水平成分(nT) 偏角(′) 鉛直成分(nT) 備考 
2014/3/14 11:05 18038.24 18575.388 -38527.37 - 
2014/4/16 10:56 18038.22 18575.31 -38526.9 - 
2014/5/16 11:23 18034.49 18575.19 -38522.31 - 
2014/6/26 10:47 18037.39 18575.25 -38527.4 - 
2014/9/17 11:57 18040.01 18574.498 -38530.75 - 
2014/11/14 11:57 18034.52 18574.775 -38523.63 - 
2014/12/18 10:53 18034.24 18576.042 -38515.71 - 






地磁気静穏日に MB-162 の各成分に±100nT をそれぞれ 20 秒間入力し、キャリブレーションを行った。
2014 年 2 月から 205 年 1 月までのキャリブレーション結果を表Ⅲ.3.1.2.1.5-3 に示す。8 月は実施し忘れ
欠測となった。 
 
表Ⅲ.3.1.2.1.5-3 MB-162 のキャリブレーション結果 
実施日 水平成分 偏角 鉛直成分 
Feb.,18,2014 0.9602  0.9879  0.9792  
Mar.,14,2014 1.0066  1.0018  0.9877  
Apr.,18,2014 0.9990  1.0026  0.9910  
May,16,2014 1.0052  1.0085  0.9907  
Jun.,17,2014 1.00483 1.00204 0.993955 
Jul.,18,2014 1.00672 1.00085 0.98884 
Sep.,10,2014 0.997805 0.99884 0.991395 
Oct.,27,2014 0.99349 1.00409 0.983625 
Nov.,14,2014 1.005325 1.0101 0.987765 
Dec.,18,2014 1.0038 1.001285 0.988305 
Jan.,15,2015 0.99388 1.006675 0.984655 
平均 1.0007 0.9993 0.9878 







ウ） K インデックス算出 
MB-162 のキャリブレーション時には地磁気 3 成分の観測値に較正信号が混入する。このため、この時










2 月 17 日、12 月 1,5,7 日に事故停電が発生、機器類の復旧を行った。9月 4 日に 8ch レクチグラフの VLF4kHz
記録針が動作不能となり、以降記録を停止している。11 月 28 日に PCM 復調器のロック外れが一度発生しデ
ータ収集が一時中断した。4 月 6 日、モニタリング P 用ノート PC が故障したため外部ディスプレイを接続す




3.1.2.2 気水圏変動のモニタリング                                                         増永 拓也 
3.1.2.2.1 大気微量成分観測（温室効果気体）【AMP01】  
大気微量成分観測にかかわるメンテナンス作業を表Ⅲ.3.1.2.2.1-1に示す。  
  
表Ⅲ.3.1.2.2.1-1 温室効果気体連続観測におけるメンテナンス作業  
実 施 事 項  二酸化炭素  酸素  メタン  一酸化炭素  
日 常 点 検  毎 日  毎 日  毎 日  毎 日  
データ転送  FTP 自動転送  FTP 自動転送  FTP 自動転送  FTP 自動転送  
水トラップ交換 
5 月～10 月：2～3 回
/ 月、11 月～4 月：5









１回/2 ヵ月  インラインフィル
タ交換 2015.1.5 
1 回/2 ヵ月  
  




2014 年 8 月 15 日、 
2015 年 1 月 5 日 
ポンプ交換  
2015 年 1 月 5 日  
ダイヤフラム交換 
2014 年 8 月 14 日 
2015 年 1 月 5 日 
ダイヤフラム交換 
2014 年 8 月 5 日 
2015 年 1 月 5 日 
チャート紙交換 なし  なし  約 35 日に 1 回  約 35 日に 1 回  
水トラップ用エ
タノール交換  
2014 年 10 月 24 日, 
2015 年 1 月 27 日 
なし  なし  なし  
ガス交換  
標準ガス： 
2014 年 4 月 18 日、 
7 月 9 日、10 月 3 日
標準ガス：2014 年
8 月 12 日 、2015 年
1 月 25 日 
標準ガス：2015 年
1 月 25 日 
キャリアガス： 
標準ガス： 
2014 年 12 月 11日、




12 月 27 日, 
2015 年 1 月 26 日 
リファレンスガス：
2014 年 7 月 9 日 
2015 年 1 月 26 日 
リファレンスガス：
2014 年 3 月 26 日、
6 月 11 日、7 月 4 日、
8 月 28 日、10 月 13
日、 
2015 年 1 月 25 日 
 
2014 年 3 月 26 日、 
6 月 13 日、8 月 14
日、9 月 14 日、11
月 2 日、 
2015 年 1 月 6 日 
水素ガス： 
2014 年 5 月 6 日、
8 月 14 日、11 月 13




2014 年 2 月 8 日、
3 月 22 日、5 月 2 日、
6 月 2 日、7 月 15 日、
8 月 5 日、9 月 12 日、
11 月 2 日、12 月４
日、 
2015 年 1 月 23 日 
空気取り入れ口
点検  
ブリザード後  ブリザード後  ブリザード後  ブリザード後  
装置本体交換  
2015 年 1 月 5 日 2015 年 1 月 5 日 2015 年 1 月 5 日 2015 年 1月 5日に交
換したが 1 月 6 日に
J55 運用機に戻し
た。 
そ  の  他  
   シリカゲル交換：1
回/2 ヵ月  
水銀ランプ・スター
ター・水銀スクラバ
ー交換：2014 年 8 月
5 日、 
2015 年 1 月 6 日  
  






















3.1.2.2.1.2 大気中のメタン濃度連続観測【AMP01_02】  



















3.1.2.2.1.3 大気中の一酸化炭素濃度連続観測【AMP01_03】  





























3.1.2.2.1.4 大気中の酸素濃度連続観測【AMP01_04】  























3.1.2.2.1.5 温室効果気体分析用大気採取【AMP01_05】  






表Ⅲ.3.1.2.2.1.5-1 大気サンプリング実績一覧  
名 称  東大  東北大温室効果
気体  

















O2/N2  大気  


























試料容器  ス テ ン レ ス 製

















所要時間  15 分  15 分  30 分  新型：30 分 
旧型：60 分  
前日真空排気：
24 時間、大気採



















2014 年 2 月採取日 1，5 2，10，21，25 2，21 5（新），10（旧）26 
2014 年 3 月採取日 なし  4，10，19，26 5，25  10（新），26（旧）なし  
2014 年 4 月採取日 なし  3，11，17，20 9，26 4（新），22（旧）12 
2014 年 5 月採取日 なし  5，12，19，22，
26 
4，22 12（新），19（旧）なし  
2014 年 6 月採取日 19 1，10，15，23 12，19 2（新），15（旧）6 
2014 年 7 月採取日 29 1，8，18，27，
29 
8，27 8（新），18（旧）なし  
2014 年 8 月採取日 5，14 5，14，17，26，
29 
7，25 5（新），25（旧）14 
2014 年 9 月採取日 なし  5，9，18，27 9，25 6（新），20（旧）なし  
2014年 10月採取日 なし  3，14，20，24，
30 
4，24 4（新），24（旧）29 
2014年 11月採取日 なし  8，18，22，30 4，18 4（新），19（旧）なし  
2014年 12月採取日 27 7，14，22，31 7，24  7（新），31（旧）24 
























3.1.2.2.1.6 二酸化炭素同位体観測用大気試料精製【AMP01_06】  
1） 概要  
サンプリング及び精製実績を表Ⅲ.3.1.2.2.1.6-1に示す。  
  
表Ⅲ. 3.1.2.2.1.6-1 二酸化炭素同位体観測用大気サンプリング及び精製実績一覧  
依頼機関  極地研究所  
分析成分  δC13（CO2）  
実施頻度  1 回/週  
試料採取地点  観測棟海側サンプリングタワーインレットからの配管ラインを使用し観測
棟内採取  
試料容器  試料採取：1L ガラスフラスコ、精製後：ガラス管封入  
初期容器状態  真空排気  
所要時間  試料採取：30 分、精製作業：120 分、採取前後真空排気：各半日～1 日  
採取精製方法  大気圧サンプリング後 CO2 自動精製装置を用いて精製  
2014 年 2 月採取日・精製日  採取日：2，6，10，13，21，22（標準ガス），25   精製日：2，6，10，13，
21，23，26 
2014 年 3 月採取日・精製日 採取日：4，10，19，26         精製日：4，11，20，26 
2014 年 4 月採取日・精製日 採取日：3，11，17，20    精製日：すべて同日精製  
2014 年 5 月採取日・精製日 採取日：12，18（標準ガス），19，22、27    精製日：12，18，20，22，27
2014 年 6 月採取日・精製日 採取日：2，11，15，23          精製日：2，11，15，23 
2014 年 7 月採取日・精製日 採取日：11，18，27，31  精製日：11，18，27，8 月１日 




2014 年 9 月採取日・精製日 採取日：6，9，11，19，27     精製日 6，10，12，19，27  
2014 年 10 月採取日・精製日 採取日：3，14，20，24，30  精製日：3，14，20，24，30 
2014 年 11 月採取日・精製日 採取日：4（標準ガス）9，19，22，30     精製日：4,9，19，22，30 
2014 年 12 月採取日・精製日 採取日：7，15，23，31    精製日：7，15，24，31 
2015 年 1 月採取日・精製日 採取日：9,10,13,20,30           精製日：9,11,13,20,30  
 












3.1.2.2.2 雲エアロゾル地上リモートセンシング観測【AMP02】                      
3.1.2.2.2.1 スカイラジオメータ観測（POM）【AMP02_01】 













3） 問題点・課題  
白夜期に観測データが断続的となる現象は過去にも報告されているが、根本的な解決はされていない。プロ
グラムを毎晩リセットすることで正常に動作することは確認済みである。 



































3.1.2.2.3 大気微量成分観測（エアロゾルの粒径分布の観測）【AMP03】  





2） 経過  
a) 光散乱式粒子計数装置（KC01E、RION 社）による地上エアロゾル粒度分布測定  
5 種類の粒子径（0.3μm、0.5μm、1μm、2μm、5μm）の粒度分布観測を行った。日常点検以外に計測機の動
作確認として、月 2 回のサンプル流量チェックとゼロチェック、月 1 回の PSL 試験（1.00μm のみ）を行った。 
55 次夏期間に 55 次持込機を並行ランの結果、54 次持込機を継続使用した。 
レーザーの不具合により 10 月 20 日に KC01E を予備機（53 次持ち込み機）と交換した。12 月 27 日頃より
インレットの FAN が誤操作により停止していため、12 月 28 日に FAN の電源を投入した。 
12 月 30 日より 1 月 19 日まで 56 次持込み機との並行ランを行い現用機（53 次持込機）と比較した結果、
現在の運用機（53 次持込機）を継続使用することを決定した。 
b) 凝結核粒子計測装置（CPC-3010、TSI 社）による地上エアロゾル総粒子濃度測定  
10nm 以上の総粒子濃度の観測を行った。日常点検以外に計測機の動作確認として、月 2 回のサンプル流量
チェックとゼロチェックを行った。 
12 月 27 日頃よりインレットの FAN が誤操作により停止していため、12 月 28 日に FAN の電源を投入した。
12 月 30 日より 56 次持込機との並行ランを行い、1 月 6 日から 56 次持込機を主機として運用することを決
定した。 




2013 年 12 月より新型 CPC（CPC3783）が設置され、従来型（CPC3010）との比較データ取得している。月
に一回ウィックの交換を行ったが、ウィックが汚染してない場合は交換を翌月に延期した。 4 月 11 日に偽
計数が認められたが、影響は軽微として観測を継続した。1 月 7 日に 56 次持込機と並行ランを開始し、1 月
19 日に 56 次持込機の運用を決定した。1 月 22 日に 56 次持込予備機の並行ランを開始し、31 日に 56 次予備
機として運用することを決定した。 
d) 電力削減 
清浄大気観測小屋の空調を改良し、2kW 電熱器を常時稼働から可変制御に変更した結果、電力量約 4 割の
削減に成功した。また、冷却用の外気取り込み量が少なくなったので、吸気ダクトの雪による閉塞が解消さ
れ除雪作業が低減した。 












3.1.2.2.4.1 氷床内陸質量収支観測【AMP04_01】  
1） 概要  
S16 から S122 基地までのルート雪尺測定、表面積雪採取、雪尺網観測の保守点検を行った。  






3） 問題点・課題  
内陸旅行への気水圏モニタリング隊員の参加が行われていない為、引継ぎが難しい。  





   
3.1.2.2.4.2 氷床沿岸域質量収支観測【AMP04_02】  
1） 概要  
昭和基地からとっつき岬までの海氷厚と積雪深さ測定、とっつき岬から S16 までの雪尺測定と表面積雪採取、
S16の36本雪尺網測定、各地点のGPS測定、S16 の吹雪計目視観測と撤去を行った。  













3.1.2.3 地殻圏変動のモニタリング                                                       増永 拓也 
3.1.2.3.1 超伝導重力計連続観測【AMG04】  
1） 観測概要  
全地球超伝導重力計観測網（Global Geodynamics Project: GGP）の定常観測点のひとつとして、超伝導重力












































3.1.2.3.2 衛星データの地上検証【AMG05】  
1)  コーナーリフクター保守 
a） 観測概要  
合成開口レーダー（SAR）を搭載した衛星のデータ校正・検証を目的として、昭和基地に設置したレーダ
ー反射装置（コーナーリフレクター）を利用し、SAR 画像と地上位置座標との結合を行う。  
b） 観測経過  
昭和基地内に散在するコーナリフレクター#01、 #02、 #04 の保守点検を行った。ブリザード等による被
害はなかったが、#01、#02 は 7 月頃より 1 月まで雪に埋もれていた。  
2)  GPSブイ観測 




である。このため可搬型観測装置による連続観測として 46 次隊より GPS ブイによる潮位観測を続けてい
る。また、55 次隊では、ブイフロート部の上面と側面に太陽光パネル（60W）と 40Ah 鉛蓄電池 2 個並列の
電源システムのタイプ（第 4 世代）を使用した。  
b) 観測経過  
西の浦 GPS ブイは、4 月 21 日に検潮儀小屋沖 20m 付近の海城に設置した。ブイは 54 次運用機である第 4
世代タイプを使用し、GEM-1、アンテナ、バッテリーを入れ替え使用した。 
9 月 11 日に点検した際に、日射により底面が融解しており北側へ傾いていた。極夜期は太陽光電池による
充電が行われないのでバッテリー電圧の点検・交換を都度行った。9 月 20 日に使用していた測器を GEM-1 か
ら Novatel に変更した。GEM-1 のデータ回収を行ったが、1 番目の SD カードが破損しており、4 月 22 日～5
月 5 日の間のデータしか回収できなかった。10 月 2 日に CF カードのデータ回収を行った。以降、解氷によ
る流出を防止するため 12 月 19 日に検潮儀室からロープをつないで解氷による流失対策をした後、回収は行
わずに 56 次に観測を引き継いだ。 














a)  試験概要 






b)  経過 
6 月 17 日より地学棟内で動作試験を開始し、6 月 27 日より屋外試験として地学棟裏の丘陵部で動作試験
を行った。屋外試験開始から 2 日目に低温により燃料電池が動作を停止したため、再び地学棟内での試験に
切り替えた。9 月 6 日まで地学棟内で正常に動作を継続していたことを確認した。燃料電池からバッテリー
までのケーブル抵抗を小さくし発電開始の電圧閾値を高めることで改善する可能性が示唆されたが、追試を
行わずに試験を終了した。 








の一環として、氷河上流域の氷床流動速度を知るため大陸上 S19 にて GPS 観測を実施した。 
b) 観測経過 
9 月 24 日に S19 に設置し 11 月 6 日に回収した。使用した装置は 53 次隊で薄型太陽電池パネルの試験とし








日本のグローバル地震観測網（PACIFIC21）に属し、国際デジタル地震観測網（Federation of Digital 



































3 月 28 日、4 月 23 日、7 月 9 日にフリーズしていたため、Q680 と共に再起動を行った。 
・STS 地震計とマスポジション調整  





STS 地震計のマスポジション調整は以下の日に実施した。  
U/D 成分: 2 月 28 日、5 月 10 日、11 月 1 日、11 月 24 日  
N/S 成分： 4 月 17 日、5 月 10 日、8 月 12 日、11 月 1 日、12 月 26 日  
E/W 成分: 2 月 28 日、5 月 10 日、7 月 1 日、8 月 12 日、11 月 28 日、12 月 9 日、12 月 25 日、1 月 9 日 
・RD2212  
2 月 17 日の事故停電及び、1 月 5 日の計画停電では UPS と発電機を使用することにより記録を継続した。 
12 月 1 日、12 月 5 日、12 月 7 日の事故停電では発電機の使用が出来なかったため、UPS のバッテリー消
耗後に記録が停止し記録開始時からのメモリーも消滅した。 
2015 年 1 月 31 日から RD2212 の温度表示が低下した。2 月 2 日に地震計室内 Vaisala 温度計の出力設定
を変更し復帰した。 





























ヒートペンの濃度調整を適宜行ったが、2 回程度であった。2 月 28 日と 9 月 2 日、10 月 2 日に、エラーF







2 月 3 日、5 月 1 日、8 月 5 日、11 月 30 日にデータバックアップ用 DAT 記録と交換を行った。1 月 15 日よ
りデータサイズが０となる現象が生じた。原因は不明であったが、1 月 17 日に正常に復帰した。1 月 30 日
に Q680 がフリーズしていたため、再起動を行った。5 月ころにバックアップデータの極地研への転送が失敗
するようになった。Polaris サーバーに ftp 接続を行うと著しく転送速度が低下しエラーとなることがわか
ったため、転送方式を sftp に切り替え問題なく転送を完了した。以降の Polaris サーバーへの転送は sftp
を使用している。 
c） 問題点・課題   





3.1.2.3.4 VLBI 観測/水素メーザーの維持【AMG08】  
1） VLBI観測  
a)   観測概要  




を捉えることを目的とする。昭和基地でも国際 VLBI 事業（International VLBI Service:IVS）観測網の一
観測拠点として、多目的衛星受信アンテナを用いて年数回程度の国際 VLBI キャンペーン観測に参加してい






8GHz 帯の電波は、増幅、周波数変換等の処理を経て、16ch に分けられ、1bit（観測によっては 2bit）のデ
ジタルデータに変換され、4ch ずつ計 4 台の VLBI 観測用高機能サンプラー（K5/VSSP）により、水素メー
ザーからの基準時刻信号とともに、128MHz サンプリングされ、ハードディスクに（HDD）に記録される。  




ボン大学が主催する南半球の観測局網による国際 VLBI 観測である OHIG 実験に参加した。全ての実験にお
いて多目的アンテナ担当隊員の支援のもと、概ね順調に実験することができた。55 次隊では OHIG88～OHIG93
の観測を行った。参加した OHIG 実験を表Ⅲ.3.1.2.3.4-1 にまとめた。 
 
表Ⅲ.3.1.2.3.4-1 第 54 次隊で実施した VLBI 実験 
実験名 








2014 年 2 月 19 日 
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2014 年  2 月 25
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2014 年  2 月 26
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2014 年  11 月 12
日 18:00:00 UTC 
2014 年 11 月 13
日 17:52:44 UTC 
138
回






2014 年  11 月 18
日 17:30:00 UTC 
2014 年 11 月 19
日 17:29:14 UTC 
170
回






2014 年  11 月 19
日 18:00:00 UTC 



















120 番目の追尾開始時にも同様に SLAVE が落ちたが、すぐに復旧作業をしたため観測に影響は無かった。101
番目の星を記録中に K5 システムの No1 ユニットがハードディスク異常により停止したため、ハードディス
クを交換し観測を再開した。SLAVE が落ちる現象は OHIG89、OHIG90 でも 1 回ずつ発生したが、いずれもすぐ
に復旧作業を行い観測に影響はなかった。OHIG91 では、ユニバーサルカウンターの指示値が不安定となり、
過去事例から DFC1100 の出力が不安定という結論に至ったが、観測値に重大な影響を与えないのでそのまま
観測を継続した。54 次より D-Cal のフロッピーディスクが損傷しており、システムが立ち上がらない状態で
あったため P-Cal のシステムを立ち上げた後、D-Cal 用フロッピーディスクに変更する必要があった。OHIG93
観測時に D-Cal のシステムファイルを構築し直しフロッピーディスク一枚で起動できるように修正した。 




c） 問題点・課題  





になる。52 次隊からの問題であるがシステムのハードウェアが古いため D-CAL プログラムのバージョンアッ
プが見込めず今後もこの状況が続くことになる。 
OHIG88 で起きた HDD の不具合は OHIG94（56 次観測）でも同じ K5 の同じ HDD スロットで発生しており、ハ
ードウェアの更新が望まれる。 
2) 水素メーザー 
a） 維持管理  
水素メーザーは安定した周波数発振を維持するため IF レベルを一定に保つ必要がある。IF レベルは室温
に依存するため年間を通して室温管理を行った。地震計室の短周期室（水素メーザー室）と長周期室（冷凍
庫）の室温を定期的にモニターしながら、オイルヒーター、長周期室の精密温調器により室温を 20℃前後と
なるように調節した。室温は年間を通して 16～25℃の範囲で推移した。  
b） 観測経過  
55 次夏期間に新型水素メーザー（Anritsu SD1T03B シリアル No.1）を持込設置し運用を開始した。4 月
に地震計室の温度が変動した際に水素メーザーの警告が一時的に記録されたが、その後は安定していること
から問題無いとの判断により運用を継続した。 
水素メーザー1 号機（Anritsu RH401A SN.1001C）は 53 次頃よりイオンポンプの劣化により不具合が
発生している。水素メーザーを NORMAL モードから HIGH BEAM モードへ移行させ、水素を手動調整して絞り
込み、メーザー発振時のイオンポンプ負担を下げた状態での維持を行った。2 月 17 日の事故停電では UPS の
劣化により発振を維持できずにシステムが完全に停止した。真空状態が劣化したため、ターボ分子ポンプに
より長時間の真空引きを実施し 3 月に発振を確認した後に水素を絞り維持を行った。11 月の点検時に 1 号機
のイオンポンプが異常停止していることが確認されたが、新型機が安定動作をしていることから、1 号機を
完全停止し持ち帰りに備えた。 
1 月 13 日に 1 号機を搬出し 2 号機（56 次持込）の搬入を行った。地震計室～コンテナヤード間の輸送は
クローラクレーンを使用した。 
節電のため現在使用していないセシウム原子時計の停止を行った。 
c)  問題点・課題  















テナを設置し、そばに置いた GPS 受信機で 24 時間程度の連続データを取得した。 
2）観測経過  
下記の観測点において、Ashtech社製チョークリングアンテナとGEM-1 GPS受信装置による24 時間連続観測を





・ラングホブデ雪鳥沢： 2014年7月29 日～7月30 日   
・スカルブスネスきざはし浜： 2014 年8月26日～8月27 日    













3.1.2.3.6 DORIS 観測【AMG13】  
1)  観測概要  
DORIS（Doppler Orbitography and Radiopositioning Integrated by Satellite）は地球観測衛星用地上電
波灯台である。昭和基地では、国際 DORIS 事業（International DORIS Service; IDS）観測網の定常観測点と
して、DORISアンテナから2GHzと400MHzの電波を発信し、それを受信した人工衛星の軌道精密決定や発信点の位
置決めを行っている。第40次隊以降、順調に運用されている。  




3)  問題点・課題  
VLBI 実験期間中は混信を避けるため、従来に倣って停波しているが、実際に VLBI 観測にどの程度の影響が
あるのかが不明瞭である。  
 
3.1.2.4 生態系変動のモニタリング                                 鯉田 淳 

















表Ⅲ.3.1.2.4.1-1  個体数調査結果 
調査日 調査地 調査員 個体数の平均 標準偏差 
2014.11.15 オングルカルベン A 4 名 137.6  9.6 
2014.11.15 オングルカルベン B 4 名 0.0 0.0 
2014.11.15 オングルカルベン C 4 名 0.0  0.0  
2014.11.15 まめ島 4 名 358.7  23.8  
2014.11.15 弁天島 4 名 3.0  0.0  
2014.11.13 ルンパ A 3 名 251.7  26.7 
2014.11.13 ルンパ B 3 名 78.0 4.8 
2014.11.13 ルンパ C 写真撮影 1987.0   
2014.11.13 水くぐり浦 3 名 1214.9 125.5  
2014.11.13 袋浦 3 名 440.6  50.8 
2014.11.16 鳥の巣湾 4 名 71.9  6.7  
2014.11.13 イットレホブデホルメン 3 名 0.0 0.0 
2014.11.13 ひさご島 A 3 名 37.4 0.4 
2014.11.13 ひさご島 B 3 名 22.1 0.2 
2014.11.13 シガーレン 3 名 0.0 0.0 
2014.11.17 ネッケルホルマネ A 3 名 17.3 0.3 
2014.11.17 ネッケルホルマネ B 4 名 1.0 0.0 
2014.11.17 ネッケルホルマネ C 4 名 16.7  0.9  
2014.11.17 ネッケルホルマネ D 4 名 144.3  6.4  
 
 
表Ⅲ.3.1.2.4.1-2  営巣数調査結果 
調査日 調査地 調査員 総営巣数の平均 標準偏差 
2014.11.30 オングルカルベン A 3 名 65.1 1.2 
2014.11.30 オングルカルベン B 4 名 0.0 0.0 




2014.11.30 まめ島 4 名 156.4  11.3 
2014.11.30 弁天島 4 名 2.0  0.0 
2014.11.30 ルンパ A 3 名 134.3 29.0 
2014.11.30 ルンパ B 3 名 45.3 6.2 
2014.11.30 ルンパ C 写真撮影 1000.0  
2014.12.04 水くぐり浦 写真撮影 457.0   
2014.12.04 袋浦 6 名 185.2 13.6 
 
3.1.2.5 地球観測衛星データ受信による環境変動モニタリング                    水田 裕文 








  ※通常受信ライン数が 2 桁以下のパスをライン欠測パスとして扱うが、1 月期の NOAA、Metop-1 に 














   
月 
衛星   
2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 総数
DMSP 679 627 517 777 652 758 559 635 800 602 550 706 7862
NOAA 163 239 292 189 199 173 207 218 160 146 118 0※ 2104
Metop-1 86 130 136 98 117 106 171 125 101 142 131 0※ 1343
TERRA 232 255 247 253 244 248 247 229 224 241 198 241 2859
AQUA 188 217 208 220 203 295 205 194 193 202 221 220 2566
NPP 262 294 282 292 283 217 289 274 273 285 282 280 3313





































12 群を用いて対流圏・成層圏および中間圏の標準観測を継続し、システム調整期間を除くほぼ 1 年強の連
続データに取得に成功した。 
b） 専用発電機を用いた 47 群のキャンペーン観測 
専用発電機を用いて、55 次夏期間までに設置した 47 群すべてを稼働するキャンペーン観測を越冬期間中
に二回実施した。以下、詳細を記述する。 
ア） 小型発電機小屋 
55 次夏期間中、PANSY 専用発電機を小型発電機小屋に二台設置した。3 月 12 日に電源系統の工事を行い、
3 月 13 日に模擬負荷試験を実施したところ、70kW の負荷をかけたとき、小屋の扉をすべて開放した状態
でも室温が 50 度以上に達し、47 群のフル観測は厳しい結果となった。その後、機械隊員の協力を得て、
発電機の排熱口に金属製の集熱フードを製作して被せ、フードと換気扇を写真Ⅲ.3.2.1.1.1-1 のようにジ
ャバラで繋いだ。6 月 11 日にその状態で負荷試験を行ったところ、小屋の扉を開放した状態では負荷 70kW
でも室温が安定し、また閉めた状態でも 40kW までならば室温が安定することを確認した。9 月 10 日には
24 時間以上にわたる高負荷の連続観測を実施し、発電機が問題なく運用できることを確認した。また、燃








10 月 8 日から 17 日まで、専用発電機を用いた 47 群のキャンペーン観測を実施した。初めの間はデュー
ティ比 2%で対流圏・成層圏観測と中間圏観測を実施していたが、想定していたほどの良いデータが得られ
なかったので 9 日よりデューティ比 5%の対流圏・成層圏観測のみ実施するようにした。厳冬期に積雪のた
め輻射器を取り外したアンテナも多く、47 群とはいえ実質的には 40 群分程度の稼働率であったが、消費
電力は約 50kW にもなり、その状態で燃料消費は約 20l/h であった。 
11 月 25 日から 12 月 1 日まで、55 次越冬期間中 2 回目となる専用発電機を用いた 47 群のキャンペーン
観測を実施した。対流圏・成層圏観測と中間圏観測のインターリーブ観測で、消費電力はそれぞれ約 50kW
と 38kW であった。11 月 30 日の 18 時 30 分頃より、ブリザードが来ることが予想された為、デューティ比
を 2%にして消費電力を下げて、小屋の扉を閉めて運用するようにした。消費電力は対流圏・成層圏観測が
約 27kW で、中間圏観測が約 23kW であった。30kW 以下の消費電力ならば、負荷試験を行った厳冬期におい
ては室温は安定していたが、12 月間近で外気温が高くなっていたために、室温は緩やかな上昇を続け、12
月 1 日の 8 時に発電機小屋は 60 度にまで達し、観測を停止した。同日 11 時頃、室温が 30 度まで下がっ
たことを確認し、通常の 12 群観測に切り替えて観測を再開すると、室温を 30 度付近で安定させたまま観
測できた。予定では 12 月 1 日深夜に流星観測を行い、その後電離圏観測を実施する計画であったが、12
月 1 日の 14 時頃に突発停電が発生し、また屋外は外出禁止令が出るほどのブリザードであった為、国内
からの指示でキャンペーン観測を終了し、停電対応を行った。 
c） 消費電力 
55 次越冬期間中の PANSY 小屋全体での平均消費電力を表Ⅲ.3.2.1.1.1-1 に示す。55 次越冬期間中は、53
次および 54 次と同様に 12 群を用いた標準観測を基本としたが、1 週間程度の 47 群観測を実施した 10 月と
11 月は平均消費電力が他の月よりも大きい。 
表Ⅲ.3.2.1.1.1-1 PANSY 小屋の平均消費電力 
年月 平均消費電力【kW】



















そのため、雪面から輻射器までの高さを主に測定した。図Ⅲ.3.2.1.1.1-1 に 2014 年 11 月に実施した積雪
調査の結果を示す。越冬期間中に雪面から輻射器までの高さが 50cm 以下となった 93 本のアンテナについて
は輻射器を取り外した。また、雪面から反射器までの高さが 40cm 以下となった 61 本のアンテナについては
反射器を取り外した。特に積雪のあった 407 群については、3 本のアンテナで導波器を取り外した。 
 























熱源があったことから、ヒーターは常時 OFF のまま 1 年間運用した。53 次越冬中に発生した PANSY 小屋内
室温上昇事故の教訓から、PANSY 小屋には遠隔監視可能な温度計が設置し、30 度以上あるいは 10 度以下の




f） 56 次受け入れ準備 
56 次隊受け入れ準備のため、11 月 18 日より PANSY エリア全域の砂まきを開始した。天候に恵まれず、12
月には A 級ブリザードと B 級ブリザードが立て続けにあったため、融雪が進まず、砂撒きは 56 次隊受け入
れ後も 12 月末まで続けられた。55 次の夏期間には、アンテナエリア北東部に位置する 101〜103 群に大きな
水たまりができて MDL が水没し問題となったが、今回は C ヘリ待機小屋に向かう水路が自然に形成され、水
はほとんどたまらなかった。53 次越冬明けには、排水が進まずにコンテナヤードから PANSY 小屋までの道路を
中心に直径 50m に及ぶ大きな水たまりが発生したが、54 次越冬明けには道路上に水はたまらず、また 55 次越




4 月 18 日より突発的にノイズが上昇して以降、連続的なノイズの上昇が繰り返し発生するようになった。
原因は HF レーダーで使用している HPA の一つが発振していた為で、11 月 6 日に当該の HPA を止めてから図
Ⅲ.3.2.1.1.1-2 のようにノイズの上昇は見られなくなった。 
 




した調査の結果、観測プログラムに不備があることがわかった。7 月 17,18 日に国内からの指示の下バグの
修正作業を行い、問題は解決した。 
i） 32bitスパノ符号の不具合 









mdlcontrol.csv は各 MDL のビーム制御を設定するファイルであるが、設定のとおりに電波が発射されない













56 次夏期間中に、メインシステムの 55 群すべての設営工事が完了したことに伴い、MDL 折り返し試験に
よって 55 群すべての受信側の位相のずれを調査した。位相のずれはデジタル受信機の DIP スイッチにより
調整することができる。ほとんどの位相は揃っていたので、当面はそのまま運用し、デジタル受信機による
位相調整の方法を 56 次越冬隊員に引き継いだ。 
n） FAIシステムの設置と試験 
56 次夏期間中にサブシステムである FAI（Field Aligned Irregularities、磁力線に沿った電子密度の不




パラメータファイルで指定する beam の数により、稼働しない MDL があることがわかった。具体的には、
メインシステムの 55 群では beam の数×11 群のみ稼働し、サブシステムの FAI では beam の数×5 の MDL の
み稼働する。たとえば beam の数が 1 つだけの時、メインシステムは 11 群のみ、FAI は 5 つの MDL のみ稼働
し、他の MDL は稼働しない。したがって、すべての MDL を稼働させるには少なくとも beam の数を 5 にする




PANSY はシステムの仕様上、電波を発射してから 10us の間は電波の受信を行わない。したがって、1.5km














上連続で 55 群すべてを用いた約 75kW の負荷がかかる観測を実施し、室温を安定させて稼働させられること
を確認した。今後はブリザード時の運用が課題となるだろう。また、小型発電機小屋の状況を遠隔から確認







12 月 1 日に起きた外出禁止令時の突発停電を受けて、突発停電時の対応について PANSY グループ内で協議
































































3.2.1.1.3 レイリーライダー観測_冬期【AJ01_08】               増田 拓・吉川 康文・宮道 光平 















































1 年を通して、観測スケジュールを用いた自動連続観測を継続した。通常観測スケジュールは、2 月 1 日
から 4 月 30 日まで 0530～0630LT、1130～1230LT、1730～1830LT、および 2330～0030LT はオゾン、それ以外
の時間帯は NO の連続観測を実施。4 月 30 日以降オゾンの日変動をより細かく見るため、観測スケジュール
を変更し、0245～0315LT、0545～0615LT、0845～0915LT、1145～1215LT、1445～1515LT、1745～1815LT、2045
～2115LT、および 2345～0015LT はオゾン、それ以外の時間帯は NO の連続観測を実施した。10 月 15、17 日
と 11 月 12～28 日に行われたキャンペーン観測では毎時 20 分間の O3 観測と 40 分間の NO 観測を繰り返し行
った。観測中は光学観測棟の衛星受信棟側に面した側窓の仰角 15-38 度が観測領域となるため、55 次夏期
から立ち入りに関する注意喚起を行った。デイリーチェックとして、前日の観測ログをもとにした 1 日分の








55 次隊では除霜用として 2 種類の送風機を持ち込み、その効果を検証した。風圧が強く、固定治具により
スノコに取り付けられたハンドメイドの送風機（以下、送風機 A（写真Ⅲ.3.2.1.1.4-1）とする）と、風圧
切り替えのある比較的軽量な市販の送風機 B（以下、送風機 B（写真Ⅲ. 3.2.1.1.4-2）とする）を使用した
結果、除霜効果の高い送風機 A を通常使用とし、送風機 B を予備機とした。6 月 2 日、観測再開時に送風機










写真Ⅲ.3.2.1.1.4-1 送風機 A 
 
写真Ⅲ.3.2.1.1.4-2 送風機 B 
 
写真Ⅲ.3.2.1.1.4-3 送風機 C 
 
2015 年 1 月 17 日のブリザードにより、天窓カバーが止め具とともに飛ばされた。飛ばされた天窓カバー
は発見され、新しい止め具で固定された。ブリザード中雪により、発泡スチロールが濡れてしまったが、1




2014 年 2 月 17 日に基地停電が発生し、観測機器を停止し機器類の復旧作業を実施、18 日に観測再開。
12 月 1 日、5 日、7 日に基地停電が発生。5 日と 7 日はともに復旧作業中の停電であった為、停電原因が
究明されるまで装置の復旧を見合わせた。16 日と 17 日に受信機の出力レベル調整を実施し、17 日より観
測再開。4 回の停電による観測への影響は特になし。 
イ） アクリル回転円盤ゴム剥離 








2014 年 3 月 17 日、4 月 28 日 TeraStation（TS5200D402）の HD1 故障により RAID アレイ障害が発生。HD
を 1 基ずつ交換した。4 月 14 日、LinkStation が故障したため予備機へ交換。TeraStation と LinkStation
が短期間に連続して故障したため、電源電圧などの調査を行ったが、原因解明には至っていない。 
エ） SG に関わる観測の停止 
観測切り替わり時に、通信エラーが起きて観測が停止することがある（以後、SG エラーと呼ぶ）。観測
制御用 PC(ISONON)と分光計 PC との間の(socket 通 信）での通信エラーか、または回転ミラーのモーター
制御の際のインターフェイスボー ドとの通信エラーと国内側で判断されたが、根源的な対処までは出来
ていない。正常に観測の切り替えが行われるかどうか、一年を通して気を配っていたが、深夜や早朝に SG 
エラーが発生した場合は、観測再開まで時間がかかってしまうことが多々あった。10 月にオゾンと NO の
観測切り替えが 20 回を超えると、デジタル分光計の観測プログラムが自動で停止し、SG エラーとなるこ






の除去を行った。55 次隊では 3 回（2 月 21-23 日、4 月 26-30 日、6 月 15-16 日）ガラスデュワー内の乾燥
を実施した。6 月 17 日に霜の成長を抑えるため、液面センサーにヒーターを巻付けた。 
8 月 8 日にペルチェファンと液体窒素サーバーの継手の交換を行った。8 月 10 日に空冷用ファンが停止し
たため予備機と交換した。 
3）  問題点・課題 







3.2.1.1.5 airglow 冬期観測【AJ01_12W】                     増田 拓・吉川 康文・宮道 光平 
1） 概要 
a） 全天単色イメージャ 
全天単色イメージャ（All Sky Imager 以下 ASI と略称）は、専用設計された全周魚眼レンズと縮小光学系、
5 種のフィルタを搭載できるフィルタ切り替え装置、背面照射型電子冷却 CCD カメラからなり、情報処理棟
に設置されている。Na（599.3 nm）と Background（572.5 nm）の 2 種類のフィルタを順次切換えて観測を行
っている。 
b） OH回転温度観測 
OH 回転温度観測（以下 OH と略称）は CCD センサーと回折格子を使って OH 大気光の回転振動帯スペクトル





3 月 7 日から 10 月 20 日まで観測スケジュールに従って自動観測を実施し、140 晩分の観測データが得ら
れた。観測開始直後に観測プログラムエラーのため観測が開始されない不具合が度々発生し、その都度観測
プログラムを再起動することで対応した。5 月 20 日より観測終了翌日の PC 自動リブート後に観測ソフトウ
ェアが停止、操作を受け付けなくなる不具合が発生したため、リブートスケジュールの見直しを行って解消




られたため国内指示により CCD カメラ、CCD コントローラ及び接続ケーブルを交換、カメラのピント調整を
行い同月 31 日に観測を再開、正常にデータが得られることを確認した。観測期間終了後に外付け HDD にバ
ックアップをとり、観測データが入った外付け HDD1 台を国内持ち帰りとした。2015 年 1 月、観測期間に入
る前に 56 次隊で持ち込んだシステム一式に更新し、旧システムは国内持ち帰りとした。観測期間終了後は
観測制御用 PC の電源を切ることで使用電力量削減に努めた。 
b） OH 
光学観測(WATEC)のスケジュールに合わせて 2 月 21 日から 10 月 20 日まで観測を実施し、218 晩分の観測
データが得られた。3 月 13 日にデータが取得されないトラブルが発生したが、その日以降同様のトラブルは
発生していない。6 月以降毎月末に自動観測が停止しない不具合が発生、観測プログラムの手直しにより 9
月以降不具合は解消された。観測期間終了後に外付け HDD にバックアップをとり、観測データが入った外付
け HDD1 台を国内持ち帰りとした。モニタ電源は可能な限り切り、観測期間終了後は観測制御用 PC の電源を
切ることで使用電力量削減に努めた。 
 









CO2 センサー 測定方法 NDIR (Non-Dispersive InfraRed) 
標準ガス濃度 388.99ppm、388.07ppm、398.60ppm 
GPS ゾンデ部 RS-06G（CO2 ゾンデ対応型） 
地上設備 簡易 GPS ゾンデ受信システム(RD-08AC) 



















































3.2.2.2 SuperDARN レーダーとオーロラ多点観測から探る磁気圏・電離圏結合過程 















サドル EL1～10 の全サドルを改良型（D1 改、D2 改、D3 改、D5 改）に交換。 
EL4 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1 を P8A に交換。 
EL7 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
U ボルトを U2A に交換。 
エレメントパイプ 1 を P11A に交換。 
EL9 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1 を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2 を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3 を P6B に交換。 
EL10 
エレメントマウントの枕部を丸ブロック型に交換。 
エレメントパイプ 1 を P15A に交換。 
エレメントパイプ 2 を P13A に交換。 
エレメントパイプ 3 を P7B に交換。 
フェーズライン 
EL6-7 間の中心からやや EL6 寄りと、EL9-10 間の中心からやや EL9 寄








全アンテナの VSWR 測定を実施。 1 月 6、15
日 
1 月 19 日 HF1m08 の保守を実施。 
1 月 28 日 破損していた HF1m15 のタワーのヒンジを交換。 
1 月 29 日 HF1i01 の保守を実施。 
1 月 30 日 HF1m03 の保守を実施。 




3 月 18 日 ブリザード後の点検で、HF2m01 の EL9 の先端部折損を確認し、仮補修を実施。 
6 月~9 月 
ブリザード後の点検で、HF1m4EL3，HF1m9EL2・9，HF1m11EL3，HF2m1EL8 の先端部
折損を確認。 
9 月 26 日 全アンテナの VSWR 測定を実施。 
12 月 17 日 HF1m08 の保守を実施。 
12 月 26 日 56 次隊主導で、全アンテナの VSWR 測定を実施。 
2015 年 
1 月 15 日 
56 次隊主導で、HF1m09 の保守を実施 
1 月 19 日 
ブリザード後の点検で、HF2i01 の EL9 の根元折損、HF2i03 の振れ止め線切断、
HF2m04 の EL9 のエレメントマウントが 2 つ破断を確認したため各々補修を実施。
 





5 月 1 日 
HF2dio の PC に SystemStatusFan アラームを確認 
5 月 26 日 第 2HF レーダーのディスプレイが故障したため、予備品との交換を実施。 
12 月 3 日 第 2HF レーダーの PA8 に 50V 電源異常警報。 
2015 年 
1 月 16 日 
第 2HF レーダーの PA12 に PA 警報。 
 
c)   HF レーダー関連小屋の保守 




d)   大型大気レーダー観測に影響する雑音調査 
4 月 18 日より大型大気レーダー観測に HF レーダーからの雑音が発生しており、その原因究明のため、11
月 9、20、22 日日にレーダーの一時停止、および送信スペクトラムの測定を実施した。 





2 月 17 日 
突発停電のため欠測が生じた。 
3 月 9 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
4 月 4 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
4 月 6 日 
観測棟 HF2HKPC の MO 書き込みエラーが発生。同日再起動したが、8、10、12、14 日
と再発したため、MO をフォーマットすることにより解消。 
6 月 13 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
6 月 3 日 第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
8 月 31 日 hfsrv1 メモリ不足のため観測データの保存ができず、国内対応待ち。 
9 月 25 日 hfsrv2 メモリ不足のため観測データの保存ができず、国内対応待ち。 
11 月 6 日 hfsrv1、hfsrv2 メモリ不足解消。 




12 月 5 日 突発停電のため欠測が生じた。 
12 月 7 日 突発停電のため欠測が生じた。 
2015 年 
1 月 1 日 
第 2HF レーダーの Radops がハングアップしていたため遠隔再起動。 
1 月 7 日 観測棟 HF2HKPC の MO 書き込みエラーが発生。MO をフォーマットすることにより解消。
























































































全天 TV カメラ（Auroral TV camera 以下 ATV と略称）観測は、オーロラ活動を動画で記録するために行わ
れており、他の観測データの解析などにも活用されている。CCD アナログカメラに全周魚眼レンズおよび暗
視夜スコープ（ナイトビュワー）を取り付けて、全天のオーロラ活動を TV レート（30 枚/秒）で撮影する。




うにしたもの（以下 WATEC と略称）が、ATV と同じドームに設置されている。これは画像蓄積型の CCD を用
いたもので、主にタイムラプス記録用として運用するが、ナイトビュワーのように過剰光を避けなければな




い 3 月 2 日から 9 月 27 日まで悪天候時を除き 121 晩分の観測を行った。受光部内部はヒーターで温度制御
されているが、気温が低い時にはドーム内に霜が付く時があった。4 月 22 日、ch1 と ch5 の出力異常が発覚。
受光部基板コネクタピンが外れていたため、付け直して再開。ch１は復旧するが、ch5 は変化が無かったた
め、ユニットを取外し確認したところ、はんだ付けが外れていることを確認。補修を行い観測再開した。5
月 2 日、光学ドーム内に霜が発生したことから、HEATER2 の温度を+10℃から+20℃に変更した。5 月 8 日よ
り再び ch1 の出力不具合が発生。プリアンプ部の不具合と推定され、予備品が無いため現状のままとした。
2009 年設置から 6 年が経過、地磁気の偏角が西側へ 1 度変化したことにより 2015 年 1 月に受光部方向の調
整・再設置を実施した。 
b） ATV 
SPM のスケジュールに合わせて 3 月 2 日から 9 月 127 日まで悪天候などを除き 120 晩の観測を行った。ほ
ぼスケジュール通りに観測出来たが、観測の開始が手動であるため人為的ミスで観測が遅れることがあった。





2 月 26 日から 10 月 15 日まで悪天候時を除き 180 晩の観測を行った。タイムラプスデータはデジタルビデオ
レコーダー（DVR-W3040N）で HDD に記録され、500GB の HDD１台を国内へ持ち帰った。 
オーロラ観測期間外（10 月中旬～2 月末）は、機器類の電源を OFF にした。ドーム霜取り用のヒーターの



























1)   経緯  
テープのテンション異常が数回あったが、その都度修正した。10月20日にエサロメーター本体の時刻が15秒
ずれていたために修正した。 
2)   問題点・課題  
特になし 
  









OPC 型式 ADS-04-10CH 
測定チャンネル数（粒径） 8CH（0.3、0.5、0.8、1.2、2.0、3.0、5.0、7.0μm） 
散乱方式 光軸交角 90°側方散乱、集光全角 122° 
GPS ゾンデ部 RS-06G 
地上設備 GPS 高層気象観測システム 





気  球 2000 g 












飛揚年月日 観 測 目 的 到達高度 
2014 年 5 月 24 日 冬季の PSCs 出現直前の状態の観測、成層圏大気、エア
ロゾル層の沈降と低温化の影響 
26 km 
2014 年 7 月 16 日 PSCs 発達期の成層圏エアロゾル粒径分布と鉛直分布 29 km 
2014 年 11 月 13 日 オゾンホール崩壊期のエアロゾル粒径分布と鉛直分布 24 km 













3.2.2.6 昭和基地における VLF 帯送信電波を用いた下部電離層擾乱に関する研究【AP35】  




3.2.2.7 極限環境下の南極観測隊における医学生物学的研究                     町田 浩道 



























































試料名 設置日 回収日 
秋季 40 日 2014 年 2 月 4 日 2014 年 3 月 15 日 
秋季 1 日 2014 年 3 月 11 日 2014 年 3 月 11 日 
秋季 1 時間 2014 年 3 月 11 日 2014 年 3 月 11 日 
秋季 1 日 2014 年 3 月 13 日 2014 年 3 月 13 日 
秋季 1 時間 2014 年 3 月 13 日 2014 年 3 月 13 日 
春季 40 日 2014 年 9 月 28 日 2014 年 11 月 6 日 
春季 1 日 2014 年 10 月 1 日 2014 年 10 月 1 日 




春季 1 日 2014 年 10 月 12 日 2014 年 10 月 12 日 
春季 1 時間 2014 年 10 月 12 日 2014 年 10 月 12 日 
夏季 40 日 2014 年 12 月 3 日 2015 年 1 月 11 日 
夏季 1 日 2014 年 12 月 18 日 2014 年 12 月 18 日 
夏季 1 時間 2014 年 12 月 18 日 2014 年 12 月 18 日 
夏季 1 日 2014 年 12 月 22 日 2014 年 12 月 22 日 








4.1 機械                 吉田 哲大・上原 誠・金田 祐・三浦 秀史・横田 佑輔 


























































既設配管との取り合い、第 1 中継槽、第 2 中継槽との接続は未施工である。 
b） 第 1 中継槽修理工事 
53 次隊で持ち込んで仮置きした第 1 中継槽が、同時期に転倒し破損したことを受けて、55 次隊にて補修
用の溶剤とガラスクロスを持ち込み、破損部の補修を試みた。外観上、変形していた継手も正常な形状に修
復したが、水張試験を実施したところ、漏れが確認された。56 次隊にて新たな第 1 中継槽を準備したことに
より、既設品は持ち帰りすることとした。 
 






















































a）  既存冷凍機の取り扱い 
作業に伴い全ての既存冷凍機の運転停止（冷凍庫内温度上昇）を予定していたが、更新作業に干渉する既
存冷凍機は 1 台であること、冷凍庫内に残存している冷凍品の搬出および搬入作業が発生する為、既存冷凍










4.1.5 各所エネルギーデータの取得と管理・運用【SME_13】                上原 誠 
a) 電力負荷調査 
主分電盤裏面 400V 銅バーに発電機電力量計測用データロガーが設置（2010 年 2 月 4 日）されており、
越冬期間中毎日データ収集を行い、1 日あたりのデータ量が大きいことから 55 次隊では毎週月曜日に吸い上げて







方角は東西南北の 4 方向、パネル傾斜は地平面を 0 度として、0 度(天頂部)、30 度、60 度、90 度である。 
イ） 運用状況 
機械建築倉庫内にデータロガーを設置、各パネルからの直流電流及び温度データを収集、データは毎月















がズレる為ズレの修正はできなかった。データ取得開始時の時刻、停止時の時刻を記録し報告した。    
 




40 次隊より開始された S165L-UT×300kVA（240kW）2 台による電力供給を 55 次隊でも継続して実施し、
年間を通じ安定した電力を供給した。最大使用電力量は 54 次隊（223kW）と比較して 230kW と 7kW 増しと
なった。月ごとの平均電力も前次隊に比べ 14kW 増しで推移していた。基地の設備も年々増加傾向にあり
基地電力設備・機器について見直す必要がある。55 次隊においても電源切換時以外は常時 1 台での電力供
給とした。2 月 17 日 10:47 エンジン停止による全停電が発生した。原因は温水ポンプの号機スイッチを切
り替えた際に、間違えてラジエター循環ポンプのバルブを操作した為、クーラー冷却水が断水して発電機
重故障発報・エンジン停止に至った。ポンプの号機を切り替える際は検水器が作動しないようにワイパー
を上げておくよう引き継いだが忘れていた為全停電に至った。12 月 1 日 14:00 1 号機運転中に潤滑油圧力
低下重故障発報で発電機停止・全停電発生。エンジン停止の原因は 150kW から 245kW への瞬時な負荷変動
にエンジンが耐えられず停止したものと思われる。急負荷でエンジンが停止した後に油圧低下の警報が出
ている模様。同日 15:08 80kW まで復電中に同様に 245kW までかかり再度エンジンストール、全停電発生。
当時は警報スイッチの故障と思い 2 号機に切り替え復電を完了させた。12 月 5 日にも同様の原因で 2 号機
が午前中に 3 回瞬停、15:08 に 355kW までかかって全停電している。15:52 復電中に再度停電発生。1，2
号機共に同時期に警報スイッチが故障するとは考えにくいので他の原因を探したところ、電力チャート紙
の異常値を発見した。原因を他に見つけたことにより切り替えをせずにそのまま 2 号機を立ち上げ、復電




ェネシスクリーンディーゼル（15W40）からスーパーマルパス DX100 に変更した事により、55 次隊でも不






No. 54次隊からの引継ぎ時間 55次隊の年間稼働時間 56次隊への引継ぎ時間 
1号機 81,919.3 4378.2 86297.5 
































































































































は一年ごとに 1 号機と 2 号機を交互に国内に持ち帰り整備して次の年に基地に持ち込む予定であったが、
小屋に対して発電機が大きく 2 号機が搬入口まで出せない。小屋の設計もしくは運用方法の見直しが必要
と思われる。55 次では 10 月・11 月に小屋の出入り口扉を全開にして一週間のキャンペーン観測を行った。
キャンペーン観測中は大きな問題はなかった。 
イ） 運転サイクルおよび点検整備 
55 次隊では、21 日間 1 サイクルを基本として運転号機を切換えた。定期点検は日常点検、500 時間、1,000
時間それぞれにおいて保守点検計画表に基づき行った。 
ウ） 燃料消費量 
































潤滑油消費量の節約と保守性の向上に努めた。年間の潤滑油補給量は 1 号機に 690ℓ、2 号機に 420ℓ使用し
−295−
  －296－
た。また、2014 年 1 月の 1 号機のオーバーホール時、2014 年 12 月の 1 号機定期点検で全量 430ℓ、2015
年 1 月の 2 号機オーバーホール時に全量 440ℓの交換を実施し、合計 1,980ℓを使用した。燃料噴射ポンプ
用潤滑油「スーパーマルパス DX100」は 127.5ℓを使用した。 
オ） オンサイトシステムと機械ワッチ 
37 次隊で設置し、44 次隊にて更新したオンサイトシステムにより発動機をはじめとするコージェネレー
ション設備の監視を常時行い、機械ワッチにも活用した。54 次隊で更新した PC 等周辺機器は問題なく使
用できた。しかし、5 月 12 日の電源切替時に 2 号機オンサイトの計測数値がその他の温度計やメーター類
と大きく異なる数値を示した。電源切替を中止して原因を調査したところ、エンジン補機盤内のオンサイ
ト遠隔監視端末の基盤が故障している可能性が非常に高いという結果が出た。基盤は 56 次が調達済み。













4.1.7 電力設備/制御盤の管理・運用【SME_15】                          上原 誠 
1） 300kVA同期発電機 
a） 概要  
37 次隊(1995 年)より、1 号機を「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事を行い運
転開始した。40 次隊(1998 年)で 2 号機も更新工事を行い運転開始している。49 次隊において、1 号機オー
バーホール(ベアリング交換)のため、発電機の交換を実施している。交換した発電機は 50 次隊で持ち帰り
オーバーホール(ベアリング交換)後、53 次隊で持込み 2 号機の更新工事を行い、運転開始している。 
b） 運用状況 
年間を通して異常なく稼働した。2014 年 2 月 1 日から 2015 年 1 月 31 日までの 55 次隊越冬期間中の運転








37 次隊(1995 年)より「200kVA 同期発電機」から「300kVA 同期発電機」への更新工事を行い、現在の設備
となっている。年間を通して稼働状態であり、毎日 2 回の機械ワッチ時に運転状態の確認、運転データの記










は、1 号機と 2 号機の電圧に多少のズレがあるため「0.05～0.1」程度の力率差があるが問題なく運転して
いる。更にズレが大きくなった場合は、電圧を調整して力率を合わせる必要がある。負荷分担制御は、1
号機と 2 号機の電力差が 10kW 程度あるが、正常な制御範囲と判断し運転を継続している。2014 年 1 月に
1 号発電機の警報試験を実施し、正常に動作することを確認した。また、2014 年 10 月に 1・2 号発電機盤
及の保護継電器試験を実施し、正常に動作することを確認した。 
イ） 電力切替盤 










補機盤内部のオンサイト監視盤内にある基盤の故障があり 2 号機の１/3 程度の監視ができなくなった。
2 号機運転時は、機側のメータで読み取れない必要な回路を 1 号機オンサイト監視盤に配線を盛り替え監
視した。力率改善用データロガーにて電力データを採取した。  
オ） 1 階補機盤 
年間を通して異常なく稼働した。力率改善用データロガーにて電力データを採取した。 
















エンジン補機盤内にあるオンサイト監視装置の故障により 2 号発電機の監視が１/3 程度監視ができな
くなった為、2 号機運転時は、1 号機の監視装置に回路を盛り替え、監視を行った。 
イ） 発電機盤 
ランプの球切れにより、電球 2 個を交換した。 
ウ）  直流電源装置（始動用・ガバナ用・制御用） 














太陽光発電システムは 38 次隊(1996 年)より導入し、43 次隊で架台 88 基(架台 1 基に太陽電池パネル 8 枚
取付)、太陽電池パネル 704 枚、総出力 55kW の太陽光発電システムとなっている。また、55 次隊では補強入
り太陽光パネルを 32 枚設置し越冬中監視を行った。 
b） 運用状況 
データロガーに収集されたデータを毎月初めに吸い上げ、南極観測センターへ FTP 送信した。極夜期(5 月





















































 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
月間発電量 
(kWh) 
2,772 2,405 507 131 0 0 97.9 2,239 4,024 4,250 2,647 4,168
最大電力 
(kW) 












太陽電池パネルのひび割れや腐食、破損等の状況変化を観察した。2014 年 4，7，9，1 月の 4 回、破損
状況調査を行い進行がないことを確認した。 
エ） 太陽電池パネル開放電圧測定 
2014 年 4，9 月の 2 回、太陽電池パネルの開放電圧測定を実施し、全パネル判定値内であることを確認
した。 
d） トラブル 
2014 年 8 月 7 日に発電棟内部に雪が吹き込み盤内部に浸水が発生した。直ちに立下げを行い、電源を解放
し、盤内部、上部の雪の排除、拭き取り、エアー吹きを実施し、乾いたウエスにて養生を行った。盤内部を
十分に乾燥させ数日後再起動し、不具合箇所はなく運用を開始した。 
6） 風力発電機の運用・管理状況  
a） 10KW 風力発電機稼働状況   
49 次隊から風力発電機の運用が再開された。負荷は 2 系統あり、第一ダムの融雪ヒーターと小型発電機小
屋内の試験用ヒーターである。55 次隊では小型発電機小屋の試験用ヒーターが撤去されたことから、年間を
通して第一ダムの融雪ヒーターへの回路にしていた。年間を通して停止状態とし、ブリザード後の点検、月






風力発電小屋には 2 週間 1 回ワッチを行った。ワッチ内容はエアー系の水抜き操作、小屋内の温度管理、
外観確認が主たる目的であった。年 1 回のシリカゲル交換作業を 1 月に実施した。 
c） 20kW 風力発電設備 
55 次隊では持ち込まれた小屋の点検を実施した。冬季には小屋内の機器を守る為、仮設電源にてトランス
に送電を行った。精密機器は倉庫棟 1 階の棚・設営事務室に保管した。56 次到着前に 12f コンテナ物資移動、

























造水利用 120.1 119.7 119.9 122.8 113.5 115 124 118.6 112.1 104.5 110.2 155.1
空調利用 18.3 13.6 22.9 27 28 30.9 27.1 29 29.1 13.3 9.7 0.5
温水利用 23.7 16.1 12 12.6 12.7 12.7 12.3 11.7 11 10.6 11.1 10.4
温水系排ガス回収 0 0 10.9 7.9 5.1 5.8 7.5 5.9 5.8 0 0.1 0
室外気温 -2.2 -5.8 -10.4 -15 -15.3 -19.5 -21.9 -16.3 -15.3 -5.3 -0.1 -1.1





対して不足する場合に追い炊き用として使用している。55 次隊では、更新した 1 号機、既存の 2 号機を































55 次隊では、3 月から 10 月まで、越冬中のほとんどを占める期間について、発動機の排ガス熱回収を











用に利用される。55 次隊では 3 月から 10 月まで排ガスの熱回収を行い熱の有効利用に努めた。ただし、









空調設備点検を 1 ヶ月に 1 回実施し、ファンコイルユニットのエアーフィルターの清掃を 3 ヶ月に 1 回
実施し、9 月に摩耗・汚損の著しいエアーフィルターの交換を実施した。 
エ） 汚水処理棟 
不凍液循環ポンプは、奇数月に 1 号機、偶数月に 2 号機を運転して運用した。 














































6 月に第 2 居住棟の床暖房循環ポンプについて大きな異音の後、電動機が停止する故障が発生した為、
新品に交換した。冬期は外調機の外気給気口ダンパーを主導で全閉にして運用した。空調設備点検を 1 ヶ
月に 1 回実施した。 
カ） その他 












a)  脱塩装置 
年間を通して透過水量 4ℓ/min、濃縮水量 7ℓ/min で運用した。脱塩装置の年間稼働時間は 3,997h/年、1 日
当たりの平均稼働時間は 12.3h/日、1 年間の平均脱塩率は 99.2%であった。水質については医療部門が水質
検査を 1 ヶ月に 1 回実施した。医療部門からの水質検査結果の報告を受けて、特に残留塩素濃度に関しては、
次亜塩素酸ナトリウム水溶液の注入量を調整した。55 次隊では 1.2%に希釈した次亜塩素酸ナトリウム水溶
液の注入量は 1,040ℓであり、例年と比較し少量となっているが、これは造水量が少なかったとによるもので
ある。プレフィルター（5 ミクロン）は、差圧もしくは 1 ヶ月に 1 回の交換で運用した。浸透膜フィルター
は、6 ヶ月もしくは脱塩率が 90%以下となった時点で交換することとなっているが、脱塩率に余裕があった
為、9 月と、引継ぎを兼ねて 1 月に交換を実施した。尚、年間を通して脱塩率が 90%以下になることは無か
った。 













55次 上水および中水 月別日間平均使用量 日平均上水造水量（ℓ）日平均中水造水量（ℓ）
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c)  130kℓ水槽 
年間を通して荒金ダムから給水して運用した。また、130ｋℓ水槽への雪入れ作業は、除雪を目的として主
に 130kℓ水槽周辺の雪を投入した。越冬中の貯水量は、強風時の水のあふれを防止する為に、水位計の表示
が 70kℓから 90kℓの範囲となる様に運用した。また、130kℓ水槽循環ラインのストレーナーは荒天後、1 ヶ月





年間を通して 130kℓ水槽から給水して運用した。100kℓ水槽循環ラインのストレーナーは、1 ヶ月に 1 回の





中水フィルター(5 ミクロン)および温水フィルター(5 ミクロン)は、差圧もしくは 1 ヶ月に 1 回の交換で
運用した｡冷水循環ポンプは、2 台のポンプを奇数月に 1 号機､偶数月に 2 号機を運転して運用した。温水循
環ポンプも奇数月に 1 号機､偶数月に 2 号機を運転して運用した。トイレの小便器は尿石除去剤を使用して 2
ヶ月に 1 回実施した。風呂循環配管は荒天時の外出制限が発令された際に協力を乞い、2 ヶ月に 1 回程度の
頻度で高圧洗浄を実施した。また、薬品(ブルークリーン LS)を使用した洗浄は 4 ヶ月に 1 回程度の頻度で実
施した。風呂ろ過装置のカートリッジ式フィルターは、ろ過器の圧力が 1.7kgh/c ㎡もしくは 1 ヶ月に 1 回
の交換で運用した。6 月にろ過タンクに亀裂が発生し破損した為、予備品と交換した。本体の経年劣化と、
フィルター交換時の上蓋締め付けトルクが強かったことが起因したものと推測する。注意喚起として締め付
けトルクが大きくならない様に本体へ表示した。浴槽のお湯の交換は、1 ヶ月に 1 回程度実施した。ヘアー
キャッチャーは、ナイロンメッシュの交換とストレーナーの清掃を週に 1 回実施した。銀イオン滅菌剤は、
3 ヶ月に 1 回の交換を行い、1 回に銀イオン滅菌剤を 3 個ずつ使用した。女子風呂の利用は 11 月まで無く、
12 月の 56 次隊員利用に合わせて立ち上げを行い、風呂循環装置のメンテナンス等について 56 次隊へ引き継
いだ。 
b) 管理棟 
二槽式受水槽は、10:30 の機械ワッチで 12%希釈の次亜塩素酸ナトリウム水溶液を各水槽へ 50mℓずつ注入
した。これは、受水槽内で水が滞留する時間が長く、残留塩素濃度が希薄となる為の措置となっていること
と、水位計(満水・渇水)の検知棒の導通率が低下することによる誤検知を防ぐ為の措置となっている。受水
槽内の清掃は一槽目を 6 月に、残る二槽目を 9 月にそれぞれ水抜きして拭き掃除を実施した。厨房の浄水器

























源トランスをそれぞれ予備品と交換することで復旧した。第 1 夏期隊員宿舎･第 2 夏期隊員宿舎ともに、立
ち下げ時は屋外のすべての開口および温水ボイラー煙道を毛布と目張り板により封鎖した。 
b) 造水設備 




























行ったが、立ち上げ後に 56 次隊が調達した部品で復旧を行い、設置した。 
 
4.1.9 電気設備の管理・運用【SME_17】                                      上原 誠・吉田 哲大 
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源ケーブル、制御ケーブルの挟み込みを行った。第 1 中継槽、第 2 中継槽は未完成の為、ポンプ・ヒータ・
電極の工事は実施せず、第 1 中継槽分のケーブルは防火区画 A の床下に巻ためた。第 2 中継槽分、作業工作





2 月越冬交代後 55 次隊では 24 人体制となり、第 2 居住棟に全隊員が生活することから、ロッカー室 2 か




炊飯器更新により、今までの炊飯器は 100V の製品であったが、55 次で更新した炊飯器は 200V 電源が必要












た。内機 11 か所・中継 11 か所計装配線のわたり配線、内機用電源 4 回路の配線を各内機、中継に送電した。
試運転が終わり、運転が可能になり、各温度センサー・電力ロガー・計測盤の設置、配線を行い、監視用 PC



















力量の調査を行うため、管理棟 1 階の 100V 回路と 200V 回路にデータロガーを 2 か所設置した。 
k)エコワット調査 
















































イ)見晴 WEB カメラ・無線 LAN 設置電源工事 















ブリザードや極夜を中心に外部作業ができない日に実施した。管理棟 3 階の食堂照明 32 箇所、サロン 2
箇所、通路棟 26 箇所の照明器具を交換した。非常照明を中心に 52 次から行われている LED 化により、HF 器















































2 月の全停電時に無線機 3ch が使用不可能となることから、越冬隊全体に 1ch に変える為の時間を稼ぐ為
に電源元となる電離層棟の 3ch リピーター装置電源回路に UPS の設置を行った。運用中の回路であることか
ら電離層棟 100V 回路の予備ブレーカーから新規に電源を取り UPS を稼働させ充電を行った。元の回路から
UPS コンセント回路への切り替えは比較的運用の少ない日曜日の午前に切り替えをおこなった。 
A)気象棟架空ケーブル修理 
6 月 13 日のブリザードによりアルミ板の風散により気象棟風上の架空配線柱にアルミパネルが、くの字に
曲がり貼り付いていた。床から架空へ立ち上がっている配線 2 本にアルミパネルが貼り付き、風で振動した
為、ケーブルの外装に亀裂が発生していた。内部の電線にまでは被害がないことから、観測や基地維持に支
障が起きていないか数日監視し、障害の報告がないことから、外装の保護の為、3M 接続キット 2 セット分の
外装修復材を使用して復旧した。 
B)MWFステージ照明工事 
ミッドウィンターのステージ作成の為、管理棟 3 階の食堂に仮設照明を設置した。電源は管理棟 3 階の電
灯盤から 4 回路配線し、照明の照度を変更できるようにスライドスイッチを取り付けた。照明は投光器をス





































1 月，8 月，2015 年１月に汚水処理棟各盤、居住棟、管理棟、発電棟の汚水系統の警報試験、絶縁抵抗測
定を実施した。特に異常はなかった。 
I)第1中継槽水張試験用電気ヒーター工事 





























年 1 回の試験だが、夏期間の引き継ぎ時間短縮の為、1 号機、2 号機共に試験を実施した。過電流継電器、
過電圧継電器、不足電圧継電器、電力継電器、地絡方向継電器共に、問題なく試験を終えた。 
O)停電対応 




12 月に合計 5 回の停電が発生した。1 日に 2 回、5 日に 2 回、7 日に１回だった。原因は非常発電棟へ送
電されている電源ケーブルの劣化による短絡、地絡により、エンジンに大負荷がかかり、停止した。1 回目、

























































55 次隊では V42AS を常用として運用した。越冬前半でエンジンブロックにクラックが入って水が漏れてい
るのを確認した。予備品がなかったため 56 次に調達依頼。厳冬期はオイルレスポンプの中に残っていた水
が凍りつき給水できないトラブルが頻発した。その際はもう 1 台の V40BS を使用した。 
b） 消防ポンプ小屋 


































第１居住棟 第２居住棟 第 1 夏宿 第 2 夏宿 気象棟 観測棟 地学棟 電離層棟 衛星受信棟






































































4.1.13 力率改善用データの取得【SME_21】                                   上原 誠 






























































人員輸送や物資輸送と使用頻度が高かった。2WD と 4WD があるが、2WD 車は昭和基地の荒れた路面や積雪
がある路面ではスタックすることが多く使用に向かない。  
(40)車はブレーキシリンダーが固着している不具合があったので修理した。 

















































必要と考える。また、12ft コンテナを吊り上げられるクレーン車は 1 台しかないので、早急にもう 1 台調達
して輸送体制を確立した方が良いと思われる。(38)クレーン車は持ち帰り待ちで、B ヘリの側にデポしてあ
る。(43)クレーン車はブーム部分にグリスを塗った。特記するほどの不具合は無い。（52）クレーン車は主
巻サポートが変形していたが 55 次で持込交換した。主巻ワイヤーの交換を行い、ブーム部分にグリスを塗った。 
h） フォークリフト 






































エルフ 2t ダンプ 39 11,715km 11,928km 213km  
エルフ 2t ダンプ 43 8,092km 8,512km 420km  














エルフ 350 40 8,337km 8,961km 624km  
エルフ 350 44 5,621km 5,630km 9km  
エルフ 350 47 4,851km 5,189km 338km  
エルフ 150 40 5,602km 5,650km 48km  
エルフ 150 白 41 10,055km 10,411km 356km  
エルフ 150 青 41 5,421km 5,530km 109km  
エルフ 150 42 8,524km 8,960km 436km  
トラッククレーン 40 9,249km 9,484km 235km ZF303 
トラッククレーン 43 8,497km 8,961km 464km ZR303 
トラッククレーン 49 3,590km 3,862km 272km  
コンテナトラック 48 2,272km 2,515km 243km  
コンテナトラック 49 1,977km 2,207km 230km  
WING100 43 3,011h 3,117h 106h  
GR-160N-2 52 1,274h 1,542h 268h  
WA100-5 48 9,134km 9,621km 487km  
同上 同上 ―h 4,402h ―h 55 次より稼働
時間調査開始 
FD25H-12 39 977h 977h 0h  
FD25T-12 40 81h 195h 114h 53 次でメータ
ー交換 
FD25T-16 49 93h 238h 145h  
FD115-7 48 1,684h 1,808h 124h  
FD115-7 49 1,688h 1,896h   208h  


















3t ダンプ 48 ① 定期整備 













エルフ 350 47 ① 定期整備 
② 荷台改修 
③ 助手席窓ガラス割れ、応急処置 




④ A/C 破損、応急処置、部品待ち 
⑤ 後輪 2 本タイヤ交換 









エルフ 150 42 ① 定期整備 
② 補機ベルト損傷、交換 
③ 油圧センサー断線、修理 
４ｔユニック 37 ① 未整備（持ち帰り予定車輌） 








４ｔユニック 43 ① 定期整備 
② テールランプ固定修理 
③ ファンベルト交換 
４ｔユニック 49 ① 定期整備 
② ENG ストール原因調査修理 
コンテナトラック 48 ① 定期整備 
コンテナトラック 49 ② 定期整備 
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② DPD 誤作動調査、修理 
ＷＩＮＧ100 38 ① 未整備（持ち帰り予定車輌） 








ホイールローダー 48 ① 定期整備 
② 作動油交換 




フォークリフト 39 ① 定期整備 
② スターター始動不良、修理 
フォークリフト 40 ① 定期整備 
フォークリフト 49 ① 定期整備 




⑤ 排気管 BKT 緩み、増し締め 
⑥ 作動油交換 







































ア） ミニブルドーザー MS40V 






くれ上がりが有ったが 54 次で修復した。また、除雪作業中に右履帯が折損した。予備部品が無いので 47
次持込み車両から移植して修復した。低温時（氷点下 30 度以下）で運用すると作動油ラインのオイルシ
ール部より漏れが発生した。作動油が温まると漏れは止まるが、低温時の運用は控えた方が良い。 
イ） 牽引トラクタ D40PL-5-1、D40PL-5-2 
S16 残置ということだが、雪の下に隠れていて車両の確認は出来ていない。 





















イ） クローラダンプ MST-800VD 
年間を通して物資や除雪した雪の運搬作業に使用した。55 次で 1 台持ち込んだ。ブリザードの後にはエ
ンジンルーム内が雪で埋まってしまう。ベルト回りだけでなく、鍵の ON/OFF に連動している燃料カット
のリンク部分の除雪を行わないと凍結してしまう。特記する不具合は起きていない。 
ウ） クローラフォーク MF-25 
























ア） 振動ローラ TW500W 
夏期に道路の整地で使用した。特記する内容は無い。 
イ） 除雪機 YSR3420-1 YSR3420-2 
狭い場所での除雪に使用した。走行不能や基盤、配線の不具合を抱えていたが修理済み。2 台とも稼働
させることは出来る。 
ウ） パンジードリル  





ski-do1 台、YAMAHA1 台の合計 4 台で運用した。暖気状態で長時間 ENG をかけっぱなしにすることは、そ
の後の始動不良の原因になるので止めた方が良い。厳冬期はエンジンの始動性が悪いため、作業工作棟の





① ski-doo  （53-1） 
ルート工作や各種観測、ペンギンセンサスで 3 月-10 月以外の時期に海氷上の移動に使用した。 
② ski-doo （53-2) 
ルート工作や各種観測、ペンギンセンサスで 3 月-10 月以外の時期に海氷上の移動に使用した。 
③ ski-doo （54-1） 
ルート工作や各種観測、ペンギンセンサスで 3 月-10 月以外の時期に海氷上の移動に使用した。 
④ YAMAHA  (55-1) 












MS40V 47 3,098h 3,149h 51h  
MS40V 51 2,186h 2,258h 72h  
D5K 53 2,550h 3,141h 591h  
MST-800VD 42 7,848h 7,848h 0h クレーン付き 
持ち帰り予定 
MST-800VD 53 2,417h 2,978h 561h クレーン付き 
MST-800VD 55 0h 555h 555h 54 次で調達 
MF-25V 55 0h 408h 408h 54 次で調達 
B22-2-2 36 1,602h 1,726h 124h  
ViO20-2 43 3,154h 3,308h 154h  
ZAXIS70 51 5,074h 5,637h 563h  
ZAXIS70 53 2,191h 3,049h 858h  
TW500W 48 1,463h 1,471h 8h  
YSR3420A 45 555h 576h 21h 除雪機 
YSR3420A 46 769h 810h 41h  〃 
Ski-do（53-1） 53 1,992km 2379km 387km  
Ski-do（53-2） 53 1,659km 1677km 18km  
Ski-do（54） 55 74 ㎞ 160 ㎞ 86km 54 次で調達 
VK540-IV（55） 55 0 ㎞ 626 ㎞ 626 ㎞  
 
表Ⅲ.4.1.15-2 車両整備内容 
車両形式名 持込隊次 整備内容 
















クローラクレーン 42 未整備（持ち帰り検討車両） 





⑥ 排気管 BKT 折損修理 
クローラダンプ 55 ① 定期整備 
クローラフォーク 55 ① 定期整備 




ミニバックホー② 36 未整備（持ち帰り検討車輌） 
ミニバックホー 35 未整備（持ち帰り検討車輌） 
   ミニバックホ （ーＶｉｏ） 43 ① 定期整備 
② ファンベルト調整 
③ 警告音常時 ON の修理 
ZAXIS 70 51 ① 定期整備 
② アタッチメントのひび割れ溶接修理 
③ アーム交換 




ZAXIS 70 53 ① 定期整備 
② A/C の BKT 折損取り外し 
③ ホーン配線修理 
④ グロー不通修理 
TW500W 48 未整備 
除雪機（YSR） 45 ① 定期整備 
② ENG 始動配線修理 
③ バッテリーCHG 配線修理 
④ ファンベルト交換 
⑤ オーが不稼働修理 
除雪機（YSR） 46 ① 定期整備 
② ミッション不稼働修理 
パンジードリル（53-2） 53 ①  定期整備 




Ski-doo（53-2） 53 ① 定期整備 
② プラグ清掃 
Ski-doo（54） 55 ① 定期整備 
YAMAHA（55） 55 ① 定期整備 
 
4.1.16 雪上車の運用・管理【SME_40】                                                        三浦 秀史 




















55 次では装輪、装軌、雪上車共に時速 10km 以内での運用とした。特に雪上車は乱氷帯等凸凹したルー
トを走行するため、慣れない隊員や曇天でルート状況が確認しづらい場合、不意な段差で怪我や故障が起
きる事が過去にもあったことから、今後も速度は 10km 以内と決めることが重要である。 
ｃ） 在庫部品について 
主に作業工作棟 1 階奥及び 2 階左側の棚、自然エネルギー棟 2 階、機械建築倉庫に保管した。他に SM100S
関係の部品は S16 の機械モジュール橇と機械幌橇の中にも保管した。 
ｄ） 内陸旅行オペレーション（2014/10/3～2014/10/13）について 
55 次では SM113S、SM114S、SM115S、SM116S、PB301、EG110 を昭和基地で本格整備を行い、旅行は SM115S、
SM116S、PB301、EG110 を運用し、バックアップ車両を SM113S、SM114S とした。 
2） SM100S 大型雪上車 
 ａ） 標準仕様車 





を行った。今回 S122 内陸旅行で使用した車両 2 台（SM115S・SM116S）とバックアップ車両 2 台（SM113S、






 ｂ） クレーン搭載車（SM102S改、SM106S改） 
  内陸での建設工事等で使用する車両で、クレーンは屈折アーム方式である。 
 ｃ） 排雪ブレード装着車（SM103S改） 
内陸での整地作業で使用出来る車両で、主に S16 車両引出し後の整地と S17 航空機用滑走路の整地に使
用されていたが、SM60/65S 車両の方が使い勝手が良く使用頻度が減少している。 






今回持ち込んだ、運用試験を行う車両 2 台（PB301、EG110）の整備を行った。運用試験は S17 航空機滑
走路にて行い、その後、S122 内陸旅行において運用した。内陸旅行中の大きなトラブルは、PB301 の室内
ヒータ作動不良と同車両のバッテリー上がり及び EG110 オーバーヒートで、PB301 ヒータに関しては交換
部品が無く復旧出来なかった。バッテリー上がりについては持ち込んだジェットヒータを使用しバッテリ
ー周囲の加温と SM115S からの充電により復旧した。EG110 オーバーヒートについては現地での再発が無く
自走可能だった為、昭和基地へ回送し不具合調査を実施、基地での復旧が困難と判断し、55 次越冬終了後
（56 次夏）国内に持ち帰った。 










































SM102S 改 42 27，954 27，954 0 S16、持ち帰り予定
SM103S 改 43 23，169 23，169 0 S16、持ち帰り予定
SM104S 改 44 884(ｈｒ) 884(ｈｒ) 0 S16、持ち帰り予定
SM106S 改 37/53 21，045 21，045 0 S16 
SM107S 38 19，748 19，748 0 S16 
SM108S 39 19，707 19，707 0 S16 
SM109S 40 19，903 20，115 212 S16、持ち帰り予定
SM110S 40 24，475 24，475 0 S16、持ち帰り予定
SM112S 42 27，439 27，439 0 昭和 
SM113S 43 7，492 7，537 45 S16 
SM114S 44 26，004 26，172 168 S16 
SM115S 45 20，984 21，462 478 S16 
SM116S 46 21，845 22，292 447 S16 
SM117S 56 - - - 56 次隊持込み 
SM601S 48 5，784 ※ 5，966 ※ 182 昭和 
SM651S 改 56 - 200 180 
56 次隊持込み、昭
和 
SM652S 改 55 3，663 5，209 1，546 昭和 
SM653S 51 10，283 10，937 654 55 次隊持ち帰り 
SM507S 34 4，851 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM511S 37 12，455 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM521S 30 19，542 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM522S 30 4，942 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM407S 36 19，019 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM408S 29 31，569 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM409S 29 32，347 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM410S 37 25，158 0 0 昭和、持ち帰り予定
SM411S 39 23，148 24，765 1,617 昭和 
SM412S 42 26，813 28，041 1，228 昭和 
SM413S 45 9，592 9，641 49 昭和 
SM414S 46 19，590 21，360 1，770 昭和 
SM415S 55 -  433  433 昭和 
SM302S 43 5，955 6，064 109 昭和 
SM303S 44 6，497 6，497 0 昭和 







SM102S 改 42 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
−326−
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SM103S 改 43 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
SM104S 改 44 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
SM106S 改 37/53 ・未整備 
SM107S 38 ・タコセンサー取り外し 
SM108S 39 ・未整備 
SM109S 40 ・回転計不良の為タコセンサー交換（持ち帰り検討車両） 
SM110S 40 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
SM112S 42 ・未整備 














































































・右第 1 トーションバースプリング折れの為交換 
・各転輪の取付け確認 

































































































SM507S 34 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
SM511S 37 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
SM521S 30 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
SM522S 30 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
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SM407S 36 ・未整備（持ち帰り車両） 
SM408S 29 ・未整備（持ち帰り車両） 
SM409S 29 ・未整備（持ち帰り車両） 
SM410S 37 ・未整備（持ち帰り検討車両） 
SM411S 39 ・未整備 
・プレフォーマー燃料配管増し締め 
・操向用シリンダＡ交換 






















































SM311S 31 ・未整備（持ち帰り車両） 
















SM303S 44 ・未整備 


















・リアフォグランプのブラケット取付け面 FRP 部割れ、コーキング補修 
 































種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 28-02 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 29-02 昭和 枠付き 空橇 
幌カブ改造橇 32-01 昭和 枠無し平橇 ミニバックホー（35）搭載 
2 トン積木製橇 35-01 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-09 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 35-12 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 35-15 昭和 枠付き 空橇 支柱交換 枠修理 
2 トン積木製橇 35-19 昭和 枠付き 低温燃料搭載して使用 
2 トン積木製橇 35-21 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-03 昭和 枠付き 空橇 
−333−
  －334－
種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
2 トン積木製橇 36-04 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-05 昭和 枠付き リキッドコンテナ搭載して使用 
2 トン積木製橇 36-07 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-11 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 36-13 昭和 枠付き 空橇 ワイヤー交換 
2 トン積木製橇 36-14 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 39-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 39-14 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 40-03 昭和 枠付き  
2 トン積木製橇 40-04 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 41-04 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 42-01 昭和 枠無し リキッドコンテナ搭載して使用 
2 トン積木製橇 42-03 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 42-04 昭和 枠付き 貨油ホース搭載 
2 トン積木製橇 43-01 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 43-04 昭和 枠付き 低温燃料ドラム缶 12 本搭載 
2 トン積木製橇 44-02 昭和 枠付き 空橇 
2 トン積木製橇 44-04 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 45-02 昭和 枠付き 
JET-A1 を 12 本搭載して使用 
枠修理 ワイヤー交換 
2 トン積木製橇 45-03 昭和 枠付き 
JET-A1 を 12 本搭載して使用 
ワイヤー交換 
2 トン積木製橇 46-01 昭和 枠無し リキッドコンテナ搭載して使用 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠付き レスキュー橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 貨油ホース搭載 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し コンテナ橇のスキー部 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 不明 昭和 枠無し 空橇 
2 トン積木製橇 未確認 昭和 枠無し 
旧流星レーダー小屋搭載 
PANSY 小屋前デポ 
2 トン改造橇 36-09 昭和 箱型 空橇 
幌カブース橇 41-機-1 昭和 幌カブ  
幌カブース橇 47-観測-1 昭和 幌カブ 内陸で食料橇として使用 
幌カブース橇 47-発電-1 昭和 幌カブ 33kVA 発電機搭載 
幌カブース橇 48-1 昭和 幌カブ  
幌カブース橇 極研 62-2 昭和 幌カブ 表記薄い 
幌カブ改造箱橇 不明 昭和 幌カブ トイレ橇 
12ft コンテナ橇 不明 昭和   
12ft コンテナ橇 不明 昭和  12ft コンテナ搭載専用 
12ft コンテナ橇 不明 昭和  12ft コンテナ搭載専用 





種  類 橇台番号 場所 形態 備         考 
12ft コンテナ橇 54-2 昭和  
12ft コンテナ以外の       
大型物資も搭載可能 
20ft コンテナ橇 不明 昭和 リーマン 55 次持込 居住モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 不明 昭和 リーマン 
55 次持込 空 夏期氷上輸送で使
用 
20ft コンテナ橇 不明 昭和 恒栄 枠付き 空 
大型橇 不明 昭和  金属タンク搭載 
2 トン積木製橇 35-14 S16 枠付き 低温燃料搭載 
2 トン積木製橇 35-19 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
2 トン積木製橇 36-12 S16 枠付き 
ガソリン 1 本搭載 56 次の夏に使
用予定 
2 トン積木製橇 36-16 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
2 トン積木製橇 39-3 S16 枠付き 低温燃料搭載 
2 トン積木製橇 40-1 S16 枠付き 各種ワイヤー搭載 
2 トン積木製橇 42-5 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
2 トン積木製橇 43-3 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
2 トン積木製橇 44-1 S16 枠付き 
雪氷遮光シート(アルミシート・布
団)搭載 
2 トン積木製橇 45-4 S16 枠付き 低温燃料搭載 
2 トン積木製橇 46-2 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
2 トン積木製橇 46-3 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
2 トン積木製橇 47-1 S16 枠付き 低温燃料搭載 
2 トン積木製橇 48-2 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
2 トン積木製橇 不明 S16 枠付き 空橇 56 次の夏に使用予定 
幌カブース橇 41-ｽﾁｰﾑ-1 S16 幌カブ 機械部品、ラッシングベルト等搭載
幌カブース橇 39-5 S16 幌カブ 機械部品搭載 
12ft コンテナ橇 48 S16  天文観測ドーム搭載 
金属カブース橇 不明 S16 コンテナ 銀色のコンテナ搭載 
20ft コンテナ橇 不明 S16 リーマン 機械モジュール搭載 
20ft コンテナ橇 37 S16 金カブ ドーム夏宿 
2 トン積木製橇 36-10 S17 枠付き JETA-1 搭載 
2 トン積木製橇 36-15 S17 枠付き JETA-1 搭載 
2 トン積木製橇 41-3 S17 枠付き JETA-1 搭載 
2 トン積木製橇 42-5 S17 枠付き JETA-1 搭載 
 
 













              
                    牽引試験のイメージ 
 b）試験結果 
試験日時 2014 年 9 月 1 日 10 時 00 分 ～ 10 時 15 分 
試験場所 S17 滑走路脇 
試験参加者 運転者 三浦 記録者 金田 
気象 天候 晴・曇・雪 外気温 －２７℃ 
雪面 しまり雪 ・ 軟雪 ・ ザラメ雪 ・ 青氷 
 





PB301 と EG110 の距離を約 200m 離し、PB300 搭載 PC の橇長設定を「0」m にし、PB301 は停車したままに
する。 
PB300 搭載 PC の運用プログラムで自動追従ボタンを押す、車間距離に応じて EG110 の速度が切り換る。（車
速が切り換った位置には、旗竿などを立てて目印を付ける）PB300 との車間距離が 30～50m まで縮まると
EG110 は自動で停止するので車速切り換え位置及び停車位置を測定し記録する。 
 












 b）試験結果      
試験日時 2014 年 9 月 1 日 10 時 00 分 ～ 14 時 30 分 
試験場所 S17 
試験参加者 運転者 三浦 記録者 金田 
気象 天候 晴・曇・雪 外気温 －２７℃ 
雪面 しまり雪 ・ 軟雪 ・ ザラメ雪 ・ 青氷 
実施回 
車速切替 / 停止距離（m） 
青色灯 
の回転 
高速→中速 中速→低速 低速→停止 








2 127ｍ 14.1ｍ 8.6ｍ OK・NG 
追従誤差は最大で 13.7ｍだった。 
試験開始時に機器状態でジャイロ、制御ボックス、GPS 欄にて NG が表示され配線の位置や差し込み状態を
確認したが、NG は出続けていた。PC の再起動を数回繰り返し異常が収まってきたところで試験開始、速度
制御試験では試験結果は基準値に入っていないが、3 項目を総体的にみると妥当な数値と思われる。午前中




S17 滑走路上に一周約 1km の周回コースを設定し、PB301 と EG110 の車間距離を約 60m 離す。PB301 搭載










                          
自動追従試験のイメージ 
 
     b)試験結果 
       
試験日時 2014 年 9 月 1 日 14 時 30 分 ～ 17 時 00 分 
試験場所 S17 
試験参加者 運転者 金田 記録者 三浦 
気象 天候 晴・曇・雪 外気温 －２７℃ 
雪面 しまり雪 ・ 軟雪 ・ ザラメ雪 ・ 青氷 
実施回 
追従動作 追従誤差（軌跡より算出） 青色灯













OK OK OK OK・NG






の軌跡を無視し追従再開した時に居た PB301 へ進んだ。 
 
その後の試験ではエラーが再発せず、PB301 の軌跡通りに EG110 が追従した。 
 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































見晴らし岩貯油所は、100kℓ金属タンク10 基、50kℓ金属タンク2 基、200kℓターポリンタンク1 基、60kℓFRP タ



















































































図Ⅲ.4.1.19-1 見晴らし岩貯油所 2015 年 1 月 31 日の貯油状況 
  
100kℓ金属タンク No,2 
 （36 次） 
W 軽油 98.0 kℓ
100kℓ金属タンク No,3 
（38 次） 
W 軽油 96.0 kℓ 
100kℓ金属タンク No,4 
（39 次） 
W 軽油  96.0 kℓ
100kℓ金属タンク No,5 
（42 次） 
W 軽油 103.0 kℓ 
100kℓ金属タンク No,6 
（47 次） 
W 軽油   103.0 kℓ 
50kℓ金属タンク
No,1 
W 軽油 9.0 kℓ 
50kℓ金属タンク
No,2 






W 軽油 102.0 kℓ 
100kℓ金属タンク No,9 
（48 次） 
W 軽油 102.0 kℓ
100kℓ金属タンク No,10 
（49 次） 





W 軽油  102.0 kℓ 
200kℓターポリンタンク 
（30 次） 
W 軽油 15.0kℓ 
100kℓ金属タンク No,1 
（35 次） 













































図Ⅲ.4.1.19-2 基地側貯油所 2015 年 1 月 31 日の貯油状況 
 
7） 燃料移送配管漏油センサー                                     上原 誠 
a） 概要 
漏油センサーの警報や異常のトラブルが改善されず、運用困難ということで、対応策を国内と協議して、
55 次ではセンサーの運用は停止し、3 ヶ月に 1 回、定期的に燃料配管のカバーを外し、燃料の漏れがないか
20kℓFRP タンク 




W 軽油 23.9 kℓ 
25kℓ金属タンク No,2 
W 軽油 24.1 kℓ 
20kℓ金属タンク No,1 
W 軽油  6.7 kℓ 
20kℓ金属タンク No,2 
JP-5 16.2 kℓ 
20kℓ金属タンク No,3











き付けてあるため、外気温がマイナス 20 度を下回っても監視は可能であるが、55 次ではセンサーの運用は
行っていない。 
c） 保守点検 
センサー監視の運用の変わりに、3 ヶ月に 1 回の配管カバーをはずしての目視点検を実施した。 
 












 2014/2/18  見える化サーバへのアクセスポートを8080から80ポートへ変更 
 2014/4/13  見える化サーバアプリケーションが停止したため、アプリケーションの再起動を実施し復旧 
 2014/5/16  衛星受信棟内親機、子機間通信エラー。親機、子機の再起動にて復旧 
 2014/5/23  見える化サーバログ出力不具合解消パッチの適用 
 2014/5/30  見える化CT（電力測定器）設置個所の再確認を実施し、重複計上箇所の解消 
 2014/6/24  発電棟、親機、子機通信エラー。親機、子機の再起動にて復旧 
 2014/7/29  CT（電力測定器）設置場所変更（インテルサット制御小屋、情報処理棟、発電棟） 
 2014/8/17  基地主要部設定変更 






















































なお、第 55 次隊は UHF-1ch を、第 54 次隊はレピーター（電波中継器）を介して通信を行うことができる
UHF-3ch を、輸送に関する通信については UHF-2ch をそれぞれ使用した。UHF-1ch 又は UHF-2ch で隊員同士
が直接通信できないときは、通信室で通信内容を中継（伝言）することにより円滑な通信に努めた。 











第 56 次隊の第 1 便は、12 月 24 日に到着した。優先物資空輸、貨油輸送、氷上輸送及び物資空輸はいずれ
も順調に行われた。各輸送作業及び観測隊ヘリコプターの運航に関する通信についても概ね円滑に行われた。 
昭和基地内における通信には、UHF 帯を使用した。 
なお、第 55 次隊は UHF-3ch を、第 56 次隊は UHF-1ch を、輸送に関する通信については UHF-2ch をそれぞ
れ使用した。UHF-1ch 又は UHF-2ch で隊員同士が直接通信できないときは、通信室で通信内容を中継するこ
とにより円滑な通信に努めた。 









め通信室が承認した上で UHF-1ch 又は UHF-2ch を使用させた。 




屋、S17 航空観測拠点、ラングホブデ雪鳥沢小屋及びスカルブスネスきざはし浜小屋とは UHF-3ch 又は




第 55 次隊復路では、電離層の状況があまり良くなかったので、しらせが南緯 63°、東経 88°付近を航行
しているときに HF 帯による定時交信を終了した。 
第 56 次隊往路では、しらせがフリーマントル港を出港した当日から HF 帯による通信を行うことができた。 
なお、しらせが昭和基地の近傍にいるときは、UHF-1ch 又は VHF-1ch による通信を行った。 
d） DROMLAN航空機との通信 
越冬期間中に DROMLAN 航空機は、S17 航空観測拠点滑走路に 2 機（同日）、昭和基地海氷滑走路に 1 機が飛
























公用 65 0 0 0 3 0 0 0 0 0 66 2 136 
私用 1 5 1 1 0 2 0 0 0 0 0 2 12 
計 66 5 1 1 3 2 0 0 0 0 66 4 148 





昭和 50 年（1975 年）に建設された建物であり、老朽化が進んでいる。定期的な点検及び補修が必要であ
る。 
送信棟内には、HF 帯送信機（2 台）、HF 帯受信機（2 台）、アンテナ切替器、ダミーロード（擬似負荷）等
を常置しているほか測定器、工具、保守用部品等を保管している。HF 帯送信機、HF 帯受信機、アンテナ切
替器は、通信室から遠隔制御できるようになっている。 
なお、現在では使用されなくなった HF 帯送信機（2 台）及び NDB（無指向性無線標識施設）用送信機が残
置されているので、機会を捉えて日本に持ち帰る必要がある。 
HF 帯送信機については、原則として 2 か月に 1 回、定期点検を実施した。4 月に実施した定期点検では、
第 2 送信機の空中線電力が法令で定められた許容偏差を満足していないことを認めたので、許容偏差を満足
するよう措置した。 









このロンビックアンテナは撤去する予定になっているが、ログペリアンテナは 8MHz から 28MHz までの周
波数にしか対応しておらず、また、ダイポールアンテナは利得が低いため、ロンビックアンテナを撤去する
と HF 帯の通信に支障を来すことになる。撤去計画の再考が必要であると思料される。 
なお、アンテナ及び同軸ケーブルの老朽化が進んでいるので、計画的な補修が必要である。 

























昭和 41 年（1966 年）に建設された建物であり、老朽化が進んでいる。前室に雪の吹込みが見られたため、
建築部門の支援によって建物の隙間を目張りした。 
アンテナ補修用部品等を保管しているが、機会を捉えて送信棟等に移す必要がある。また、現在では使用
されなくなった HF 帯送信機（2 台）及び電源装置（3 台）が残置されているので、機会を捉えて日本に持ち
帰る必要がある。 

















アンテナ林集合タワーには、UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-3ch 切換え）、UHF 帯レピータ （ーUHF-3ch 専用）





UHF 帯レピーターについては、UHF-3ch 専用の機器を UHF-4ch 専用の機器に更新することになっているが、
UHF 帯車載用無線機のほとんどが UHF-4ch に対応していないため、いまのところ更新できていない。UHF-4ch
に対応していない UHF 帯無線機を早急に UHF-4ch に対応した無線機に更新するなどした上、UHF 帯レピータ













通信室内に UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-3ch 切換え）2 台を常置している。さらに、停電時でも使用でき
るように UPS を接続した UHF 帯無線機（UHF-1ch～UHF-4ch 切換え）及び VHF 帯無線機（VHF-1ch～VHF-4ch
切換え）各 1 台を常置している。越冬期間を通して特段の故障は発生しなかった。 
c） 昭和基地内の建物 
発電棟（発電機制御室）、倉庫棟（設営事務室）、見晴らしポンプ小屋及び大型大気レーダー小屋には、UHF








雪鳥沢小屋及びスカルブスネスきざはし浜小屋には、UHF 帯無線機並びに VHF 帯無線機を常置している。さ
らに、スカーレン大池カブースには、VHF 帯無線機を常置している。越冬期間を通して特段の故障は発生し
なかった。 








SM30S 型雪上車、SM60/65S 型雪上車及び PB300 型雪上車には、UHF 帯車載用無線機を搭載しているが VHF
帯車載用無線機は搭載していない。雪上車の行動する範囲に鑑みれば、VHF 帯車載用無線機は UHF 帯車載用
無線機よりも電波の通達距離が長いので、全ての雪上車に UHF 帯車載用無線機及び VHF 帯車載用無線機の両
方を搭載する必要があるものと思料される。 
なお、将来、技術基準の改正等によりアナログ方式の無線機からデジタル方式の無線機に移行させなけれ

















a） インマルサット B 
インマルサット B については、平成 26 年（2014 年）12 月 31 日をもってサービスの提供が終了する予定
であったが、サービスの提供終了時期が 2 年間延長された。しかし、サービスの提供が終了すること自体に
は変わりはないため、代替えとなる通信手段の確保が急務である。 
通信室には、インマルサット B の無線機を 2 台常置している。そのうち 1 台は、12 月に発生した基地全停
電の影響で故障した。現在、対処方法を製造業者に問い合わせ中である（平成 27 年 1 月末現在）。もう 1 台


























プの GPS 受信機を主に使用しており、雪上車に搭載した GPS 受信機の使用実績はなかった。 
 

























  和食 洋食 中華 ブランチ 鍋類 宴会 
2 月 昼食 15 8 2 3 - - 
夕食 15 9 2 - 3 3 
3 月 昼食 15 7 0 8 - - 
夕食 16 9 6 - 2 3 
4 月 昼食 13 5 6 6 - - 
夕食 13 11 6 - 2 5 
5 月 昼食 13 4 4 10 － － 
夕食 12 15 4 - 5 3 
6 月 昼食 8 2 7 13 － － 
夕食 15 7 3 - 2 5 
7 月 昼食 12 2 9 8 - - 
夕食 17 10 4 - 2 3 
8 月 昼食 10 8 3 10 - － 
夕食 19 11 1 - 4 3 
9 月 昼食 13 3 6 9 － － 
夕食 15 9 4 - 2 2 
10 月 昼食 11 3 9 8 － － 
夕食 13 10 6 - 2 2 
11 月 昼食 14 6 2 8 － － 
夕食 15 8 7 - 5 3 
12 月 昼食 19 4 4 4 - - 
夕食 12 13 6 - 2 3 
1 月 昼食 13 5 8 4 － － 






333 177 117 91 36 37 































 冷凍 冷蔵 
立川及び大井埠頭 積載分 食料 4 コンテナ（12ft） 1 コンテナ（12ft） 
立川及び大井埠頭 積載分 予備食 1 コンテナ（12ft）  無し 
フリーマントル 積載分食料 無し 1 コンテナ(12ft) 










表Ⅲ.4.3.3-2 日本購入生鮮食品 55 次隊使用期限 
品名 梱数・重量 最終使用月 備考 





生人参 3 梱 30kg 4 月 越冬開始時には既に痛みがあったた
め、水煮、真空パック後、冷凍した。
こんにゃく 100 枚 10kg 通年 冷蔵保存にて通年使用できた。 
生しょうが 1 梱  5kg 5 月 小分けにして冷凍した。 
生にんにく 1 梱  5kg 5 月 皮を剥いて冷凍にした。 
生じゃがいも 20 梱 200kg 10 月 中が黒くなったり水っぽくなってき
たりした物が出たが、煮物や味噌汁等
で使用した。 
生玉ねぎ 10 梱 200kg ほぼ通年 11 月で持ち込み分終了。 
生リンゴ 5 梱 50kg 8 月 途中一個ずつラップに包み乾燥を防
ぎ冷蔵保存。 
 




LL（ロングライフ）牛乳 50 梱  500kg 11 月 問題なく冷蔵保存にて使用。 
卵 20 梱 100kg 7 月 加熱用で使用。 
LL 豆腐 16 梱 48kg 1 月 問題なく使用。その後は業務用冷凍豆腐
を使用。 
生白菜 5 梱 100kg 4 月 越冬開始時には既に傷みがあったため、
傷んだ部位を取り除き早目に使用した。
生キャベツ 10 梱 200kg 6 月 痛たんだところを除去しながら生食で使
用。 
























4.4 医療                                             町田 浩道 


















科名 症例数 内容 
内科 68 
頭痛 22、急性腸炎 21、腹痛(機能性障害含む)10、急性胃炎・潰瘍 6、不
眠・神経症 2、倦怠感､過労 2、便秘 1、起立性低血圧 1、上気道炎 1、浮
腫 1、急性アルコール中毒 1 
整形外科 64 
腰背部痛 30、四肢・腰部打撲 9、肘関節滑炎・痛 8、後頚部痛・肩こり
5、小指関節捻挫・痛 2、膝関節痛 1、膝蓋骨骨折 1、鎖骨骨折 1、橈骨
骨折 1 
外科 35 
手指切創・挫創 19、四肢切創・挫傷 6、頭部打撲 3、頭部挫創 2、胸部
打撲 1、全身打撲 1 
皮膚科 23 
蕁麻疹 6、熱傷 5、凍傷 3、湿疹 2、爪病変 2、足異汗性湿疹 2、接触性
皮膚炎 1、口角脂肪瘤 1、足底部胼胝形成 1 
歯科 17 充填物脱落・破損 7、歯周炎・歯肉炎 7、齲歯 2、智歯炎 1 
耳鼻科 16 
アレルギー性鼻炎 6、鼻粘膜炎・びらん 5、鼻出血 2、口内炎 2、咽頭炎
1 
眼科 9 眼瞼炎症・びらん 2、外傷 2、異物 1、麦粒腫 1、角膜炎 1、雪目 1 




































急性腸炎 5 １ 3 1 2 1 1 7 21 
腹痛(機能性障害
含む) 
  3 2 2 3       10 
急性胃炎，潰瘍 1 2 2 1 6 
不眠・神経症            2 2 
倦怠感､過労      1     1  2 
便秘 1 1 
起立性低血圧     1        1 
上気道炎 1 1 
浮腫 １ 1 
急性アルコール
中毒       
1
     
1 
月計 0 6 7 8 4 8 5 4 5 4 4 13 68 
整形外科 
腰背部痛 3 2 2 4 1 5 2 5 2 3 1 3 33 
四肢・腰部打撲  1 1 1 1 3 1    1  9 
肘関節滑炎，痛    1    2 3  2 1 9 
後頚部痛・肩こり     1  1 1 1 1   5 
手指打撲・捻挫    1      1  1 3 
膝関節痛 1           １ 2 
膝蓋骨骨折         1    1 
鎖骨骨折          1   1 
橈骨骨折          1   1 
月計 4 3 3 7 3 8 4 8 7 7 4 6 64 
外科 
手指切創・挫創 4 1  2 2 2 1 1 3  3 2 21 
四肢切創・挫傷  3 2 1         6 
頭部打撲     1    1 1   3 
頭部挫創      1  1     2 
胸部打撲 1            1 
痔核            1 1 
全身打撲          1   1 
月計 5 4 2 3 3 3 1 2 4 2 3 3 35 
皮膚科 
蕁麻疹       2 1 2   1 6 
熱傷 1   1  1   1 1   5 
凍傷    2  1       3 
湿疹        1 1    2 
爪病変    1 1        2 
足異汗性湿疹    1     1    2 
足底部胼胝形成    1         1 
接触性皮膚炎    1         1 
口角脂肪瘤    1         1 





充填物脱落・破損  1 1  1   2 1  1  7 
歯周炎・歯肉炎    1 1 1     1 3 7 
齲歯   1         1 2 
智歯炎 1            1 




   2     2 1 1  6 
鼻粘膜炎、びらん   １   1 1   1 1  5 
鼻出血     1 1       2 
口内炎      1      1 2 
咽頭炎      1       1 
月計 0 0 1 2 1 4 1 0 2 2 2 1 16 
眼科 
眼瞼炎症・びらん 1 1 2 
外傷    1    1     2 
異物 1 1 
麦粒腫  １           1 
角膜炎      1       1 
雪目         1    1 
眼球結膜出血            1 1 
月計 1 2 0 1 0 1 0 1 2 0 0 1 9 
泌尿器科 
尿管結石 １ 1 
月計   1          1 
























気象隊員 5 名に対しては通常の健診に加え「オゾンゾンデ観測従事者の特別健康診断」を 3 月と 9 月の定

































































































（「平成 27 年 1 月 月例報告」から抜粋）表１ （定例 1 月分） 2 日実施 
項 目 基準値 厨房冷水 厨房温水 厨房浄水 バー 洗面所冷水 洗面所温水 管理棟水槽 浴槽 
濁度 ２度 0 0 0 0 0 0 0 0 
色度 ５度 0 0 0 0 0 0 0 0 
臭気 異 常 で な
いこと 
異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 
味 異 常 で な
いこと 














































1 以下 1 以下 1 以下 1 以下 1 以下 1 以下 1 以下 実施せず
過マンガ






0.8 0 0 1.5 1.6 2.2 0.2 3.6 
ｐＨ 5.8～8.6 6.74 6.60 6.57 
 
6.95 6.78 6.63 6.57 実施せず
全硬度 200mg/L
以下 












陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 
大腸菌 検 出 さ れ
ないこと 
陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 陰性 
      
  















































表Ⅲ.4.5.2-1 原水 水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 7.70 7.82 7.56 8.03 8.78 8.33 5.55 4.55 4.83 7.04 8.16 8.10
水温 ℃ 21.0 21.2 21.0 20.4 21.0 20.0 20.6 19.5 21.1 20.5 20.5 24.8
透視度 Cm 2.5 2.5 2.0 2.0 2.5 2.0 2.5 2.0 2.5 2.0 2.0 2.5




BOD mg/l 540 280 100 240 220 520 580 780 240 60 - 560
COD mg/l 107 69 115 168 73 80 114 148 78 56 82 59 
注記：サンプル採取は、週点検実施時に行った。 
12 月の BOD 値は、測定レンジオーバーにより欠測となった。 
 
表Ⅲ.4.5.2-2 処理水 水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
pH － 7.12 5.87 5.15  5.88 5.91 3.72 6.99 6.75 5.87 7.04  4.14  7.55 
水温 ℃ 21.1 21.0 21.0  19.9 19.3 19.5 19.3 18.5 19.1 19.4  19.5  22.7 
透視度 Cm 34 42 48 35 28 30 25 27 22 16 16 11
SS mg/l 1 11 11 8 9 21 17 12 20 6 35 28 
BOD mg/l 32 8 3 14 8 6 22 36 8 40 12 88 






表Ⅲ.4.5.2-3 放流水量と第 2 曝気槽の供給空気量及び水質分析結果 
項目 単位 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月
放流水量 m3 126.1  126.0  111.8  118.7 118.4 121.6 119.4 131.1 110.8  123.0  132.8 59.8 
pH － 6.26 6.18  5.92  6.24 3.57 3.22 7.04 6.76 5.77  7.07  4.05 7.53
DO mg/l 3.94  5.80 4.16  3.34 3.32 3.10 3.26 2.95 0.21  0.10  0.00 0.00 
水温 ℃ 22.6  20.0  19.6  19.4 18.9 19.4 19.1 18.6 19.4  19.7  19.5 22.5 




































































 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数(回） 11 7 6 6 3 5 8 8 4 7 8 21 94
運転時間（h） 22 14 12 12 6 10 16 16 8 14 16 42 188



























 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計
運転回数（回） 7 5 5 4 3 5 4 8 4 7 8 16 76
運転時間（h） 56 40 40 32 24 40 32 64 32 56 64 128 608
生成炭量（kg） 55 45 35 35 25 40 34 59 42 112 91 119 692
 
表Ⅲ.4.5.6-2 小型生ゴミ消化機の運転記録 
 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12月 1 月 合計 
































廃棄物分類 処理方法 梱包状態 




不燃物 焼却炉棟又は排出場所で分別回収 タイコンを 12ft コンテナ又
はスチコンに収納 








廃棄物集積所の空き缶圧縮機で圧縮 タイコンを 12ft コンテナに
収納又はドラム缶に収納 




































油吸着マット 廃棄物集積所で分別回収 ドラム缶に梱包 
医療廃棄物（非感染性） 可燃物として回収後、他の可燃物と一緒に焼却 焼却灰をドラム缶に梱包 





12ft コンテナ コンテナヤード及び焼却炉棟前にて、ドラム缶でかさ上げし管理 
リターナブルパレット 迷子沢にて、ドラム缶でかさ上げし、主風向に沿って 2 段積みで集積 
スチールコンテナ A ヘリポート入口にて、主風向に沿って 2 段積みで集積 
ドラム缶 第 2 夏期隊員宿舎横にて、主風向に沿って集積 
エコバック 12ft コンテナ内に収納 
タイコン 12ft コンテナ内に収納 
木枠・廃棄パレット 12ft コンテナ内に収納及び迷子沢にて裸で集積 
その他 空スチールコンテナおよび空ドラム缶パレットは機械建築倉庫前にて、主風向に沿






区分 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
可燃物 247.4 218.3 150.3 155.6 143.8 140.1 175.9 
生ゴミ 415.5 336.1 429.2 438.7 470.1 327.2 324.2 
不燃物 15.8 13.8 17.2 2.0 0.0 0.0 3.5 
プラ 74.0 51.7 32.5 37.3 44.2 25.4 47.6 
ペットボトル 5.2 6.5 8.1 18.8 10.2 13.1 11.7 
アルミ缶 26.4 18.3 12.0 28.5 14.4 8.4 18.2 
スチール缶 30.9 39.1 10.3 18.2 9.4 7.8 15.6 
大型缶（一斗缶） 0.0 0.0 0.0 2.0 4.4 0.0 1.2 
ダンボール 235.4 131.8 117.9 128.4 72.0 103.4 91.4 
ビン・ガラス 45.0 61.9 62.5 98.7 129.3 114.5 131.1 
複合物 4.5 16.1 5.9 3.8 16.0 6.7 25.3 
金属類 11.7 21.1 43.1 6.0 3.4 12.6 32.5 
陶器類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
電池 5.1 0.4 5.7 0.1 0.0 3.1 2.2 
蛍光灯・電球 0.0 0.0 1.8 0.0 0.0 0.0 0.6 
廃油（食用油） 14.0 6.0 55.0 37.0 35.0 51.0 60.0 
スカム・汚泥等 42.3 35.0 28.0 73.0 125.0 135.0 187.5 
ゴム・革 22.6 2.5 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
その他 51.2 3.6 2.0 14.1 84.2 139.8 156.8 






区分 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 合計 
可燃物 310.0 175.384 152.6 224.8 346.7 2440.8 
生ゴミ 498.4 434.2 678.4 701.9 816.9 5870.8 
不燃物 6.5 0.8 13.6 7.5 36.0 116.7 
プラ 30.9 50.9 38.8 67.2 71.3 571.8 
ペットボトル 9.2 12.1 14.3 11.3 11.4 131.9 
アルミ缶 14.1 17.0 13.5 14.3 23.1 208.2 
スチール缶 18.9 15.2 16.1 18.9 13.3 213.7 
大型缶（一斗缶） 1.0 2.3 3.0 4.0 4.3 22.2 
ダンボール 90.8 92.8 92.9 87.8 176.4 1421.0 
ビン・ガラス 73.3 74.9 67.5 72.6 122.9 1054.2 
複合物 19.8 23.3 75.8 39.9 126.5 363.6 
金属類 1.7 7.8 2.1 18.7 23.2 183.9 
陶器類 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
電池 0.0 10.1 19.0 0.0 16.5 62.2 
蛍光灯・電球 3.5 0.0 0.0 0.1 0.5 6.5 
廃油（食用油） 33.0 0.0 36.0 17.0 69.0 413.0 
スカム・汚泥等 53.0 84.0 60.0 0.0 118.0 940.8 
ゴム・革 0.0 0.0 8.0 8.2 0.3 43.6 
その他 246.2 1067.2 245.1 1440.6 777.0 4227.8 




















荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
12ft コンテナ（51D-04） 複合 1 5000 
20fthh コンテナ（54-02） 金属 1 5900 
12ft コンテナ（52D-18） 木材 1 5300 
12ft コンテナ（51D-35） 複合 1 4300 




12ft コンテナ（51D-29） 木材 1 5250 
12ft コンテナ（52D-45） 木材 1 6400 
12ft コンテナ（51D-36） 複合 1 3650 
12ft コンテナ（51D-11） タイコン(混合) 1 2200 
12ft コンテナ（52D-05） ダンボール 1 3950 
12ft コンテナ（51D-24） 金属 1 5500 
12ft コンテナ（52D-07） 不燃 1 3500 
12ft コンテナ（51D-46） タイコン(混合) 1 2950 
12ft コンテナ（52D-15） 複合 1 5000 
12ft コンテナ（51D-21） 木材 1 5050 
12ft コンテナ（52D-20） 金属 1 4000 
12ft コンテナ（51D-07） 木材 1 4600 
20fthh コンテナ（54-01） 金属 1 6800 
12ft コンテナ（52D-41） 木材 1 5500 
12ft コンテナ（51D-22） 木材 1 4000 
12ft コンテナ（52D-25） 混載（木材＋タイコン） 1 3500 
12ft コンテナ（52D-33） タイコン（混合） 1 2900 
12ft コンテナ（52D-34） 複合 1 6800 
12ft コンテナ（52D-36） ダンボール 1 3700 
12ft コンテナ（52D-19） ダンボール＋タイコン 1 2800 
12ft コンテナ（51D-10） 複合 1 4100 
12ft コンテナ（52D-35） 複合 1 3500 
12ft コンテナ（51D-38） 複合 1 3600 
12ft コンテナ（51R-07） 空 1 2615 
12ft コンテナ（52D-43） 木材 1 2300 
12ft コンテナ（52D-03） 空 1 1870 
12ft コンテナ（52D-13） 木材 1 3000 
20ftF/R コンテナ（ラック） 金属 1 3600 
20ftF/R コンテナ（ラック） 金属 1 3600 
12ft コンテナ（51D-45） 空 1 1870 
12ft コンテナ（51D-23） 空 1 1870 
合  計  36 144875 
 
表Ⅲ.4.5.7-5 持ち帰り廃棄物（リターナブルパレット）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
リターナブルパレット 複合 5 5950 
リターナブルパレット 金属 27 37150 







荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
スチールコンテナ ガラス 1 250 
スチールコンテナ 金属（ドラム缶も含む） 12 5500 
スチールコンテナ ダンボール 9 2134 





スチールコンテナ 廃棄洗剤 １ 480 
スチールコンテナ 廃棄薬品 2 600 
スチールコンテナ バッテリー 6 4100 
スチールコンテナ 不燃 4 1065 
スチールコンテナ プラ 2 310 
スチールコンテナ 木材 1 370 
スチールコンテナ 複合 25 8715 
合  計  75 28524 
 
表Ⅲ.4.5.7-7 持ち帰り廃棄物（ドラム缶）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 アルミ缶 6 360 
ドラム缶 スチール缶 4 390 
ドラム缶 陶器 3 486 
ドラム缶 バッテリー 2 340 
ドラム缶 プラ 1 70 
ドラム缶 複合（缶詰） 7 915 
ドラム缶 スプレー缶 2 145 
ドラム缶 複合 15 1527 
ドラム缶 不凍液 3 635 
ドラム缶 廃油 49 8764 
ドラム缶 廃液 8 1654 
ドラム缶 不燃 1 100 
ドラム缶 廃ウエス 2 160 
ドラム缶 ガラス 7 1691 
ドラム缶 金属 17 2521 
ドラム缶 革 1 45 
ドラム缶 焼却灰 15 1685 
ドラム缶 ゴム 1 70 
合  計  144 21558 
       
表Ⅲ.4.5.7-8 昭和基地残置廃棄物（タイコン）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
タイコン アルミ缶 10 141 
タイコン スチール缶 5 223 
タイコン プラ 115 1193 




タイコン 発泡スチロール 6 18 
タイコン くつ（複合） 3 83 
タイコン 長靴 2 49.5 
タイコン 不燃 59 769 
タイコン 布団 22 355 
タイコン 衣類、布 10 242 
合  計  253 3225 
          注記：タイコンは 12ft コンテナに全て収納している。 
 
表Ⅲ.4.5.7-9 持ち帰り廃棄物（木箱・裸）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数  重量（kg）
木箱 木枠 1  120 
木箱 木枠 1  650 
裸 雪上車 SM407 1  4300 
裸 雪上車 SM408 1  4300 
裸 雪上車 SM409 1  4300 









裸 カブース橇 赤 1  1000 
裸 カブース 青 1  1300 
裸 2t 橇 1  1000 
合  計  11  24040 
 
表Ⅲ.4.5.7-10 昭和基地残置廃棄物（スチールコンテナ）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg）
スチールコンテナ 金属 2 980 
合  計  2 980 
 
表Ⅲ.4.5.7-11 昭和基地残置廃棄物（ドラム缶）リスト 
荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
ドラム缶 アルミ缶 1 50 
ドラム缶 スチール缶 1 95 
ドラム缶 複合 1 70 
ドラム缶 ガラス 1 180 
ドラム缶 廃油 1 170 
ドラム缶 廃液 1 200 
ドラム缶 電池 1 170 
合  計  7 935 








荷  姿 廃棄物種類 梱数 重量（kg） 
裸 木枠 5 1600 
裸 メルトキング 1 不明 
裸 不明（2 廃デポ品、ブルーシート巻） 1 不明 
裸 前 C ヘリ床板（2 廃デポ品） 多数 不明 
裸 ラフターウィン 100（38 次） 1 12750 
裸 ブルドーザ D41P-6（45 次） 1 11230 
裸 ブルドーザ D41P-6（41 次） 1 11230 
裸 裸ブル(39 次) 1 5000 
裸 雪上車 SM511 1 6300 
裸 雪上車 SM521 1 6300 
裸 2t 橇 1 1000 
裸 鉄橇 1 不明 
裸 用途不明（コンテナヤード横デポ） 4 不明 
裸 クローラフォーク MF-50 1 8000 
裸 クローラフォーク MF 不明 1 不明 
裸 ミニバックホーB22-2 (36 次) 1 2500 
裸 クレーン付きトラック（37 次） 1 6150 
裸 クレーン付きトラック（32 次） 1 6500 
合  計  24+他 78560+他 
 


































表Ⅲ.4.5.10-1 焼却炉の排ガス成分（7 月 12 日測定） 
経過時間 30 分 60 分 90 分 120 分 240 分 360 分 480 分 
温度(℃) 415.4 402.5 398.2 198.2 92.2 40.2 20.5 
O2(%) 17.0 16.9 17 18.8 19.5 20.2 20.8 
CO2(%) 3.0 2.8 2.9 1.5 0.8 0 0 
CO(ppm) 45 235 299 52 6 1 0 
NO(ppm) 33 22 28 12 5 0 0 
NO2(ppm) 3 2 2 1 0 0 0 
SO2(ppm) 22 18 16 4 1 1 0 














































 2/26 3/18 3/28 1/2 1/27
融解深 1(cm) 15 17 6 10.5 17 
融解深 2(cm) 20 15 5 18 15 
融解深 3(cm) 45 35 10 19 25 
融解深 4(cm) 70 60 4 23 25 
融解深 5(cm) 70 55 3 20 30 
融解深 6(cm) 19 25 3 18 25 
融解深 7(cm) 22 15 5 13 15 
融解深 8(cm) 15 16 12 7 16 
融解深 9(cm) 10 14 5 15.5 14 
融解深 10(cm) 19 13 3 55 45 
融解深 11(cm) 25 33 3 70 66 
融解深 12(cm) 10 19 4 20 19 
融解深 13(cm) 25 18 7 70 60 
融解深 14(cm) 10 7 3 15 12 
含水率(%) 1.6 1.6 1.2 8.7 7.8 
 
表Ⅲ.4.5.9-2 埋立地の積雪深・被覆率 
 2/26 3/18 3/28 4/17 4/29 5/22 6/5 6/24 7/19 8/9 8/26
積雪深 A (cm) 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 52 
積雪深 B (cm) 70 70 70 70 70 70 70 70 68 68 68 
敷地積雪被覆率(%) 0 0 0 50 75 80 95 95 90 90 95 
 
 9/17 10/6 10/16 11/22 12/18 1/2 1/27 
積雪深 A (cm) 52 52 51 52 52 52 52 
積雪深 B (cm) 68 68 68 70 70 70 70 












4.6 多目的アンテナ                                        水田 裕文 














b） 衛星受信棟～レドーム間のエフレックス管、及びケーブル導入口点検 （毎月・ブリザード毎実施） 






a） X バンドアンテナ Feed 部タイミングベルト交換 
2 月 13 日より、X バンド受信衛星パスのライン数が減少したため、原因を調査したところアンテナ受信部
の Feed を回転させるタイミングベルトが破損しレドーム内に落ちていた。2 月 15 日に予備品と交換し正常
に受信できることを確認した。 
 同様の事象が、12月9日にも発生し、予備品と交換し正常に動作することを確認した。 
b) X バンド観測アンテナ不具合における対応 





12 月 26 日にサーバ本体の不具合にて画面表示がフリーズ多発する事象が発生。翌 27 日に GUI を使用せず
CUI にて操作するように設定変更を行い、以降 CUI によるワッチを実施した。 
d）L/S バンドアンテナ、L バンド受信系不具合における対応 
12 月 29 日より、L バンド観測衛星（NOAA、Metop-1）の受信レベルが低下する事象が発生した。調査した
ところ、L/S バンド合同受信機の内部にある L バンド受信系部分に不具合が発生した。予備品がないため、





















1)  れいめい（INDEX）受信パス数、VLBI観測回数 
 れいめい（INDEX）受信パス数 全受信38件、一部欠測4件、欠測6件 
 VLBI観測、OHIG88（2/19～20）、OHIG88,89(2/25～27)、OHIG90(11/12～13)、OHIG91,92(11/18～20) 
2） 保守点検 
a） 随時点検・衛星受信棟とレドーム間のケーブル、及びケーブル導入口点検 （ブリザード毎実施） 
ア） 衛星受信棟、空調小屋のダクト雪詰まり点検 （ブリザード毎実施） 
イ） 衛星受信棟出入口、非常口、空調小屋出入口の除雪 （常時実施） 
ウ） 衛星受信設備機能点検［校正器信号折り返しによる動作確認］（常時実施） 
エ） 各計算機、WS、PC の動作確認（常時実施） 
オ） 背面小室、衛星受信棟機械室内、駆動電力増幅架電源の温度確認（常時実施） 
b） 定期点検 
ア） 11m アンテナ半年点検 （2014 年 7 月実施） 
各部清掃、各部給脂、ブラシ点検、クラッチ隙間点検調整、モーター特性確認 
イ） 11m アンテナ 1 年点検 （2015 年 1 月実施） 
半年点検作業に加え、アンテナ位相調整 
ウ） 11m アンテナ 1 ヶ月点検 （毎月実施） 
各部グリス漏れ確認、オイル量確認、角度検出器シリカゲル交換等 
エ） S/X バンド受信設備 （2014 年 7 月、2014 年 12 月～2015 年 1 月実施） 
レベルダイヤ、スペクトラム波形取得等 
オ） 運用管理 WS（OMS）データバックアップ （毎月実施） 
カ） 西オングルコリメーション設備点検 （2015 年 1 月実施） 




















表Ⅲ.4.7.1-1 55 次隊インテルサット衛星通信設備障害一覧（2014 年 2 月～2015 年 1 月） 
 


































































作業日 作業件名 作業内容 
回線
停止
1 3/3 HPA→SSPA 切り替え インテルサット衛星通信設備の増幅器を HPA から SSPA へ切
り替えた。 
有 
2 4/10 WXC→SteelHead 切
り替え 
衛星回線 3M 増速に伴い、帯域制御装置を WXC から SteelHead
に切り替えた。 
有 
3 5/16 CnC モデム導入お
よび 3M 回線増速 
インテルサット衛星回線を従来の 2Mbps から 3Mbps に増速し
た。増速に伴い、CnC 対応の衛星通信モデムを導入した。 
有 






















3 月 3 日にインテルサット衛星通信設備における送信出力増幅装置を HPA（大電力増幅装置）から SSPA（固
体素子増幅装置）へと更新した。SSPA の導入によりシェルタ内使用電力が 4.04kW→2.66kW となり、約 35%
の電力削減に繋がった。また SSPA は HPA に比べ立ち上がりが早く、年 1 回のエージングが不要と言う点で
保守が容易となった。製品寿命も 20,000～30,000 時間（約 2～3 年）の HPA に比べて通常電気製品並みの長
寿命となっている。 
b） 帯域制御装置：SteelHead 
4 月 10 日に帯域制御装置である WXC を SteelHead に更改した。WXC は 2Mbps の帯域までしか対応していな
いため 3Mbps の帯域増速に備えて SteelHead への更改が必要となった。また SteelHead は帯域制御を WXC よ
りも細かく設定できるため、昭和基地内のネットワーク利用効率化が図れる。 
c） 衛星通信モデム：CDM-625 
5 月 16 日にインテルサット衛星通信設備における衛星通信モデムを NEC モデムから CDM-625 に更改した。
CDM-625 はキャリア抑圧技術（CnC）に対応しており、従来の衛星通信のように送信波と受信波の周波数帯を
分けた形ではなく、送受信を一波だけで運用することができるため、周波数帯利用効率が格段に改善した。






























表Ⅲ.4.7.2-1 55 次隊 LAN 設備障害一覧（2014 年 2 月～2015 年 1 月） 
 発生日 障害件名 障害内容、対応状況 影響
1 2014/2/1 
越冬交代以前 
1 夏～2 夏間の IP
電話が無音となる 
夏作業時に VDSLで繋がっている棟屋間で IP電話疎通が
取れないことを確認。対象は第 1 夏宿、第 2 夏宿、清浄


















54 次よりインマル FB にて不明課金が発生する事象を確
認しており、切り分けの結果、インマル FB 本体から昭
和基地ネットワークに繋がるルータが原因と判明。イン















6 4/7,12/10 インマル FB にて
FAX 送受信不良 











8 5/6 DHCP サーバより IP
アドレス付与失敗 


































14 8/22 極地研 DNS サーバ
ダウン 
極地研内の DNS サーバがダウンし、south1 メール（気
象通報/公用メール含む）が利用不可となった。国内に
て DNS サーバ再起動を実施し復旧。 
有 
 
15 9/22 共有サーバ内 HDD
故障 
写真・動画格納用の共有サーバにて内部 HDD2 つのうち




































































7 12/9,1/23 昭和基地 VLAN 設
定変更 
昭和基地内の IP アドレス枯渇問題対応のため、VLAN 設定
変更作業を実施した。 
無 









発電棟の PoE スイッチング HUB より屋外 LAN ケーブルにて延伸している。 
設営事務室～発電棟間のネットワークケーブルは廊下棟下のケーブルラックに沿って敷設されているが

















にてカテゴリー5 以下のケーブルや 100BASE 以下のスイッチが点在しており、そこがボトルネックとなり通
信速度が向上しない現象が発生している。現状の基幹スイッチは配下のケーブルやスイッチング HUB により















等では電波レベルが悪くなることがあった。56 次隊にて持ち込んだ高出力無線 LAN アクセスポイントを導入
することで改善した。 
【提言】 
 居住棟内では PC 業務を行っている隊員もいるが、PC 作業の際に IP 電話と同じ無線 LAN アクセスポイント
を利用としている。このためブリザード中に屋内業務が多くなるとネットワークが輻輳し、IP 電話が掛かり
辛くなることがあった。居住棟においては無線 LAN アクセスポイントよりも有線 LAN ケーブルを敷設し IP
電話と PC を住み分けさせると業務効率も向上するため望ましいと考える。 
b） 普及状況 
IP 電話は各隊員に 1 人 1 台ずつ付与しており、必要に応じて利用している。だが全ての隊員が常時携帯す
るには至らなかった。理由として屋外での利用不可、電池の短寿命が大きな要因として考えられる。屋外で
は、放球棟付近を除き、無線 LAN アクセスポイントがないため IP 電話の発着信が出来ない。また電池はフ
ル充電状態で約 9 時間程度しか持たない。このため IP 電話を利用するよりも UHF 無線機でのやり取りが多
くなり、IP 電話を携帯しなくなるという悪循環が発生している。ただし一部観測部門においては業務上のや




 屋外での IP 電話を利用可能にするため、寒冷地対応の無線 LAN アクセスポイントを屋外各所に設置する
ことを推奨する。55 次隊では雪上車の中でデータの抜き取りをしたり、室外空調機と PC を連携させたりと




 次に電池の短寿命改善のため、市販のスマートホン、もしくは iPod などの WiFi 対応端末の導入を推奨す
る。現在の IP 電話機能は Asterisk というソフトウェアを利用しているが Asterisk 対応の IP 電話アプリが
いくつかフリーソフトとしてリリースしており、現在利用中の NAKAYO 製端末以外でもやり取りが可能であ







端末での IP 電話利用が許可されれば、携帯率向上および電池長寿命化のため WiFi 対応端末の導入および
Asterisk 対応アプリの導入を推奨する。代案として NAKAYO 製 IP 電話機を私室と職場の 2 箇所で充電できれ
ば電池切れ対策となるので、充電器を 1 人 2 台ずつ配備することも対策の一つとして掲げる。 
6） 各種サーバ・ツール 
a） south1/south2 
Gmail 運用開始に伴い、従来昭和基地内で運用していた south1 メール機能は jare-master や jma-syowa、
syowa-station 等の公的メールに留め、隊員毎のメール利用は控えた。一部要望に応じて south1 を SMTP サ
ーバとして展開した。その他の DHCP サーバ等の south1 サーバ機能については 54 次までと同様に運用を行
った。south2 は south1 の予備として稼働していたが代用運用に至ることはなかった。 




















望もあるため、RAID6 構成の運用を想定するなら 10TB 以上の大容量が必要になってくると考える。また可能
なら HDD ではなく SSD による NAS が望ましいが、SSD は寿命があり、かつ、高価であるため当分は大容量 HDD
の NAS で良いと考える。 
7） OAサポート 
a） メール 
隊員の Gmail および公用メールの設定補助を実施した。Gmail 導入後初運用となるが、POP/IMAP ともに昭
和基地内で問題なく稼働した。IMAP に関しては、インテルサット衛星回線が接続していないと使えないとい
うデメリットがあり、メール閲覧時もある程度の衛星回線帯域が必要となる。メールの読み込みや送信の使
用感で大きな問題は確認されなかったが、昭和基地内では POP 設定の方が有用である。 

























表Ⅲ.4.7.3-1 55 次隊屋外カメラ障害一覧（2014 年 2 月～2015 年 1 月） 









































第 2 夏期隊員宿舎には A ヘリポートを監視するカメラが備え付けられているが、55 次では B ヘリポートを
監視するためのカメラを新たに敷設した。このカメラは第 1 居住棟から気象棟方面を監視するためのカメラ








































































































































c)  汚水処理棟、倉庫棟 
外壁の鋼板が多くめくれていたために、張り直し補修した。 






















イ） トイレ手洗いに専用のタオル BOX を作成して取り付けた。 
b） 医務室 














































































































    A棚：登山装備、テント、寝袋 
      B棚：アイスドリルシャフト、野外用共同装備、ストーブ、非常装備予備  
      C棚：個人装備予備 消耗装備 
      D棚：旅行用日用品 旅行用調理道具 ポリタンク、ガスボンベ  
倉庫棟2階：非常用レスキュー装備 旅行用調理道具 車載用非常食 ルート工作ドリルセット  




















a） 車載用レスキュー装備（プラスチックケース入り、2 人用×4 セット） 




b） 内陸旅行用レスキュー装備（プラスチックケース入り、4 人用×1 セット） 
内陸旅行に出かける際に携行して非常時に対応できるようにした。 
c） レスキュー隊用レスキューセット（ザック入り 1 人用×4 セット） 
レスキュー態勢が発動された時に、レスキュー隊員が担いで持ち出せるように準備した。 
d） 車載用非常食（4 人×3 泊 4 日×4 セット) 


























5月2日 アイスオペレーション 北の浦（生活用氷採取） 


















8月4-5日 S16・S17合同オペレーション （野外観測支援、気象、機械） 
8月11-15日 スカルブスネスルート工作 （SV47完成、雪鳥沢小屋燃料デポ） 
8月18-20日 S16・S17合同オペレーション（気象、通信、機械） 
8月24-27日 スカルブスネス旅行 （野外観測支援、地圏、通信、機械） 
























12月11日 しらせ航路氷厚調査（多年氷帯と一年氷帯境界から弁天島沖）   
12月13日 しらせ航路氷厚調査（弁天島沖から右島左島間） 



















































3 月 17 日 12 名＋春日井（FA） 
3 月 19 日 11 名＋春日井（FA） 
3） 野外安全行動訓練 
 JARE55 緊急時連絡カード＜ 緊急時連絡事項＞ 
１．事故日時 ２．現場の人員と事故者  
３．事故現場の位置（緯度経度をＧＰＳで読み取る）  
４．事故の状況 ５．怪我人の容態 ６．救助の必要性 



















【主周波数】  [沿岸・内陸共通] 4540kHz  













3 月 10 日 11 名＋春日井（FA） 

















一般隊員向けレスキュー訓練は、全隊員（14 名）を 2 班に分け、第 1～3 回の訓練を実施。 
第 3 回の訓練は実際の事故を想定した総合訓練とする。 
e） 実施日と人員： 
レスキュー訓練(レスキュー要員向け) 
第 1 回 4 月 15 日 参加者：春日井、鯉田、今泉、増永、三浦、上原、水田、坂下、佐伯、宮道 
第 2 回 4 月 23 日 参加者：春日井、鯉田、今泉、増永、三浦、上原、水田、坂下、佐伯、宮道 
第 3 回 4 月 30 日 参加者：春日井、鯉田、今泉、増永、三浦、上原、水田、坂下、佐伯、宮道 
レスキュー訓練(一般隊員向け) 
第 1 回 A 班 4 月 17 日 参加者：牛尾、大竹、朝原、増永、増田、吉川、上原、横田、三浦、 
久保田、町田、水田、（春日井） 
B 班 4 月 18 日 参加者：山本、今泉、佐伯、宮道、吉田、金田、竪谷、鯉田、濱田、 
坂下、塚本、（春日井） 
第 2 回 A 班 4 月 24 日 参加者：牛尾、山本、朝原、佐伯、宮道、増田、上原、吉田、金田、 
町田、水田、濱田、（春日井） 
B 班 4 月 25 日 参加者：今泉、大竹、吉川、増永、横田、三浦、久保田、竪谷、鯉田、 
坂下、塚本、（春日井） 
第 3 回 A 班 5 月 1 日  参加者：今泉、大竹、増永、増田、金田、三浦、久保田、町田、鯉田、 
濱田、坂下、（春日井） 







表Ⅲ.4.9.3-1 JARE55 レスキュー訓練カリキュラム 








ダブルエイトノット  ○ ○ 
ダブルフィッシャーマンズノット  ○ ○ 
巻き結び（インクノット）  ○ ○ 
もやい結び ○ ○ 
蝶結び（バタフライノット）  ○ ○ 
マッシャー結び（オートブロック）     ○ 解説・見本のみ
ザイルの巻き方 振り分け式  ○ ○ 
ループ式 ○ × 
ハーネスの装着 シットハーネス  ○ ○ 






支点のとり方 流動分散  ｱｲｽｽｸﾘｭｰ/ｽﾉｰﾊﾞｰの
利用 
○ ○ 
確保技術 エイト環、グリグリ ○ ○ 
ムンターヒッチ（半マスト結び） ○ × 
懸垂下降 低所 エイト環利用 ○ × 
グリグリ利用 ○ ○ 
自己脱出 低所 ブルージック 解説・見本のみ 解説・見本のみ
ユマール ＋ フッターコンプリート ○ ○ 




懸垂下降 高所 エイト環利用 ○ × 
グリグリ利用 ○ ○ 
自己脱出 高所 ユマール＋フッターコンプリート ○ ○ 
引き上げシステム 1/3、1/5、倍力システムの作成 ○ ○ 
担架引き上げ ○ ○ 
ロープフィックス フィックスロープの張り方 ○ ○ 







ペラルディ・レスキューウィンチ ○ × 




























































































































  21 日 
19：00 
～20：15 





































   










表Ⅲ.4.10.1  国内連携業務項目 

































































































































































・雪上車 415 レスキュー 









































































































































SM411、SM412 2ｔ橇×2 台 
11/6 北の浦 － 塚本、牛尾、春日井

































表Ⅲ.4.10.4-1 極地研究所ホームページ「昭和基地 NOW!!」記事 
№ 題   名 執筆 解説 
1 越冬交代式 塚本  
2 大気の変化が描いた空の神秘 塚本 今泉 
3 越冬成立・福島ケルン慰霊祭 塚本  
4 食器を洗った水の行方 塚本 鯉田 
5 “男の子”だけのひなまつり？ 塚本  
6 昭和基地の電力を維持せよ！ 塚本 横田 
7 昭和基地ではたらくクルマ（装輪車編） 塚本 金田 
8 本日も灯火制限をお願いします 塚本 吉川 
9 南の果てのカーペンター 塚本 坂下 
10 ブリザード後の除雪 塚本  
11 大陸までのルートを確保せよ！ 塚本 春日井 
12 自分の命と仲間の命 塚本  
13 幻の氷山出現！？その正体は？ 塚本 今泉 
14 こども達へのメッセージ 塚本  
15 通信は隊員の「命綱」 塚本 久保田 
16 極夜前の休日 塚本  
17 共同作業あれこれ 塚本  
18 毎日発信！昭和基地から世界へ 塚本 朝原 
19 南極の今を私たちが伝えます 塚本  
20 一大イベントで祝うミッドウインター祭 塚本  
21 来たれ！スイーツ男子 塚本  
22 「当たり前」を維持するということ 塚本 吉田 
23 Face to Face のコミュニケーション 塚本  
24 気球で上空の大気を探れ！ 塚本 宮道 
25 昭和基地ではたらくクルマ（雪上車編） 塚本 三浦 
26 雪に埋もれたソリを救出せよ！ 塚本  
27 基地の一番きれいな場所で 塚本 佐伯 
28 南極からのメッセージを届けるために 塚本 濱田 
29 夜空からのプレゼント 塚本 宮道 
30 極地観測に寄せる思い 塚本 山本 
31 昭和基地に現れたピンチヒッター 水田  
32 みんなが健康であるために 塚本 町田 




34 “壮大なピクニック計画”大成功！ 塚本  
35 太陽の横に虹が出現？ 塚本 佐伯 
36 南極大陸を進む！ 塚本  
37 故福島紳隊員慰霊祭 塚本  
38 新たな視線で物事を見渡すチャンス 塚本  
39 冬の終わり 塚本  
40 体験してみよう！南極の氷 塚本  
41 ペンギンの個体数を調査せよ！ 塚本  
42 国際的に利用される昭和基地上空のオゾン観測データ 大竹  
43 電波に夢を乗せて 塚本 今泉 
44 大気の流れを追え！大型大気レーダーシステム稼働中 塚本 増田 
45 南極で不在者投票しました 塚本  
46 危機管理意識の向上を目指して―防災訓練 塚本  
47 安全で円滑な除雪作業のために 塚本 上原 
48 初荷に大喜び 塚本  
49 大晦日の大掃除と素敵な年越しそば 塚本  
50 あらゆるノウハウ伝えます－引き継ぎ作業 塚本 増永 
51 氷上輸送 NOW!! 塚本  
































































2014 年 2 月～ 








2014 年 2 月～ 












2014 年 2 月～ 















2014 年 3 月～ 
2015 年 1 月 
横田 
株式会社北國新聞社 北國新聞 紙 









2014 年 4 月～ 







2014 年 6 月～






2014 年 11 月





社内サイト 電子 2014 年 2 月 吉田 
ＫＤＤＩ株式会社        
渉外・広報本部広報部 
社内報 






















紙 2014 年 8 月 塚本 
社会福祉法人聖隷福祉事業
団総合病院聖隷浜松病院 










表Ⅲ.4.10.4-4 TV 会議システムを用いた情報発信（南極教室等）の実施一覧 





















学校法人桐蔭学園 08：30 12：00 
世界 4 地点中継試験 




学校法人桐蔭学園 09：30 10：20 















稚内市少年自然の家 09：30 11：00 
 
3 1 月 
南極教室 
本番 
稚内市少年自然の家 09：50 11：00 
 
4 28 月 
南極教室 
接続試験 





5 5 月 
南極教室 
本番 






















































































































































































































































表Ⅲ.4.10.4-5 55 次の観測隊枠南極教室の募集から準備までの日程 
年月日 内容 備考 
H25/8/23 観測隊枠についての説明（広報室）募集開始 第１回全員打合せ会 








H26/4/2 広報室から観測隊へ日程案の提示 観測隊側の日程調整開始 




H26/6/9 「観測隊枠」初回実施  




























































氷上輸送の打ち合わせを 1 月 12 日 18:00 から 30 分程度、しらせ観測隊公室で実施。参加者は 55 次上原
設営主任、鯉田安全主任、塚本、56 次野木隊長、三浦越冬隊長、加藤設営主任、金子輸送担当、浅野越冬庶
務、加藤夏庶務、しらせ運用科、補給科。 
氷上輸送の体制は表Ⅲ.4.11.1-1 のとおり。PB301 は 20ft 橇を、SM60 および SM65 は 12ft 橇を牽引。し





      日 時 



















連絡・調整・物資確認 塚本、浅野（56 次） 
16t ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 鯉田 
5t ﾗﾌﾃﾚｰﾝｸﾚｰﾝ 三浦 － － 
玉掛け（ｽﾃｰｼﾞ側） 金田、横田 ほか 56 次 2～4 名 
玉掛け（ｺﾝﾃﾅﾔｰﾄﾞ側） 上原 ほか 56 次 0～1 名 
大型ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ（2 台） 吉田、坂下 
大型ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ補助 濱田、増田 濱田、宮道 濱田、佐伯 濱田 
ｺﾝﾃﾅﾄﾗｯｸ（2 台） 春日井、水田 適宜 












連絡・調整 金子（56 次） 
荷受全般 しらせ運用科 
荷受検数 しらせ補給科 
 持ち帰り便数 5 便 3 便 17 便 34 便 10 便 
※昭和基地側の作業前ミーティングは各日の氷上輸送開始前に実施した。 
※02:00～02：30 頃に夜食を兼ねた休憩を行った。（夜食はしらせから提供を受ける。） 
※1 月 16 日～18 日の間はブリザードおよび除雪作業のため中断。 
 
b） 持ち帰り氷上輸送に伴う全体作業等 
 ア） 私物の搬出 
持ち帰り私物用 12ft コンテナ（2 台）を気象棟前に設置（1 月 5 日～13 日）。各自でコンテナに搬入し
た。なお、これらのコンテナは 1 月 13 日の氷上輸送開始前にコンテナヤードに移動し、同日、しらせに
搬出した。 
 イ） 予備食の入れ替えと公用氷の搬出 




 ウ） プロパンガスカードル  
1 月 15 日～16 日の氷上輸送において、56 次持ち込みの同品が昭和基地に搬入されたことに伴い、1 月


























     日 時 
 













「しらせ」ヘリ 「しらせ」ヘリ 「観測隊」ヘリ 「観測隊」ヘリ
昭和基地
 
現場指揮 上原 金子（56 次）
三浦越冬隊長 








大型フォークリフト 坂下 － － 
クローラー 
フォークリフト 





























通信ワッチ しらせネットワーク室（56 次隊員） 
 持ち帰り便数 23 便 34 便 26 便 11 便 
※12:00～13：00 に昼食を兼ねた休憩を行った。 





や単管シリンダーは 12/20 に全体作業として、パレット組みや A ヘリポートへの移動を実施した。また、気
水圏の単管シリンダーは 1/24 の夕方ミーティング後に全体作業としてパレット組みを行った。そのほか、
冷蔵・冷凍品、輸送日当日にヘリポートに搬入する物資は個別に対応した。2 月 9 日、10 日は空スチコン、
ヘリウムガスカードル、単管シリンダーを空輸した。 
c） 廃棄物の搬出 





1 月 22 日までに通路棟（防火区画 B から C の間）に私物を集積し、1 月 24 日の夕方ミーティング後に全





































気象 K4    70 22,264 58.69 8 3,642 8.56  78  25,906 67.25 
宙空圏（一般研 究） K10    7 548 1.90  7  548 1.90 
気水圏（一般研 究） K11    4 212 0.32  4  212 0.32 
宙空圏（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） K16    1 230 1.42  1  230 1.42 
気水圏（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） K17 1  20  0.06  73 4,160 13.22 10 500 0.90  84  4,680 14.18 
地圏（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ） K18 1  685  3.04  1 14 0.06  2  699 3.10 
PANSY K21 1  3,000  21.79  2 600 2.84  3  3,600 24.63 
機械 M 24  34,050  196.82  24 5,933 37.35  48  39,983 234.17 
通信 R    1 310 1.42  1  310 1.42 
医療 I 3  17  0.12  1 350 1.42  4  367 1.54 
環境保全（一 般物 資） 
D 
4  61  0.22   4  61 0.22 
環境保全（廃 棄物） 78  208,215  1,144.80  111 57,158 174.85  189  265,373 1,319.65 
LAN L    1 280 1.42  1  280 1.42 
建築 T    1 300 1.42  1  300 1.42 
装備 E 1  3,300  21.79  3 870 4.26  4  4,170 26.05 
公用品 O 7 23,045 159.23 27 16,250 50.77 20 8,880 28.38 54 48,175 238.38 
総計 120 272393 1547.87 326 109465 351.30 39 13,036 37.90  485  394,894 1,937.07 
 
表Ⅲ.4.11.1-4 持ち帰り私物内訳（荷姿別） 




















中ダンボール 131 1,663 8.59 116 1,427 7.34 247 3,090 15.93
小ダンボール 31 356 0.81 7 88 0.18 38 444 0.99
ダンボール 
（定形外） 
9 100 0.45 11 79 0.52 20 179 0.97
専用ケース 12 82 0.61 17 113 1.18 29 195 1.79
バッグ 19 206 1.19 1 15 0.13 20 221 1.32
工具箱 1 12 0.01 0 0 0.00 1 12 0.01
スーツケース 15 255 1.38 0 0 0.00 15 255 1.38














5．委託課題     宮道 光平・牛尾 収輝 
5.1 第 10 回中高生南極北極科学コンテスト南極科学賞課題の現地実験   










































































































 55次越冬期間中の宿泊野外行動を表Ⅲ.6.2-1 野外行動一覧（日帰り）に示す。 
 
表Ⅲ.6.2-1 野外行動一覧（日帰り） 
日程 申請者 部門 目的 目的地・ルート 参加者 使用車両など 
2 月 5 日 春日井一人 気象 
雪尺観測、他に 10、18、24
日 
北の浦海氷上 気象隊員、春日井 徒歩 
2 月 5 日 朝原信長 気象 測風棟方角測量 ネスオイヤ 朝原、植田 徒歩 














2 月 15 日 春日井一人 生活 アイスオペレーション 北の浦海氷上
春日井、竪谷、金田、
増田 
スノモ 2 台 
3 月 1 日 春日井一人 FA 
北の浦海氷境界標識旗整
備 
北の浦海氷上 春日井、朝原 スノモ１台 
3 月 3 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 11、15、24
日 
北の浦海氷上 気象隊員 徒歩 
3 月 15 日 春日井一人 ＦＡ 北の浦海氷厚調査 北の浦海氷上 春日井、吉田、塚本 スノモ２台 












3 月 21 日 春日井一人 FA 見晴らし岩ルート工作 見晴らし岩 春日井、坂下 SM414 









































4 月 1 日 増永拓也 地圏 
西の浦海氷ＧＰＳ設置場所
偵察 




4 月 1 日 今泉貴嗣 気象 
雪尺観測、他に 8、12、21、
29 日 
北の浦 気象隊員 徒歩 










スノモ 2 台 
4 月 4 日 三浦秀史 機械 見晴らし岩車両置き場整地 見晴らし岩 三浦秀史、金田祐 SM653、PB301 
4 月 8 日 春日井一人 FA 
とっつき岬ルート海氷状況
偵察 
とっつき岬 春日井、塚本、増 スノモ２台 


















4 月 21 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷ＧＰＳ設置作業 西の浦 増永、春日井、塚本 徒歩 




5 月 2 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 増永、町田 徒歩 
















5 月 4 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 12、19、26
日 
北の浦海氷上 気象隊員 徒歩 





















5 月 19 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 増永、町田 徒歩 
5 月 22 日 吉川康文 宙空 西オングル観測基盤整備 西オングル島 吉川、宮道 SM304 














5 月 28 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 増永、町田 徒歩 
6 月 2 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 9、16、24、
30 日 
北の浦海氷上 気象隊員 徒歩 
6 月 5 日 上原誠 機械 橇回収 北の浦 上原、春日井、坂下 
SM601、SM652、
SM414 
6 月 25 日 吉川康文 宙空 西オングル制御盤調査旅行 西オングル島 吉川、宮道、水田 SM304 
7 月 7 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 14、21、28
日 
北の浦海氷上 気象隊員 徒歩 
7 月 18 日 春日井一人 FA ルート状況確認 とっつき岬 春日井、三浦、大竹 SM415、SM601 































7 月 28 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷ＧＰＳ保守 西の浦 増永、水田 徒歩 
8 月 4 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 11、18、25、
31 日 
北の浦海氷上 気象隊員 徒歩 








8 月 9 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 増永、久保田 徒歩 
8 月 9 日 宮道光平 宙空 西オングルバッテリー充電 西オングル島 宮道、吉川、水田 SM414 
8 月 11 日 吉川康文 宙空 西オングルバッテリー充電 西オングル島 宮道、吉川 SM652 
8 月 14 日 金田祐 機械 北の浦デポ橇回送 北の浦 金田、坂下 SM652 
8 月 20 日 吉川康文 宙空 西オングルバッテリー充電 西オングル島 宮道、吉川、水田 SM304 
8 月 28 日 吉川康文 宙空 西オングルバッテリー充電 西オングル島 宮道、水田、町田 SM304 




9 月 10 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 15、22、29
日 
北の浦海氷上 大竹、佐伯 徒歩 
9 月 11 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 増永、竪谷 徒歩 
9 月 11 日 吉川康文 宙空 西オングルバッテリー充電 西オングル島 吉川、宮道、水田 SM304 
9 月 16 日 春日井一人 FA ルート工作 ルンパ 春日井、水田、大竹 SM414、SM411 
9 月 17 日 春日井一人 FA ルート工作 ルンパ 春日井、塚本、町田 SM414、SM411 














9 月 21 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 増永、今泉 徒歩 









向岩 増永、牛尾、春日井 SM414 
10 月 1 日 増永拓也 地圏 向岩 24 時間 GPS 観測 向岩 増永、竪谷 SM414 
10 月 3 日 増永拓也 地圏 向岩 24 時間 GPS 観測 向岩 増永、鯉田 SM304 
10 月 6 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 13、20、27
日 
北の浦海氷上 山本、今泉 徒歩 
10 月 7 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 増永、水田 徒歩 






















10 月 20 日 宮道光平 宙空 
西オングルアンテナキャリブ
レーション 
西オングル 宮道、水田 SM304 
10 月 23 日 濱田彬裕 ＬＡＮ 岩島無線中継局立ち上げ 岩島 濱田、春日井、宮道 SM411 
















10 月 29 日 鯉田淳 環保 西の浦飛散廃棄物回収 西の浦 
鯉田、上原、竪谷、塚
本 
スノモ 2 台 












11 月 4 日 山本浩嗣 気象 
雪尺観測、他に 10、17、25
日 
北の浦海氷上 山本、朝原 徒歩 




11 月 6 日 塚本健二 庶務 アイスオペ実施場所調査 北の浦 塚本、牛尾、春日井 スノモ 2 台 












スノモ 2 台 






スノモ 2 台 





11 月 20 日 牛尾収輝 全体 航空機給油 オングル海峡 牛尾、鯉田、坂下 
SM652、スノモ 1
台 




11 月 25 日 吉川康文 宙空 多目的部門機器電源投入 西オングル島 水田、吉川 スノモ２台 






スノモ 2 台 
12 月 4 日 山本浩嗣 気象 雪尺観測、他に 9、15、22 日 北の浦海氷上 佐伯、町田 徒歩 
12 月 11 日 春日井一人 全体 しらせ航路氷厚調査 弁天島沖 春日井、濱田 スノモ 2 台 
12 月 13 日 春日井一人 全体 しらせ航路氷厚調査 弁天島沖 春日井、水田 スノモ 2 台 
12 月 19 日 増永拓也 地圏 西の浦海氷 GPS 保守 西の浦 春日井、吉田 徒歩 
12 月 25 日 春日井一人 FA 海氷安全講習 北の浦海氷上
春日井、56 次生物及び
海氷チーム計 11 名 
徒歩 
12 月 26 日 56 次隊 機械 
56 次夏期オペレーション支
援 
ラングホブデ 横田、56 次生物チーム ヘリコプター 
12 月 29 日 春日井一人 全体 56 次海氷安全講習 北の浦海氷上
春日井、牛尾、町田、
56 次隊 36 名 
徒歩 










スノモ 2 台 
1 月 3 日 鯉田淳 環保 海水サンプリング 北の浦海氷上 鯉田、56 次重松 スノモ 2 台 
1 月 4 日 春日井一人 FA ルート工作引き継ぎ 岩島 春日井、56 次高橋 スノモ 2 台 






































1 月 29 日 春日井一人 FA アイスオペレーション 北の浦海氷上 春日井、56 次高橋 スノモ 2 台 
 
6.3 野外行動一覧（宿泊） 
 55次越冬期間中の宿泊野外行動を表Ⅲ.6.3-1 野外行動一覧（宿泊）に示す。 
 
表Ⅲ.6.3-1 野外行動一覧（宿泊） 
日程 申請者 部門 目的地・ルート 目的 参加者 使用車両など
5 月 6 日～ 
5 月 7 日 




5 月 8 日～ 
5 月 9 日 






5 月 21 日～ 
5 月 22 日 










7 月 24 日～ 








7 月 31 日～ 











8 月 4 日～ 
8 月 5 日 








8 月 11 日～ 










8 月 18 日～ 
8 月 20 日 









8 月 24 日～ 













8 月 31 日～ 
9 月 2 日 








9 月 10 日～ 










9 月 22 日～ 











9 月 26 日～ 
9 月 28 日 








10 月 3 日～ 
10 月 13 日 






10 月 21 日
～10 月 22
日 




















11 月 5 日～ 
11 月 7 日 



























ペンギンセンサス 鯉田、三浦、朝原、坂下 SM412、SM411 
12 月 4 日～ 









1 月 7 日～ 
1 月 10 日 











1 月 9 日～ 
1 月 13 日 






1 月 20 日～ 
1 月 22 日 




















































Ⅰ．宙空圏  無人磁力計保守（Ｈ６８） 
Ⅱ．気水圏  雪のサンプリング（Ｓ１６－Ｓ１２２  １０ｋｍ毎） 
        ルート上の雪尺測定（Ｓ１６－Ｓ１２２、２ｋｍ毎）、GPS 測定(各点) 
        ３６本雪尺網観測（Ｈ６８、Ｈ１８０、Ｓ１２２）、GPS 測定（各所 4 点） 




Ⅲ．新規導入車両（PB301 および EG110）運用試験 
Ⅳ．車両整備 
 
3. 参加メンバー（役割分担）  
    春日井 一人（リーダー：野外観測支援・医療・装備補助） 









表Ⅲ.6.5-1 S16 から S122 までの車両および橇編成 




1 台 南軽 1 台 
PB301 金田  機械 3 台
機械モジュール橇＋南軽 2 台(H132 で燃料橇１台
デポ) 
EG110 三浦  環境保全 0 台  
SM115S 塚本 佐伯 気象・観測・
通信 
2 台 南軽１台＋食料橇 
 
 表Ⅲ.6.5-2  S122 から S16 までの車両および橇編成 







1 台 南軽 1 台 
PB３０１ 三浦  機械 3 台
機械モジュール橇＋南軽 2 台(H132 で燃料橇１台ピ
ックアップ) 
EG110 金田  環境保全 0 台  
SM115S 塚本 佐伯 気象・観測・
通信 
2 台 南軽１台＋食料橇 





実績 2013 年 10 月 3 日（金） ～ 10 月 13 日（月） [行動 10 日・休養 1 日] 
 
表Ⅲ.6.5-3 行動実績 























43.5km 走行、ルート標識旗整備、2km 毎の雪尺観測、10km 毎の積雪サンプリング 

























表Ⅲ.6.5-4 S122 往復旅行行動記録 
 
6. 輸送物資 
  全6橇でS122まで移動した。内訳は以下のとおりである。 






    燃料橇：4台（H132に燃料橇1台デポ） 
 
   復路 
    S122から昭和基地まで輸送した橇3台 
    食糧橇：1台 
    燃料橇：2台（H132で燃料橇1台ピックアップ） 
    S122からS16まで輸送し、S16でデポした橇2台 
    機械モジュール橇：1台 
    燃料橇：2台 
S16から昭和基地まで輸送した橇2台 
    持帰り物資搭載橇（機械部品、ゴミ等）：1台 
    燃料橇：1台 
 





116 PB EG 115
10/03 1 昭和基地 09:00 S16 14:30 33.00 55 0 0 40  
10/04 2 S16 08:30 H35 16:30 37.80 110 183 201 115  
10/05 3 H35 08:20 H132 18:20 43.50 140 163 181 167  
10/06 4 H132 08:00 H224 17:30 49.00 132 230 193 159 H132 にて燃料橇 1 台デポ。 
10/07 5 H224 08:00 S122 17:30 43.50 150 255 206 140  
10/08 6 S122 - S122 - 0 0 0 0 0 滞在 
10/09 7 S122 14:00 H248 18:30 29.80 145 278 206 156  
10/10 8 H248 08:10 H132 18:30 61.70 152 272 232 162  
10/11 9 H132 08:00 H9 18:30 50.90 139 250 290 129  
10/12 10 H9 08:00 S16 14:00 30.40 96 195 170 100  










日付 作業 内容 
10月4日 日常点検 各オイル、各所点検、右テンションシリンダ調整作業 
10月5日 日常点検 各オイル、各所点検、底板増し締め作業、右履帯張り調整作
業 
10月6日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月7日 日常点検 各オイル、各所点検、底板増し締め作業 
10月8日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月9日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月10日 日常点検 各オイル、各所点検、底板増し締め作業 
10月11日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月12日 日常点検 各オイル、各所点検、底板増し締め作業 





日付 作業 内容 
10月4日 日常点検 各オイル、各所点検、 
10月5日 日常点検 各オイル、各所点検 















PB301 フロントキャビン内エアヒータは 9/26 時点で作動不良が起きて使用できない状況だった。-30℃を
下回ってきた 10/7 から車両立ち上げ時にブレード用油圧シリンダのシール部より油漏れが発生(詳細は整備









日付 作業 内容 
10月4日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月5日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月6日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月7日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月8日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月9日 日常点検 各オイル、各所点検、エンジンオーバーヒート 
10月10日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月11日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月12日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月13日 日常点検、見晴らし側車両置き場へデポ 各オイル、各所点検 
4 日の立ち下げより EG110 用夜間保管方法に則り各ヒータを使用した。10 日より各隊員に運転してもらう




日付 作業 内容 
10月4日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月5日 日常点検 各オイル、各所点検、ステアリングマスタシリンダオイル漏
れ修理、底板増し締め作業 
10月6日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月7日 日常点検 各オイル、各所点検、底板増し締め作業 
10月8日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月9日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月10日 日常点検 各オイル、各所点検、底板増し締め作業 
10月11日 日常点検 各オイル、各所点検 
10月12日 日常点検 各オイル、各所点検、底板増し締め作業 
10月13日 日常点検、立ち下げデポ 各オイル、各所点検、ブリ対策 
H35 にて車両立ち上げ時にステアリングマスタシリンダより微量の油漏れを確認(詳細は整備カードに記
載して国内へ報告した)、漏れ量を観察しながら出発。H88 にて漏れ量が朝の段階より増えていたのでリペア























5 173.8 43.45 
走行距離 / km 174 164 73hr 175 平均 171
給油量 / L 532 831 781 581 合計 2725






















3.06 4.78 4.49 3.34 平均 3.92
 

















5 173.8 43.45 
走行距離 / km 178 165 73hr 180 平均 174.3




















ルート上 10km 毎に風上の表面積雪の採取を行った。 
採取地点：S16、S21、S27、H9、H48、H72、H96、H112、H132、H152、H172、H192、H212、H232、H248、
H268、H288、S122 の計 18 地点 
(2)ルート上の雪尺測定（S16-S122） 
2ｋｍ毎の雪尺の長さ及び GPS による測位を行った。概ね 80cm 以下の雪尺は、風上側 30ｃm の所に新た
に旗竿を設置した。 
また、雪尺周辺の雪面の状況を Dispositional、Erosional、Grazed の 3 種に分類し、写真による記録を
行った。 
曇天のため、往路で写真の映りが悪かった H42-H132 の区間は、復路で再撮影を行った。 
(3)36 本雪尺網観測（Ｈ68、Ｈ180、Ｓ122） 
各雪尺網観測地点において雪尺の長さを測定し、36 本雪尺の四隅の GPS 測量を実施した。 
概ね 80cm 以下または傾きの大きい竹竿について、風上側 30cm の所に立て直しを行った。 





















2013 年 12 月からほぼ変化はなく、雪面からベニヤ板まで 15 ㎝、太陽光パネル下端から雪面までは
1m50 ㎝であった。 
③ GPS 座標取得 
取得した GPS 座標は以下の通り 
センサー：  S69°11′32.22″  E41°03′01.32″ 






















9-3 気象観測  
 1 日 2 回（朝食時、定時交信前）を基本とし、低温が原因と考えられる PB301 の障害の際は、参考とし
て復旧時（10 月 9 日 13:00）に臨時に気象観測を行った。 
旅行中、天気は薄曇りや晴れで推移し、ブリザードによる停滞など、野外行動に支障が出ることはなかっ
た。 















10/3 19:30 S16 916.7 -25.2 薄曇り E 5.3 30 9 2Sc,3Ac,9Ci 
10/4 8:00 S16 913.2 -23.6 薄曇り E 6.9 30 10- 0+Sc,4Ac,10-Ci 
10/4 18:00 H35 846.0 -27.4 薄曇り E 5.4 30 10- 0+Sc,1Ac,10-Ci 
10/5 8:00 H35 840.3 -22.7 曇り E 8.4 7 10- 10-Sc,XAc 
10/5 19:00 H132 807.7 -29.7 曇り E 5.6 20 10- 8Sc,3Ac,Xci 
10/6 7:30 H132 808.0 -34.0 曇り E 7.4 30 10 0+Sc,3Ac,10As 
10/6 18:00 H224 778.3 -31.9 薄曇り NE 6.4 30 10 0+Sc,2Ac,4Ci,10Cs 
10/7 7:30 H224 776.8 -35.4 薄曇り NE 5.9 25 10 0+Sc,1Ac,3Ci,10Cs 
10/7 18:30 S122 746.7 -35.9 薄曇り NE 6.2 30 10- 0+Sc,2Ac,10-Ci 
10/8 13:00 S122 747.0 -33.0 薄曇り NE 2.9 30 10- 0+Sc,0+Ac,10-Ci 
10/8 17:30 S122 747.2 -37.1 薄曇り NE 3.6 30 10- 0+Sc,0+AC,10-Ci 
10/9 6:10 S122 749.3 -43.0 晴れ NE 7.5 25 0+ 0+Sc 
10/9 13:00 S122 749.7 -35.3 晴れ NE 4.6 4.0 2 0+Sc,2Ci 
10/9 18:50 H248 772.8 -38.0 快晴 E 3.5 30 1 0+Sc 
10/10 8:00 H248 776.3 -40.0 晴れ E 4.6 30 3 0+Sc,0+Ac,3Ci 
10/10 18:30 H132 809.9 -33.0 快晴 E 3.5 30 1 0+Sc,0+Ac,0+Ci 
10/11 7:40 H132 808.0 -35.7 快晴 E 9.1 5.0 1 0+Sc,0+Ci 
10/11 18:40 H9 848.8 -28.3 薄曇り E 3.3 30 10- 0+Sc,0+Ac,10-Ci 
10/12 6:20 H9 849.4 -30.7 快晴 E 4.1 30 1 1Sc,0+Ac 
10/12 18:00 S16 907.3 -22.5 薄曇り E 5.3 30 9 3Ci,9Cs 





気温・気圧・風速            ： 携帯気象計 ケストレル 4500 
視程・風向・雲量・雲型・大気現象 ： 目視     
 
























冷凍庫で保管した。なお、準備食材は 14 日×6 名分。（予備 3 日分含む） 
出発 2 日前（10 月 1 日）に食糧橇を発電棟冷凍庫の外扉前へ回送し積み込み作業を実施。作業時間は 5 名







11-2   旅行中の調理 
食事は食堂橇から食堂車である SM116 に移し、食事前にヒーター吹き出し口にて予備解凍を施し食事毎
に湯煎や電子レンジで調理した。食事メニューは毎日各隊員のリクエストを聞きつつ事前作成のメニュー
＋もう１品 BOX より何品かを調理し臨機応変に対応した。 
造水は毎朝 SM116、115 で行い走行中に吹き出し口前で溶かし、水になる夕食時にポリタンクへ移した。
毎朝食時にお湯を沸かして各車に配布した。 
11-3  旅行後の食糧在庫状況 
予定どおり 11 日分の食事メニューを消費した。 











くまで一度の給油も必要なかった。ボンベ使用数は全期間を通じて 8 本だった。（約 0.9 本/泊） 
・装備品の主な物は各雪上車内に保管したが、旗竿の一部や、生活小物の消耗品予備に関しては、一部機






・GPS は、ハンディ GPS(Garmin GPSmap 62SCJ×2 台)を持参した。 
ハンディ GPS には予め前次隊のルートデータを入れておき、先頭車両では GPSMap 62SCJ を使ってナビゲ












は一人 2L のお湯で十分であった。 
・ジップロックタッパーを効率よく利用し、食材の無駄を極力抑えた。その結果、固形の残飯は出さなか
った。 
・水は出発時 20L ポリタンに 5 本用意し SM115 に 2 本、116 に 3 本搭載したが、食堂車以外の水は歯磨き、


























可燃 20.0kg、プラスチック 5.0kg、ダンボール 6.0kg、アルミ缶 1.4kg、スチール缶 0.6kg、ペットボトル
1.9kg、ガスカートリッジ 0.8kg（8 本）、排泄物 27kg、金属 1.0kg、ビン 5.0kg、不燃 0.5g、生ごみ（持ち
帰り食材）125 ㎏  合計 194.2kg 
 





S16 地点までは VHF を使用して昭和基地との交信を行った。 
また、往路で VHF（車載）の昭和基地との通信限界を試したところ、S25 までは通信可能であった。 
（2）HF 







15. ルート整備  
ルート標識の整備については、雪尺の立て直し基準及び気象隊員の助言を参考に、竹竿の高さが 100cm 以
下の物については風上側に 30cm 離して旗竿を新設した。100cm 以上の物で旗布が消耗していたり無くなって
いたりしているものについては旗布のみ取り付けた。立て直しまたは旗布の装着を行なった物については、
ブタ札を装着した。 
結果は、表Ⅲ.6.5-12 にまとめたが、全 86 旗門のうち、「ブタ札のみ」交換 6 本、「赤旗・ブタ札」交換
23 本、「旗竿・ブタ札新規」14 本、「そのまま」43 本であった。55 次ではブタ札を前もって作成しておき、
番号ごとに小分けして持っていったため、先頭車からの指示で取りだすだけにしたため時間短縮できた。 
ルート標識用のドラム缶のうち、放っておくと埋まってしまうものや倒れているものについては掘り出し














表Ⅲ.6.5-12  ルート赤旗及びブタ札整備状況（JARE55） 







 地点 旗竿 ブタ札 赤旗 地点 旗竿 ブタ札 赤旗 
 
16    3 ○ ○  168   
17  ○  9  ○ 172  ○ 










20 ○ ○   27 ○ ○  184  ○ 
21 ○ ○   35 ○ ○  188  ○ 
22  ○  42 ○ ○  192  ○ 
23    48 ○ ○  196 ○ ○ 
24  ○  54   200   
25    60   204   
26 ○   64  ○ 208   
27    68   212   
28 ○ ○  72   216  ○ 
29    76   220  ○ 
30 ○   80   224   
84   228   
88 ○  232   
92   236  ○ 
 
   
96 ○ ○  240  ○ 
100   244  ○ 
  104   248   
  108   252   
  112 ○  256  ○ 
  116   260 ○ ○  
  120 ○  264 ○ ○  
  124   268   
  128   272  ○ 
  132   276  ○ 
  136   280 ○ ○  
  140   284  ○ 
  144   288 ○ ○  
  148  ○ 293  ○ 
  152 ○  297   
  156   301   
  160   S122   
































2 月 7 日 ミニバックホウにて管理棟前の除雪・・・ 2 
     ブルドーザによる除雪・・・・・・・・・ 1 
3 月１日  発電棟管理棟側除雪・・・・・・・・・   2 
3 月 24 日 雪上車置き場 雪ならし・・・・・・・・ 3 
3 月 28 日 峠の茶屋 雪均し・・・・・・・・・・・ 2 
4 月 2 日  見晴らし橇置き場整地・・・・・・・・・１ 
4 月 4 日  見晴らし橇置き場整地・・・・・・・・・ 2 
4 月 8 日  倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 5 
基地側雪上車置き場雪均し・・・・・・・ 5 
4 月 14 日 発電棟管理棟側除雪・・・・・・・・・・ 2 
4 月 15 日 基地側雪上車置き場～自エﾈ・・・・・・・１ 
4 月 29 日 １３０㌔水槽周り除雪・・・・・・・・・ １ 
5 月 16 日 風発小屋仮置き場除雪・・・・・・・・・ 1 
5 月 20 日 倉庫棟 汚水処理棟屋根雪降ろし・・・・ 全 
5 月 20 日 ボイラー煙道周囲・・・・・・・・・・・ 2 
5 月 21 日 倉庫棟裏除雪 Δ地帯・・・・・・・・・ 9～ 
5 月 21 日 ボイラー煙道周囲・・・・・・・・・・   3 
5 月 22 日 除雪 整地 ・・・・・・・・・・・・・  7～ 
5 月 22 日 ボイラー煙道周囲・・・・・・・・・・・ 2 




5 月 26 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 8～ 
5 月 27 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4～ 
5 月 28 日 管理棟風上除雪・・・・・・・・・・・・ 4～ 
5 月 29 日 管理棟風上除雪・・・・・・・・・・・・ 4～ 
5 月 30 日 管理棟風上除雪・・・・・・・・・・・・ 4～ 
6 月 10 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
6 月 11 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
6 月 16 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
       発電棟周り除雪・・・・・・・・・・・  １ 
6 月 17 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
       発電棟周り除雪・・・・・・・・・・・・１ 
6 月 25 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 3 
6 月 26 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
      発電棟周り除雪・・・・・・・・・・・ １ 
6 月 27 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
      発電棟周り除雪・・・・・・・・・・・ １ 
7 月１日  倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 3 
7 月 7 日  Δ地帯除雪・・・・・・・・・・・・・・ 2 
7 月 8 日  Δ地帯除雪・・・・・・・・・・・・・・ 3 
7 月 14 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
7 月 15 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
7 月 16 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 3 
7 月 19 日 １９広場除雪・・・・・・・・・・・・・ 2 
7 月 31 日 プロパン小屋周り除雪・・・・・・・・・ 1 
8 月１日  冬道作成除雪・・・・・・・・・・・・・ 1 
8 月 7 日  プロパン小屋その他除雪・・・・・・・・ 1 
8 月 8 日  １９広場除雪・・・・・・・・・・・・・ 2 
8 月 8 日  発電棟周り除雪・・・・・・・・・・・・ 1 
8 月９日  １９広場除雪・・・・・・・・・・・・・ 2 
8 月 20 日  コンテナヤード雪均し ステージ保守・・ 1 
8 月 27 日 プロパン小屋重機除雪 管理棟前・・・・ 3 
8 月 30 日 管理棟前除雪（東部地区押し）・・・・・・3 
9 月 9 日  プロパンボンベ庫除雪・・・・・・・・・ 1 
9 月 10 日 各所建物入口除雪など・・・・・・・・・ 多数 
9 月 11 日 倉庫棟 汚水処理棟屋根除雪・・・・・・ 11 
     倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・5 
9 月 12 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 5 
      海氷側除雪・・・・・・・・・・・・・・3 
9 月 13 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 4 
      海氷側除雪・・・・・・・・・・・・・   3 
9 月 15 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 6 
      海氷側・・・・・・・・・・・・・・・   4 
9 月 16 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 2 
      海氷側・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 
9 月 17 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 7 
      海氷側・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 




9 月 19 日  海氷側・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
9 月 26 日 倉庫棟裏除雪・・・・・・・・・・・・・ 3 
9 月 29 日 海氷側・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 
9 月 30 日 海氷側・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 
10 月 1 日 海氷側・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 
10 月 3 日 130 キロ水槽廻り除雪・・・・・・・・・・2 
10 月 4 日 130 キロ水槽廻り除雪・・・・・・・・・・2 
10 月 5 日 見晴ステージ保守除雪・・・・・・・・・ 2 
10 月 6 日 見晴ステージ保守除雪・・・・・・・・・ 2 
10 月 30 日 車庫前除雪（本格除雪準備）・・・・・・・2 
 
3) 本格除雪 
a) 輸送のための幹線道路  
11 月になり、車庫前から除雪を開始した。初旬にブリザードもあり本格的なスタートは 10 日になった。
管理棟前海氷側の笠下げに SM652 を使用、その後 SM652、653 で一夏前のウインドスクープの嵩下げを行っ
た。1 夏前の嵩下げ作業中、SM653 が 1 夏裏の水汲み沢へ滑落・横転した。発電棟裏 130 キロ水槽から居住
棟までの土出しまでをパワーショベルとクローラ 2 台を使用、車庫前から 1 夏までの土出しをブルドーザで
進めた。11 月中旬から下旬にかけて、SM652 は気象棟前広場の嵩下げ、パワーショベル・クローラー・ブル










行った。12 月 8 日頃から停電対応も行いながら、高田街道の土出し 3 回目を開始、パワーショベル・クロー
ラ 1 組は迷子沢からコンテナヤードの除雪を開始、2 組目のパワーショベル・クローラは基地側金属タンク
前から東部地区道路の除雪を開始した。ブリザードにより、計画していた除雪よりも道路の幅を狭く設定し、
クローラで運搬しながら、汚れた雪や水を道路脇に撒き散らし、太陽光での融解に頼る作戦とした。12 月中


















った。56 次持ち込みのブルドーザが氷上輸送にて到着していたので 56 次重機担当の支援を受け、高田街道
の土出しを行った。 
b) 設備周辺の除雪  
・130 キロ水槽周りの除雪は、パワーショベルで届く範囲を行い、届かない場所は、支援を呼びかけ手作













c) 氷上輸送ルートの確保  
見晴らし側氷上輸送ルートを確保する為に見晴らし岩からコンテナヤードまでの雪は除雪せず維持する
こととした。9 月頃にステージの雪の量があまり多くないことから C ヘリ待機小屋付近からパンジーエリア

















基地側の水道は、11 倉庫跡地から 100 ㎘水槽の風上を通り海氷側へ流すルートを確保した。本格除雪開始
時、日射による氷の融解が始まる前から水道作成を行った。除雪順序を間違えると発電棟や汚水処理棟、倉































11 月 1 日  ミニ重機講習 ５名 
11 月 2 日  ミニ重機講習 ６名 
11 月 5 日  砂確保 ミニブルにて砂利取り場からコンクリートプラントへ 1 名 
11 月 6 日  砂確保 1 名 
11 月 7 日  砂確保 1 名 
11 月 10 日 本格除雪スタート 管理棟前かさ下げ 3 名 
11 月 11 日 管理棟かさ下げ 3 名 
11 月 12 日 倉庫棟裏 発電棟裏 汚水処理棟裏 除雪 3 名 （ザク ブル クローラ）  








11 月 13 日 倉庫棟裏除雪 2 名 （ザク、クローラ） 
      1 夏前 かさ下げ 2 名（６０）  
11 月 14 日 倉庫棟裏除雪 2 名 （ザク、クローラ） 
      1 夏前 かさ下げ 2 名（６０） ※６５３横転 
11 月 15 日 倉庫棟裏除雪 2 名 （ザク クローラ） 
11 月 16 日 砂まき デルタ地帯 西部地区分電盤小屋 など 
11 月 17 日 130kl 水槽廻り雪落とし・1 夏裏砂まき、 11 名 
11 月 18 日 車庫から RT 棟間除 上原 ブル 
倉庫棟階段出し  鯉田 塚本 ザク クローラ 
気象棟前除雪、坂下 ６５２ 
11 月 19 日  RT 棟～1 夏前除雪 ブル 上原 
      倉庫棟廻りまとめ ザク 鯉田 クローラ 塚本 
気象棟前除雪、坂下 ６５２ 
海氷滑走路整備 坂下 金田 ６５２ ６０１ 
11 月 20 日 １夏前除雪、ザク鯉田 ブル上原 クローラ塚本 
11 月 21 日 １夏前・ザク鯉田 ブル上原 クローラ塚本 
高田街道入口除雪・ブル 上原 
気象棟前除雪・６５２ 坂下 
11 月 22 日 気象棟前除雪・ブル 上原 
１９広場～作業工作棟前除雪、６５２ 坂下 
            高田街道入口まとめ・ザク 鯉田 クローラ塚本 
      管理棟前 ６０１ 金田  
11 月 23 日 気象棟前除雪・ザク鯉田 ブル 上原 クローラ 塚本 
１９広場～作業工作棟前除雪 ６５２坂下 
管理棟前 ６０１ 金田 
11 月 25 日 気象棟前除雪・ブル 上原 ザク 鯉田 クローラ 塚本 
１９広場～作業工作棟前除雪、６５２坂下 
管理棟前除雪 ６０１ 金田 
11 月 26 日 本格除雪・気象棟前除雪・ザク 鯉田 クローラ 塚本 
１９広場～作業工作棟前除雪 ６５２ 坂下 
11 月 27 日 ザク、ミニブルイカリング修理 
11 月 28 日 押しブル 作業工作棟前 金田 
      ホイルローダ開始 高田街道 坂下 
      ザク クローラダンプ気象棟前 上原 塚本 
      ザク５１ 海氷側 鯉田 
11 月 29 日 ブリザード前の雪笠ならし 
      ザク５３鯉田 ザク５１上原 ホイルローダ坂下 ブル金田 
 
12 月 1 日―２日 ブリ 停電対応 
12 月 3 日  倉庫棟裏、気象広場 ザク ダンプ２台 上原 塚本 竪谷 
           高田街道 ホイルローダ 坂下 
      車庫前から１夏 ザク 鯉田 
12 月 4 日  気象棟広場 ザク ダンプ 2 台 上原 塚本 竪谷 
      高田街道 ホイルローダ 坂下 
      ザク 鯉田 高田街道アシスト 
12 月 5 日  迷子沢 ザク上原 ダンプ 2 台 塚本 竪谷 




12 月 6 日  ブリ 
12 月 7 日  ブリ後点検 停電対応 
12 月 8 日  ブリ後除雪 ザク鯉田 ダンプ 2 台 塚本 竪谷 
      ホイルローダ 高田街道 3 回目 
      迷子沢入口 ザク鯉田グループ 
12 月 9 日 水汲み沢 道路 ザク上原 ダンプ 2 台 塚本 竪谷 
      ホイルローダ 高田街道 
      ザク鯉田 作業工作棟前～管理棟前  
      ブル金田 作業工作棟前 
      SM652 三浦 管理棟前 
12 月 10 日 ザク上原コンテナヤード ダンプ 2 台 塚本 竪谷 
           ホイルローダ 高田街道からコンテナヤード 
      ザク鯉田 ブル金田 ６０三浦 管理棟前 
12 月 11 日 ザク上原 ダンプ竪谷 パンジー広場 
      ホイルローダ 坂下 コンテナヤード～パンジー小屋 
      ザク鯉田 管理棟前 ブル金田 Pb300 三浦 
12 月 12 日 ザク上原 ダンプ竪谷 11 倉庫跡地 
      ホイルローダ 坂下 パンジーまで 
      ザク鯉田 ブル金田 SM60 三浦 管理棟前、東部地区 
12 月 13 日 ザク上原 ダンプ竪谷 格納庫 
      ホイルローダ坂下 ダンプ塚本 車庫横足場 
      ザク鯉田 ブル金田 ６０三浦 管理棟から東部地区 
 
12 月 15 日 A ヘリ廻り 空スチコン廻り ザク上原 ダンプ塚本 
      重力計室入口 ザク上原 
      観測棟ボンベ庫出し 東部地区まとめ ザク鯉田 ダンプ竪谷 
12 月 16 日 迷子沢 持ち帰り物資廻り ザク上原 ダンプ 2 台 塚本 竪谷 
            １９広場から東部地区まわりまとめ ザク鯉田 ブル金田 
      ホイルローダ坂下 第 2 廃棄物保管庫道路 
12 月 17 日 迷子沢 物資廻り ザク２台上原 鯉田 ダンプ 2 台塚本 竪谷 
      ホイルローダ 1 夏脇 電離層観測小屋前広場 
      2 廃道路 ブル金田 
12 月 25 日 管理棟前氷砕き・除雪（JARE56） 
12 月 29 日 気象棟裏除雪 ザク上原 ザク鯉田 ブル金田 
12 月 30 日 天測点前除雪 ザク上原 ザク鯉田  
      気象棟裏除雪 ブル金田 
 































・BT-67 (Lidia C-GEAI) <L(RAE)-1> 
   13:09 S17着（ノボ基地から）、14:10 S17発（プログレス基地へ）。JET A-1給油量 ドラム缶10本。 
・BT-67 (Mia C-GEAJ) <M(NCAOR)-1> 
   13:15 S17着（ノボ基地から）、13:56 S17発（プログレス基地へ）。JET A-1給油量 ドラム缶8本。 
昭和基地滑走路における発着（1便） 
2014 年11月20日（木） 
 BT-67 (Mia C-GEAJ) <M(NCAOR)-4/5> 
   20:56 昭和基地着（ノボ基地から）、21:29 昭和基地発（プログレス基地へ）。JET A-1給油量  
ドラム缶6本。 
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1 土 -1.2 -4.0 3.6 雪 
越冬交代式、引越し、越冬隊私物搬入、全
体会議、休日日課 




3 月 -0.3 -4.7 18.3 ふぶき 南極授業（函館市立えさん小） 
4 火 0.4 -1.7 20.7 曇一時ふぶき 南極授業（函館市立えさん小） 
5 水 2.1 -1.1 10.1 曇 
南極授業接続試験、55 次夏隊・54 次越冬
隊しらせ帰還・しらせ支援員交代 
6 木 0.1 -1.5 9.6 曇後一時雪 
南極授業（桐蔭学園）、54 次越冬隊しらせ
帰還、地磁気絶対観測 
7 金 -1.3 -6.1 3.7 雪時々曇 
南極授業（桐蔭学園）、55 次夏隊・同行者・
54 次越冬隊しらせ帰還 




9 日 2.0 -1.5 2.5 曇時々雪 
第 1 夏期隊員宿舎・第 2 夏期隊員宿舎立ち
下げ作業、越冬隊私物搬入、車庫整理、ソ
ファー入れ替え 
10 月 -0.6 -3.0 9.5 曇 休日日課 
11 火 -0.6 -3.2 4.4 曇後雪 日用品搬入・整理 
12 水 -0.1 -5.2 2.8 薄曇後時々晴 コンテナヤード整理作業 
13 木 -1.6 -3.8 5.8 雪後曇 56 次冬期訓練用寄せ書き作成 
14 金 -0.6 -3.9 5.6 曇 公用電報リスト整理 
15 土 1.1 -3.9 5.0 曇 地磁気絶対観測、防災訓練（初期消火訓練）
16 日 -0.3 -7.4 3.9 晴後一時薄曇 休日日課 
17 月 -1.6 -8.0 3.9 薄曇時々晴 
越冬成立、電源切替、事故停電（発生 0947
～復電完了 1140） 
18 火 1.0 -8.3 3.4 薄曇 
越冬成立式、福島ケルン慰霊祭、越冬成立
公用電報打電 
19 水 -6.3 -13.9 2.1 快晴 TV 会議（遠隔医療相談）、VLBI 観測 
20 木 -1.4 -7.9 8.0 雪一時曇 VLBI 観測、生活部会 
21 金 0.9 -1.8 15.9 曇 宙空観測灯火管制開始 
22 土 1.0 -1.8 20.0 曇後ふぶき 誕生日会 
23 日 2.0 -3.7 7.4 曇 休日日課 
−446−
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2 
24 月 -1.1 -4.1 4.6 雪時々曇 
観測部会、南極教室プレリハーサル、地磁
気絶対観測 
25 火 -0.2 -6.4 8.3 曇 
設営部会、防災訓練（総合消火訓練）、VLBI
観測 
26 水 -3.2 -8.6 9.3 曇後時々晴 
オペレーション会議、南極教室リハーサ
ル、VLBI 観測 
27 木 -3.7 -8.8 24.9 曇後ふぶき 
全体会議、外出注意令発令（1137）、VLBI 観
測 





































1 土 -0.7 -7.2 4.7 晴一時薄曇 南極教室（稚内市教育委員会）本番 
2 日 -2.5 -11.8 2.2 晴後薄曇 休日日課 
3 月 -5.8 -13.7 2.0 曇後雪 衛星回線断作業 
4 火 -2.9 -6.8 2.3 曇 リキッドタンク移動 
5 水 -1.8 -7.6 2.9 曇後一時晴 消防講習（座学）、燃料ドラム缶移動 
6 木 -2.1 -6.4 11.5 曇時々雪 
消防講習（実技・担当者別）、電話交信（い
ばキラ TV） 




8 土 -1.6 -6.2 7.6 曇一時雪 休日日課、職場訪問（東部地区） 
9 日 -3.1 -6.2 6.8 雪時々曇 休日日課、衛星回線断作業 
10 月 -2.8 -4.7 11.0 曇一時雪 野外安全行動訓練（実技） 
11 火 -3.3 -10.5 6.6 曇一時雪 電源切替 
12 水 -4.8 -11.0 4.8 曇後時々雪 
野外安全行動訓練（実技）、遠隔医療相談
（定期連絡） 
13 木 -3.4 -10.2 4.9 薄曇 
観測隊報告（追加依頼分）・自己点検（追加
依頼分）対応 
14 金 -3.4 -11.1 3.1 曇 
防災訓練（総合消火訓練・座学）、地磁気絶
対観測 
15 土 -5.5 -10.0 2.2 曇一時晴 防災訓練（総合消火訓練・実技） 
16 日 -6.0 -12.8 2.6 薄曇 休日日課、職場訪問（基地主要部建物） 
17 月 -4.9 -10.8 4.1 曇一時晴 海氷安全講習、非常通報設備点検 
18 火 -3.2 -9.3 3.7 曇時々晴 非常通報設備点検 
19 水 -5.6 -11.5 10.0 薄曇 
海氷安全講習、遠隔医療相談（歯科治療）、
非常通報設備点検 
20 木 -3.6 -7.7 16.8 曇 雪上車安全講習（理論）、装輪車整備作業
21 金 -4.6 -6.0 14.1 曇一時雪 装輪車整備作業 
22 土 -3.5 -7.6 3.9 曇 休日日課、スポーツ大会 
23 日 -7.1 -16.1 3.1 晴一時曇 休日日課、誕生日会 
24 月 -5.7 -16.4 11.0 曇後ふぶき 
雪上車安全講習（機械隊員対象・実技）、生
活部会 
25 火 -5.7 -10.4 8.7 雪時々曇 雪上車安全講習（実技） 
26 水 -8.6 -11.7 9.5 曇 観測部会、雪上車安全講習（実技） 









28 金 -5.3 -9.8 9.4 晴時々曇 オペレーション会議、浴槽定期清掃 





30 日 -1.0 -4.5 19.5 ふぶき時々曇 休日日課、外出注意令解除（1515） 










































1 火 -4.5 -17.0 6.1 晴一時曇 
南極安全講習（装備関連）、外出注意令解除
（0531） 
2 水 -8.6 -15.5 3.3 曇 ルート工作（西オングル） 





4 金 -4.4 -8.2 10.9 曇 
南極安全講習（気象関連）、ルート工作（西
オングル） 
5 土 -7.8 -13.3 5.0 雪 休日日課 
6 日 -11.3 -15.8   2.3) 雪時々曇 休日日課 
7 月 -7.4 -12.3 14.8 ふぶき一時曇
南極安全講習（医療概論）、外出注意令発令
（1214） 
8 火 -6.2 -15.3 5.3 曇 
海上偵察（オングル海峡）、ルート工作、（と
っつき岬）、外出注意令解除（0631） 
9 水 -6.1 -17.7 6.1 晴後曇時々雪
南極安全講習（応急手当：第 1 班）、外出注
意令発令（2234） 





11 金 -7.7 -11.1 9.2 曇 ルート工作（とっつき岬） 
12 土 -9.3 -11.5 3.2 曇時々雪 ルート工作（とっつき岬・岩島） 
13 日 -9.8 -14.9 3.2 曇時々雪 休日日課、お花見会 
14 月 -14.5 -19.5 4.4 晴 
南極安全講習（心肺蘇生、ＡＥＤ：第 1 班）、
ルート工作（とっつき岬） 
15 火 -13.5 -17.5 2.2 曇一時雪 レスキュー訓練（レスキュー要員） 
16 水 -7.4 -13.6 17.5 曇 国内連携訓練、外出注意令発令（1942） 
17 木 -8.0 -13.1 6.0 曇時々晴 
防災訓練（総合消火訓練・実技）、レスキュ
ー訓練（一般隊員：第 1 班）、 
外出注意令解除（0632） 
18 金 -8.0 -10.7 7.9 曇後時々雪 
電源切替、レスキュー訓練（一般隊員：第
2 班）、地磁気絶対観測 
19 土 -7.2 -9.2 9.4 曇時々雪 休日日課、スポーツ大会 
20 日 -7.7 -11.7 7.9 曇時々雪 休日日課 
21 月 -9.4 -14.6 4.2 雪時々曇 南極安全講習（心肺蘇生、ＡＥＤ：第 2 班）
22 火 -8.4 -13.6 7.4 曇時々晴 生活部会 
23 水 -8.2 -16.7 4.4 曇時々晴 レスキュー訓練（レスキュー要員） 
24 木 -6.9 -16.6 10.9 曇後一時ふぶき レスキュー訓練（一般隊員：第 1 班） 
25 金 -5.4 -7.2 21.5 曇時々ふぶき
観測部会、レスキュー訓練（一般隊員：第
2 班） 
26 土 -6.2 -10.3 16.8 曇後ふぶき 設営部会 











28 月 -9.9 -11.7 17.1 ふぶき 
オペレーション会議、外出注意令発令
（0749） 
29 火 -9.7 -20.9 8.1 曇時々雪 
全体会議、ルート工作（S16）、外出注意令
解除（0637） 









































1 木 -20.9 -24.8   1.3) 快晴 レスキュー訓練（一般隊員：1 班） 
2 金 -22.6 -28.9 2.0 薄曇一時晴 レスキュー訓練（一般隊員：2 班） 
3 土 -23.7 -29.7 1.3 快晴 休日日課 
4 日 -13.3 -25.7 3.7 晴 休日日課 
5 月 -10.1 -14.0 9.8 曇一時雪 
休日日課、南極教室（極地研南極・北極科
学館ライブトーク） 
6 火 -11.2 -16.9 3.3 晴一時曇 バッテリー充電旅行（西オングル） 
7 水 -15.2 -27.9 2.2 晴後時々薄曇 バッテリー充電旅行（西オングル） 





9 金 -18.2 -27.0 2.4 曇後晴 
ルート工作ほか（S16）、西オングルバッテ
リー小屋修繕（西オングル） 
10 土 -18.7 -28.0 5.4 快晴 休日日課 
11 日 -14.2 -26.8 4.0 快晴 休日日課 
12 月 -17.5 -28.5 4.7 晴 ルート工作（ラングホブデ） 
13 火 -8.9 -28.5 18.4 曇後ふぶき 外出注意令発令（1259） 
14 水 -6.1 -9.2 22.9 ふぶき 衛星回線断作業 
15 木 -3.2 -6.2 25.8 ふぶき 
レーション移動（倉庫棟⇔発電棟冷凍庫）、
旗竿作り 










18 日 -6.5 -8.1 16.4 曇時々ふぶき
外出注意令解除（0948）、外出注意令発令
（1830） 










21 水 -8.3 -11.0 14.1 曇後晴 
大陸上観測・設営作業（S16、S17）、ＴＶ会
議（遠隔医療相談） 




23 金 -13.2 -18.9 1.5 快晴 生活部会、ルート工作（向岩） 
24 土 -13.1 -26.5 1.4 薄曇時々晴 休日日課 
25 日 -15.7 -27.3   3.2) 晴時々霧 休日日課 
26 月 -11.5 -18.8 3.9 快晴 ルート工作（ラングホブデ） 
27 火 -10.2 -16.1 4.1 快晴 観測部会 
28 水 -9.8 -21.8 2.4 快晴 設営部会 
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29 木 -7.2 -11.3 1.9 雪時々曇 オペレーション会議 
30 金 -9.0 -11.5 3.0 曇後時々雪 全体会議、全体清掃 
31 土 -10.7 -14.6 4.1 雪 休日日課 
6 
1 日 -13.3 -18.7 2.8 雪後時々曇 休日日課 
2 月 -17.9 -22.7 3.2 薄曇時々晴 基地内所有のバッテリー調査結果集約 
3 火 -16.2 -22.1 3.8 晴後雪 南極大学 
4 水 -14.6 -19.2 2.6 雪後一時曇 衛星回線断作業 
5 木 -18.7 -22.5 2.2 晴一時薄曇 地磁気絶対観測 
6 金 -19.0 -23.6 2.1 曇 南極教室（大阪航空専門学校） 
7 土 -4.8 -21.2 16.2 ふぶき 休日日課、外出注意令発令（0841） 
8 日 -6.4 -13.7 18.9 ふぶき 休日日課 
9 月 -13.5 -24.8 3.3 曇時々雪後晴
南極教室（つくば市立吉沼学校）、外出注意
令解除（0653） 
10 火 -19.7 -28.5   2.2) 晴時々曇後雪 南極大学 




12 木 -4.9 -7.7 25.8 ふぶき 
南極教室（輪島市立鳳至小学校）、外出禁止
令発令（1921） 
13 金 -5.0 -6.0 23.6 ふぶき一時曇
防災訓練、外出禁止令を注意令に変更
（0817）、外出注意令解除（1206） 
14 土 -5.2 -9.7 20.2 ふぶき 
休日日課、外出注意令発令（0719）、外出注
意令解除（1827） 
15 日 -7.6 -10.5 4.1 曇 休日日課 
16 月 -9.8 -22.0 12.1 薄曇後晴 電源切替、南極教室 ３班打合せ 
17 火 -14.0 -19.4 7.3 曇一時ふぶき ミッドウィンター祭前夜祭 
18 水 -8.1 -15.0 15.9 曇時々ふぶき
休日日課、ミッドウィンター祭（1 日目）、
外出注意令発令（1531） 









21 土 -13.1 -19.5 2.0 雪 休日日課、ミッドウィンター祭（4 日目）
22 日 -14.3 -19.7 3.8 曇時々雪後晴 休日日課、ミッドウィンター祭（5 日目）
23 月 -8.8 -17.2 9.2 曇一時ふぶき 休日日課、ミッドウィンター祭（後片付け）
24 火 -9.6 -14.2 12.1 晴後曇 生活部会、南極大学 
25 水 -9.5 -12.7 12.3 曇後時々晴 観測部会 
26 木 -11.8 -18.9 5.7 薄曇 設営部会、地磁気絶対観測 
27 金 -16.4 -29.6 2.0 薄曇後一時晴 オペレーション会議 
28 土 -20.1 -29.9 1.7 快晴 休日日課 
29 日 -21.8 -29.1 1.7 快晴 休日日課 




1 火 -24.7 -35.5 2.4 快晴 電源切替、南極大学 























3 木 -6.9 -12.8 19.0 ふぶき 外出注意令解除（1803） 
4 金 -4.8 -10.6 25.1 ふぶき 外出注意令発令（0727） 




6 日 -12.2 -22.4   3.9) 雪一時曇後晴 休日日課 
7 月 -14.1 -22.1 2.0 晴後曇 （特記事項無し） 
8 火 -13.2 -19.7 4.9 晴後薄曇 南極教室（藤沢市立明治小学校）、南極大学
9 水 -11.2 -13.5  18.2) ふぶき一時曇 外出注意令発令（0549） 
10 木 -10.8 -13.1 10.0 曇一時ふぶき
南極教室（兵庫県立姫路飾西高等学校）、外
出注意令解除（1148） 
11 金 -11.1 -18.9 3.0 曇一時晴 56 次庶務隊員とのＴＶ会議 
12 土 -15.4 -21.5 2.4 薄曇 休日日課 
13 日 -19.3 -24.5 1.3 晴 休日日課、日の出祭 
14 月 -21.5 -24.6 1.8 晴 56 次免税品等要望調査 
15 火 -21.6 -25.4 2.1 快晴 
南極教室（四天王寺学園小学校）、南極大
学、56 次免税品等要望調査回答送付 
16 水 -23.0 -35.8 2.5 快晴 防災訓練、56 次庶務隊員とのＴＶ会議 
17 木 -15.3 -37.0 2.6 晴時々薄曇 燃料移送 
18 金 -14.0 -22.4 3.0 薄曇時々晴 
地磁気絶対観測、橇移動作業、ルート状況
確認（とっつき岬） 
19 土 -18.4 -30.7 2.0 快晴 休日日課、南極医学医療ワークショップ 
20 日 -17.9 -23.7 2.3 晴後薄曇 
休日日課、南極教室（第 19 回 関西アマチ
ュア無線フェスティバル） 
21 月 -19.8 -25.6 2.2 雪 
電源切替、ルート工作（ラングホブデ）、橇
移動作業 
22 火 -21.8 -31.0 1.9 晴後曇 
ルート工作（ラングホブデ）、橇移動作業、
南極大学 
23 水 -19.4 -25.2 4.7 曇 ルート工作（ラングホブデ）、 




25 金 -18.2 -24.2 1.6 雪一時曇 
観測部会、雪上車 652 修理作業、ルート工
作（ラングホブデ） 
26 土 -20.1 -32.7 1.7 薄曇後一時雪 休日日課 
27 日 -24.9 -35.6 2.4 晴後曇 休日日課 
28 月 -14.0 -26.5 4.3 雪 設営部会、生活部会 
29 火 -14.2 -20.6 10.8 ふぶき後雪 
オペレーション会議、外出注意令発令
（0625）、外出注意令解除（1436） 
30 水 -6.8 -18.5 13.9 雪後ふぶき 
全体会議、全体清掃、外出注意令発令
（1325） 





1 金 -13.7 -22.8 3.3 晴一時薄曇 橇移動作業 
2 土 -19.7 -26.3 3.6 快晴 休日日課、南極教室（極地研一般公開） 
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4 月 -17.0 -33.1 2.7 晴 ルート保守ほか（S16、S17） 
5 火 -18.0 -31.7 7.4 晴後曇 ルート保守ほか（S16、S17） 
6 水 -19.6 -22.0 9.0 ふぶき 外出注意令発令（0804）、 




8 金 -20.9 -28.9 3.5 曇後晴 
電源切替、南極教室（南極・北極科学館ラ
イブトーク） 
9 土 -25.0 -34.4 1.9 晴一時霧 
休日日課、誕生日会、西オングル充電（西
オングル） 
10 日 -31.6 -37.5 3.4 晴時々曇 休日日課、家族懇談会 





12 火 -23.3 -27.9 2.2 快晴 燃料移送、ルート工作（スカルブスネス）
13 水 -25.5 -38.4 1.5 快晴 ルート工作（スカルブスネス） 
14 木 -24.3 -34.0 2.5 快晴 ルート工作（スカルブスネス） 





16 土 -20.9 -35.8 1.2 曇 休日日課 
17 日 -19.6 -23.6 3.1 薄曇 休日日課 





19 火 -25.2 -30.9 3.7 雪後一時晴 車両整備・橇回送ほか（S16、S17）、医療講習
20 水 -27.3 -34.3 3.9 薄曇 
車両整備・橇回送ほか（S16、S17）、西オン
グル充電（西オングル） 
21 木 -25.6 -30.8 3.3 曇後晴 南極大学 
22 金 -16.0 -29.1 2.7 曇 
南極教室（南極・北極科学館ライブトー
ク），防災訓練、医療講習 
23 土 -11.3 -18.3 2.5 雪 休日日課、スポーツ大会 
24 日 -12.6 -29.8 4.4 晴一時霧 
休日日課、ルート工作ほか（スカルブスネ
ス） 






26 火 -12.9 -19.6 3.6 晴後一時薄曇
観測部会、ルート工作ほか（スカルブスネ
ス）、医療講習 
27 水 -8.4 -19.4 3.1 薄曇一時晴 
設営部会、ルート工作ほか（スカルブスネ
ス）、西オングル充電（西オングル） 
28 木 -8.3 -13.4 8.0 曇一時ふぶき オペレーション会議、医療講習 
29 金 -7.9 -11.5 6.8 曇 全体会議、全体清掃 
30 土 -9.1 -16.5 4.1 雪一時曇 休日日課 




















































1 月 -15.5 -25.3 2.0 晴時々曇後雪
S16・S17 旅行、健康診断、新汚水処理棟貯
水槽点検作業 
2 火 -22.5 -33.6 2.0 晴後薄曇 
大型車両大陸移送ほか（S16、S17）、健康診
断 
3 水 -14.0 -23.2 2.1 曇 健康診断、ルート工作（弁天島） 
4 木 -8.6 -18.4 14.6 曇時々ふぶき
健康診断、医療講習、外出注意令発令
（0834） 













8 月 -5.8 -10.5 21.2 ふぶき時々曇 持ち帰り物資（第 2 回）調査集約 




10 水 -7.0 -15.7 3.8 曇 
南極教室（富曽亀小）、地磁気絶対観測、ル
ート工作（スカーレン）、一斉除雪 
11 木 -12.8 -19.5 4.0 晴 
ルート工作（スカーレン）、西オングル充電
（西オングル）、一斉除雪 




13 土 -17.6 -23.5 10.5 薄曇一時晴 
休日日課、ルート工作（スカーレン）、一斉
除雪、燃料移送 
14 日 -15.1 -19.5 6.9 晴一時曇 休日日課、ルート工作（スカーレン） 
15 月 -17.7 -23.2 4.3 曇 
持ち帰り物資調査（第 2 回）送付、電源切
替、一斉除雪、車両整備 
16 火 -16.1 -25.3 3.2 曇後時々雪 ルート工作（ルンパほか）、一斉除雪 
17 水 -25.0 -32.1 2.1 晴 
防災訓練、ルート工作（ルンパほか）、地磁
気絶対観測、一斉除雪 
18 木 -20.0 -33.7 1.5 快晴 
ルート工作（ルンパほか）、燃料移送、越冬
報告作成要領説明 
19 金 -9.5 -20.0 7.6 曇一時ふぶき 車両整備 
20 土 -8.1 -17.1 8.0 曇後時々晴 
休日日課、南極教室（つくばエキスポセン
ター） 
21 日 -12.0 -23.9 3.6 晴 休日日課、レクリエーション 
22 月 -12.2 -18.4 7.8 晴時々薄曇 無人磁力計保守ほか（スカーレン） 
23 火 -16.5 -25.5 2.3 晴 生活部会、無人磁力計保守ほか（スカーレン）
24 水 -15.2 -28.1 3.4 晴後曇 
観測部会、無人磁力計保守ほか（スカーレ
ン）、遠隔医療相談 














27 土 -16.4 -22.5 3.6 薄曇時々晴 
休日日課、南極教室（全国教育大会岩手大
会）、S16・S17 旅行 
28 日 -16.5 -22.1 5.7 曇後晴 休日日課、S16・S17 旅行 
29 月 -19.2 -26.9 2.2 快晴 全体会議、全体清掃、燃料移送 









































1 水 -19.5 -27.3 2.1 晴時々曇 内陸旅行準備作業（橇整備・食料搬入） 
2 木 -16.9 -25.7   4.0) 晴一時薄曇 南極教室（芝学園中） 
3 金 -15.0 -21.0 3.7 曇後晴 内陸旅行 
4 土 -15.1 -22.6 7.1 
薄曇時々晴一
時雪 
休日日課、内陸旅行、24 時間 GPS 設置回収
（向岩） 
5 日 -12.4 -18.5 5.0 曇 休日日課、内陸旅行 
6 月 -14.1 -20.7 3.6 薄曇 内陸旅行 
7 火 -17.9 -25.7 1.6 薄曇 内陸旅行、南極教室（六郷小） 




9 木 -16.2 -22.7 2.0 晴一時曇 
防災訓練、内陸旅行、大型大気レーダーキ
ャンペーン観測、24 時間 GPS 設置（オング
ルガルテン） 
10 金 -17.7 -22.3 2.9 曇一時雪 
内陸旅行、大型大気レーダーキャンペーン
観測、24 時間 GPS 回収（オングルガルテ
ン）、医療講習 
11 土 -19.6 -25.6 1.9 薄曇一時晴 
休日日課、内陸旅行、大型大気レーダーキ
ャンペーン観測 
12 日 -18.0 -25.6 1.9 晴 
休日日課、内陸旅行、大型大気レーダーキ
ャンペーン観測 
13 月 -14.4 -23.7 4.5 薄曇 
内陸旅行、大型大気レーダーキャンペーン
観測 
14 火 -19.9 -24.6 5.1 快晴 
大型大気レーダーキャンペーン観測、医療
講習 
15 水 -15.9 -25.4 2.4 晴後曇 大型大気レーダーキャンペーン観測 




17 金 -15.3 -25.6 3.8 曇一時晴後雪
福島隊員慰霊祭（西オングル）、大型大気レ
ーダーキャンペーン観測 
18 土 -9.4 -15.4  14.2 ふぶき 
休日日課、誕生日会、外出注意令発令
（0912）、外出注意令解除（1915） 




20 月 -14.8 -21.6 1.5 快晴 
アンテナキャリブレーション作業（西オン
グル） 
21 火 -12.0 -17.1 2.2 雪後一時薄曇 公用氷採取（ラングホブデ）、医療講習 
22 水 -12.2 -19.9 2.4 快晴 公用氷採取（ラングホブデ）、遠隔医療相談
23 木 -9.5 -16.6 4.4 曇時々晴 無線ＡＰ保守（岩島） 
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24 金 -10.8 -18.6 5.2 晴一時薄曇 生活部会 
25 土 -11.8 -18.2 2.0 快晴 休日日課、遠足（長頭山） 
26 日 -11.6 -21.2 1.1 晴 休日日課 
27 月 -12.0 -19.2 1.3 快晴 
観測部会、ルート工作ほか（スカルブスネ
ス） 








30 木 -1.4 -20.3 4.9 薄曇一時晴 全体会議、全体清掃、衛星回線断作業 





































2 日 -4.1 -6.3 10.8 ふぶき一時曇 休日日課 





4 火 -4.1 -6.5 10.1 曇 第一居住棟清掃 
5 水 -3.8 -8.8 2.3 曇時々晴 滑走路整備ほか（S17）、第一居住棟清掃 




7 金 -6.0 -11.8 3.2 快晴 滑走路整備ほか（S17）、第一居住棟清掃 
8 土 -3.6 -10.2 11.8 曇 第一居住棟清掃 
9 日 -0.1 -7.5 5.1 曇 休日日課、例月イベント（食事会） 
10 月 -2.4 -10.3 1.6 薄曇 公用氷採取準備 
11 火 -4.4 -11.9 7.5 晴時々曇 公用氷採取（北の浦） 
12 水 -3.0 -9.6 6.7 曇 VLBI 
13 木 -6.4 -15.1 2.1 快晴 
VLBI、ペンギンセンサス（ルンパ、ラン
グホブデほか） 
14 金 -7.7 -16.8 3.4 曇 
ペンギンセンサス（ルンパ、ラングホブ
デほか）、地磁気絶対観測、遠隔医療相談
15 土 -6.7 -12.0 2.0 晴後曇 
休日日課、ペンギンセンサス（弁天島ほ
か） 




17 月 -5.4 -13.2 2.9 曇後時々雪 
ペンギンセンサス（スカルブスネスほ
か） 
18 火 -1.9 -5.9 11.9 曇 VLBI、滑走路整備、橇移動、本格除雪 
19 水 -1.2 -7.0 12.3 曇 VLBI、本格除雪 
20 木 -2.5 -7.9 5.5 曇一時晴 VLBI、DROMLAN 給油、本格除雪 
21 金   0.1 -6.0 5.4 曇 本格除雪 
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22 土 -1.3 -7.6 10.2 薄曇 電話交信（金沢市教育委員会）、本格除雪
23 日 -2.9 -10.5 3.4 晴 休日日課、 
24 月 -4.3 -11.3 3.0 雪後曇 休日日課 




26 水 -3.4 -10.0 2.8 曇後晴 設営部会、本格除雪 
27 木 -3.0 -9.9 2.0 薄曇時々晴 
オペレーション会議、南極教室（森村学
園中等部） 




29 土 -4.5 -12.7 2.1 晴 休日日課 




































2 火 -1.6 -6.4 14.5 曇 
パンジーキャンペーン観測、全停電（発生
1400～復電 1547）、外出注意令解除（1337）
3 水 1.2 -7.3 5.4 晴時々薄曇 本格除雪 
4 木 -1.5 -9.3 3.3 晴 
第一居住棟清掃、ペンギンセンサス（ラン
グほか） 







6 土 -1.2 -3.1 21.4 ふぶき後曇 衆議院議員総選挙不在者投票、健康診断 
7 日 -0.4 -4.0 11.2 曇 
休日日課、、健康診断、外出注意令解除
（0912）、全停電（発生 1402～復電 1437）
8 月 0.4 -4.5 3.0 曇後晴 本格除雪、健康診断 
9 火 -1.2 -7.5 3.0 晴一時曇 本格除雪、健康診断 
10 水 0.3 -8.1 4.2 薄曇 本格除雪、E-TAS 申請リスト作成 
11 木 1.0 -4.5 8.6 曇 本格除雪、しらせ航路氷厚測定 
12 金 -1.2 -2.7 15.4 曇一時ふぶき
本格除雪、遠隔医療相談、第一、二夏期隊
員宿舎清掃 
13 土 -1.1 -3.5 9.4 雪一時曇 本格除雪、しらせ航路氷厚測定 
14 日 4.0 -4.8 4.7 薄曇 休日日課、誕生日会 
15 月 3.0 -2.2 4.8 薄曇 本格除雪、防災訓練 
16 火 0.4 -3.7 6.5 晴一時薄曇 本格除雪 
17 水 3.0 -4.6 7.7 快晴 本格除雪 
18 木 1.8 -4.9 6.8 晴後曇 第一、第二夏期隊員宿舎清掃 
19 金 3.5 -3.2 5.0 晴時々薄曇 廃棄物運搬作業、第二夏期隊員宿舎清掃 
20 土 3.8 -1.9 4.9 薄曇 
ヘリウムガスカードル移送、第一夏期隊員
宿舎倉庫清掃 
21 日 5.9 -2.2 2.7 晴後曇 休日日課 
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22 月 6.0 -2.0 4.9 快晴 夏期隊員宿舎日用品等設置 
23 火 7.8 0.5 7.7 曇後晴 
56 次先発隊・観測隊ヘリコプター乗員昭和
基地入り 
24 水 2.8 -1.5 9.2 晴 
第一便、56 次隊本隊昭和基地入り、優先物
資空輸 
25 木 3.5 -1.7 4.3 曇後時々晴 優先物資空輸、生活部会（書面開催） 
26 金 3.5 -3.1 2.6 晴一時薄曇 
優先・先行物資空輸、観測部会（書面開催）、
遠隔医療相談 
27 土 1.3 -3.4 4.3 曇時々晴 先行物資空輸、設営部会 
28 日 -0.6 -3.6 3.1 曇一時晴 休日日課、当直業務引継ぎ、燃料移送 
29 月 -0.3 -2.6 2.6 曇時々雪 
オペレーション会議、南極授業及び南極教
室引継ぎ 



































1 木 1.6 -4.3 2.1 晴 休日日課 
2 金 1.4 -4.9 2.9 晴 （特記事項なし） 
3 土 2.2 -4.6 3.7 晴後一時薄曇 月例報告提出期限 
4 日 3.1 -5.2 2.7 快晴 休日日課 
5 月  3.6 -3.7 2.5 晴 計画停電 
6 火 1.5 -5.1 3.6 薄曇 防災訓練 
7 水 1.5 -4.6 2.2 晴時々曇 インテルサット衛星回線断作業 












11 日 -1.9 -7.7 4.4 曇一時晴 休日日課、誕生日会 
12 月 2.7 -3.8 3.8 曇時々晴 
インテルサット衛星回線断作業、しらせ
接岸、貨油輸送、輸送会議 
13 火 2.0 -4.5 5.3 薄曇 
貨油輸送、氷上輸送、私物集積期限（氷
上輸送分） 
14 水 2.6 -5.1 2.2 晴一時薄曇 貨油輸送、氷上輸送 
15 木 1.3 -4.7   X 晴 
予備食移動、公用氷移動、地磁気絶対観
測、観測隊報告暫定版提出 
16 金 1.0 -4.7 10.6 曇一時晴 
外出注意令発令（2024）、プロパンガスカ
ードル組み替え作業 
17 土 0.6  -0.3 27.7 ふぶき時々曇 本格空輸リスト作成 
18 日 0.2 -1.1 10.9 雪後ふぶき 
外出注意令解除（0545）、除雪（コンテナ
ヤード・幹線道路） 
19 月 1.8 -3.9 3.9 雪後曇時々晴 氷上輸送 
20 火 -3.1 -5.8 4.3 曇 氷上輸送 
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21 水 -1.3 -5.1 7.3 曇時々雪 氷上輸送（早朝に終了）、地磁気絶対観測
22 木 -0.9 -3.0 10.8 曇後時々雪 
本格空輸打ち合わせ、地磁気絶対観測、
私物集積期限（本格空輸分） 
23 金 0.9 -6.0 4.7 薄曇後時々晴 本格空輸 
24 土 1.8 -5.8 6.4 晴一時薄曇 
本格空輸、私物移動（Ａヘリ）、観測棟ボ
ンベ移動（Ａヘリ） 
25 日 2.4 -4.7 4.3 晴 本格空輸 
26 月 1.0 -8.5 1.8 晴 休日日課、燃料移送 
27 火 0.6 -6.5 2.7 晴 56 次隊南極授業リハーサル 
28 水 2.9 -4.9 3.4 晴 しらせ離岸 
29 木 -2.2 -9.8 2.0 快晴 56 次隊南極授業接続試験、送別会 
30 金 -3.3 11.0 3.7 晴一時雪 全体清掃、電源切替 
31 土 -1.7 -8.5 4.0 薄曇 越冬交代式準備 
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